


[image: ]







[image: ]







[image: ]










アウトニア王国再興録２




でたまか




天地鳴動篇








鷹見一幸





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　買い取られた空間







　帝てい国こくの文化の方向性は、きわめて即そく物ぶつ的で享きよう楽らく的だった。

　敵対する宗教国家である神聖ローデス連合が、宗教上の戒かい律りつを重んじ、民衆にストイックな生活を強制していたことに対するあてつけの意味もそこにはあったに違ちがいない。

　文化とは、国民の価値観の集大成であり、帝国のテクノロジーの進化の方向性もまた、売れるもの、快楽を与あたえてくれるものに向かうことは当然だった。

　帝国の技術力は、主に生産技術と、電子工学に向かっており、近年発達した精神感応技術については当初、神聖ローデスから二十年後おくれていると言われていた。

　しかし、帝国側より早く精神感応技術を開発した神聖ローデスは、それを異い端たん審しん問もんなどの宗教上の道具として使用し、神官技術者以外のものがその技術に関かかわることを禁じたため、技術革新は停てい滞たいし、いまや精神感応技術については帝国側が神聖ローデスを凌りよう駕がしようとしていた。

　なにゆえに帝国側の精神感応技術が発達したのか。

　その理由の一つは、いわゆるバーチャルリアリティ空間を利用した、風ふう俗ぞく営業の発達にあった。

　当初、立体映像によって聴ちよう覚かくと視覚だけが与えられていたその種のサービスが、精神感応技術の進歩により、触しよつ覚かくと嗅きゆう覚かくをも与えられることができるようになったとたん、この種の風俗営業は爆ばく発はつ的に広がった。

　理想の恋こい人びとと夢のような時間をすごすことができる空間を提供するこの種の風俗営業は、パラダイスネット、略してパラネットと呼ばれ、熱ねつ狂きよう的なファンを獲かく得とくした。

　しかし、その反面でこのパラネットは社会問題と化した。

　パラネットは、すべての理想とすべての欲望をかなえることのできる空間だった。

　恋れん愛あいも冒ぼう険けんも、そして破は壊かいも殺さつ戮りくもすべて。

　その世界では何でもできる。そしてそこで体験する出来事は現実と変わらない快楽や痛みや疲ひ労ろうを肉体に与えてくれる……だとしたら、それは現実と同じだ。だとしたら、なぜ不自由な、思い通りに行かない世界で生きなくてはいけないんだ？

　そう考えた人間が少なくなかったのだ。

　重度の病人用に開発された全自動栄養補給機と排はい泄せつ処理装置を身体からだに装着し、医い療りようカプセルに入ったままバーチャル空間から出てこなくなった人間の数が数万人を超こえたとき、ついに帝国はこの種の風俗営業を非合法化して取とり締しまりを開始した。

　それを放置することは麻ま薬やくを放置することと同じ結果になると判断したのだ。

　そして、この種の風俗営業は消えた。しかし、完全に消えたわけではなかった。

　非合法の風俗営業として、社会の片かた隅すみで、パラネットは細々と続けられていた。

　帝国の中心星域の一角にある惑わく星せい「ロックアース」の地方都市で、資産家として名が通っているゾンバのもとにそのメールが届いたのは、第九次桃もも星ぼし戦せん役えきが終って半年ほど過ぎた頃ころのことだった。

「……買取だと？」

　メールの文面を読んだゾンバは、思わず口に出してつぶやいた。

　ゾンバは、この地方都市の名士である。

　そして、彼が裏で非合法営利企き業ぎよう……いわゆるマフィアの一員とつながりがあるということを知っている人間は、ほとんどいなかった。

　彼の収入源は、ゲームカフェと、合法的なカジノの経営ということになっていたが、その裏で非合法な商売にも手を広げており、その中にはパラネットによる風俗営業もあった。

　ゾンバ宛あてのメールには、単刀直入に、ゾンバが経営していたパラネットを買い取りたいと告げていた。

　非合法化されたパラネットを買い取ろうという申し出より、何重にも仕し掛かけられたダミーとセキュリティをあっさりと突とつ破ぱして、ダイレクトに自分のアドレス宛てに商談を持ち込むという手口にゾンバは驚おどろいた。

　……要するに、こいつは俺のことは何でも知っていると言いたいわけだな。

　いつでも司法当局に通報できる。だが、そんなことはしない。その代わりにパラネットを売れと言うわけか……。

　くわえた細巻きの葉巻に火をつけたゾンバは、忌いま々いましげに口から煙けむりを吐はき出すと、メールに添てん付ぷされていたファイルを開いた。

　その添付ファイルは、契けい約やく書だった。

　契約書の書面を読んだゾンバの目が見開かれ、その口から、火のついた葉巻が落ちた。

　モニターに映る電子契約書に書かれていた金額は、ゾンバの想像していた金額より二つばかりゼロが多かったのだ。

　コンソールの上に落ちた葉巻をそのままにしてゾンバは考え込んだ。

　……オトリ捜そう査さじゃねえな。いくらなんでも警察が、こんな馬ば鹿かげた金額をつけるわけがねえ。

　相場を知らないシロウトか、それともよっぽど切せつ羽ぱ詰つまった理由でもあるのか……。

　ゾンバは、自分が経営している風俗パラネットのスペックを思い出していた。

　……サイコサーバーは、最終メンテナンスからそろそろ五年目か。メンテナンスを頼たのむには、やっぱりそれなりの金を積んで、裏の人間に頼まなけりゃならんし、客の相手をさせているバーチャルキャラクターも、昔のものをそのまま使っているから、今どきの「萌もえ路線」を望む客にはイマイチだし……。

　吸い口の自動消火装置が作動し、火が消えてしまった葉巻を取り上げたゾンバは、再び葉巻をくわえて火をつけた。

　そして、大きく煙を吸い込んで吐き出してから、にやりと笑ってつぶやいた。

「わかった……売ってやるとしよう、もう少しふっかけてからな……」




　帝てい国こくの中心から遠く離はなれた鉱山惑星のひとつ「カスタム」の地方都市「ポナラ」の下町にある安アパートの一室で、ラフな部屋着に着き替がえていた若者の前に、タキシードを着た品の良い老人の姿をしたホログラフが立った。

『回答がまいりました……さらなる買取額の増額を要求しております』

　首回りが少しヨレ始めている丸首のトレーナーを着込んだ若者は、部屋の片隅にある自動調理器のモニターを見ながら聞いた。

「やっぱり……で、いくらぐらいふっかけて来たんだ？」

『こちらのつけた買取額の二割増でございます……』

「予想内だな、それでいいと回答しておいてくれ」

　ホログラフの老人は、不満そうに答えた。

『あの程度の中古のパラネットなど、相場から見れば、その割増ぶん程度の値段なのですよ』

　自動調理器のモニター画面を押してレシピを入力した若者は、振ふり返って笑った。

「まあね。僕たちが欲しいのは風ふう俗ぞく営業の建物じゃなくて、その土台だけなんだけど、建物つきじゃないと売ってもらえないんだから仕方ないさ」

『確かに現存しているパラネットの中では、最も汎はん用よう性が高く、程度良好の部類に入る物件ですが……』

「納なつ得とくしていないみたいだね」

　ホログラフの老人は、うなずいた。

『私にお任せいただければ、はるかに良いものを用意できるのですからね』

「でも、お前に任せるわけにはいかないんだ。国民に公正さを疑われるような要素は少ない方がいい」

　ホログラフの老人は、肩かたをすくめて答えた。

『わかっております……わかっているからこそ納得できないのかもしれません』




　モニターに葉巻の煙を吹ふきかけて、ゾンバは微笑ほほえんだ。

「値切ってくるかと思ったら、あっさりＯＫを出してきやがったか……」

　……きっと、どっかに住んでいる金持ちのマニアあたりだな。

　ゾンバは、電子契約書に署名すると、返信ボタンを押した。

　しばらくして、シティバンクスにあるゾンバの口座に入金があったことを知らせるメッセージが入った。

　ゾンバは、満足そうにうなずくと煙を吐いた。




　数日して、ゾンバは売り渡わたしたパラネットの基本システムのセキュリティ管理コードが、そのままになっていることに気がついた。

　……まだ入れるじゃないか。

　管理コードを使ってパラネットにアクセスしたゾンバは、風俗営業用に用意してあったさまざまなマテリアルが、書き換かえられていることに気がついた。

　……売ってしまった品物だが……どうにも気になるな。

　ゾンバは好こう奇き心しんに勝てなかった。

　管理コードを使ってパラネットにアクセスしたゾンバは、一いつ瞬しゆん気が遠くなった。

　そして、気がつくと、自分がどこか知らない街角に立っていることに気がついた。

　どこまでも高く続く蒼い空には、刷毛はけで引いたような白い筋雲が浮かび、初夏を思わせる風が頰ほおをなでてゆく。

　ゾンバは、その風に新緑の木々の匂においを嗅かいだような気がした。

　足元には石いし畳だたみの続く道、そしてその両側には、最近とんと見かけなくなった昔ながらの商店街のような街並みが広がっている。

　その街並みを見たとき、ゾンバは、なんとも言いようのない懐なつかしさを感じた。

　……どんな辺境の地方星系にも、合理性と採算性を追求した総合ショッピングセンターが進出した近頃では、こんな商店街には、とんとお目にかからねえよなあ……ここは、どこなんだ？

　あたりを見回しながら通りを歩き出したゾンバは、やがて、商店街の真ん中にある小さな広場に出た。

　ベンチが並ぶ石畳の敷しき詰つめられたその広場には、クレープ屋の屋台が出ていた。

　そのクレープ屋の屋台から、ふわっと匂ってくる甘い匂いを嗅いだとき、ゾンバは思わず屋台をのぞき込んでいた。

　しかし、その屋台は無人だった。

　……あれ？　なんで誰だれもいないのに、きちんとクレープの生き地じが焼けているんだ？

　そのとき、ゾンバは、自分がいるこの空間がバーチャルリアリティの空間であることを思い出し、腰こしが抜ぬけるほど驚いた。

　そこにあるのは、完全な「一つの世界」だった。

　そのリアリズムに比べれば、自分が売り物にしていた風俗営業など、学芸会の舞ぶ台たいの書き割り以下のシロモノだった。

『……すげえ』

　そのとき、ゾンバの意識の中で誰かが告げた。

『申し訳ありませんがこの空間はただいま工事中でございます、関係者以外の立ち入りは禁止されておりますのでお戻もどり願います』

　気がつくと、ゾンバはアクセスしたときのままで管理コンソールの前に座っていた。

　感応端たん末まつを強制終しゆう了りようさせられた時に特有の不快感もなかった。

　ゾンバは、再び管理コードを打ち込んだが、変へん更こうされてしまったのだろう、アクセスはきっぱりと拒きよ否ひされてしまった。

　空白のモニターを見ながら、ゾンバは思わず口に出してつぶやいた。

「ありゃあ……いったい何だったんだ？」

　ゾンバは安いラブホテルを売った跡あと地ちに、一流の国際会議が開かれてもおかしくないほどの高級ホテルが建てられていくのを、ぽかんと口をあけて見ている地主になったような気分だった。
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　第二章　作られた理由







　その日、帝てい都との空には雪が舞まっていた。

　マガザン帝国の帝都ピクネクトスに舞い散るその雪の正体は、メインストリートで行われている第九次桃もも星ぼし戦せん役えき凱がい旋せんパレードに向かって撒まき散らされた紙かみ吹雪ふぶきだった。

　装そう飾しよくされた汎はん用よう反重力プラットフォームから撒かれる無数の紙吹雪の舞う下を、勇ゆう壮そうな帝国軍行進曲に乗って、きらびやかな第一種軍装に身を固めた帝国軍近衛このえ師団の将兵達と軍楽隊で編成された数百人単位の人間のブロックが、いくつもいくつもメインストリートを通り過ぎてゆく。

　そして、パレードの進むメインストリートの両側の歩道には、帝国中から招待された、その数倍の数の群衆が人の波を作り、歓かん声せいを上げ、帝国の紋もん章しようが印刷された小旗を振ふり続けていた。

　その熱ねつ狂きようする見物人で埋うめ尽つくされたメインストリートのほぼ中間あたり。

　小さな交差点の角地に建てられたビジネス客用の安ホテルの最上階にある一室には、地上の熱狂とは対照的な冷静な空気が満ちていた。

　壁へき面めん収納型のベッドと、小さな事務ユニットしかない、その小さな部屋には、数人の軍人が室内に設置された監かん視しモニターに映る外の情景に向かって、緊きん張ちようした視線を注いでいる。

　そこは、帝国軍の内務局治安維い持じ部隊が設置した監視哨しようだった。

　最上階を借り上げた理由は、そこからパレード全体の流れを見み渡わたすことができるから、という理由だけではなかった。

　この凱旋パレードには、アリクレスト皇こう帝ていも臨席することになっており、高所からの狙そ撃げきを防ぐには、監視する側が、さらに高所に位置する必要があったからだ。

「四番モニターの動きが悪いな……エルメスビルの屋上が半分しか映らない」

　モニタースクリーンを見ていた、この監視哨の責任者らしい大たい尉いの階級章をつけた若い将校が、そう小声でつぶやくと、隣となりにいた同じ階級章をつけた同じ年ねん齢れいぐらいの若い将校が、同じように小声で答えた。

「ラパンビルの上に設置したやつか……修理申しん請せいは出ていたはずだがな……仕方ない、他のモニターで、できるだけカバーするしかないな……」

　やがて、最初につぶやいた方の若い将校が、吐はき出すような口調で言った。

「ところでよ……あの紙吹雪の値段を知っているか？　モリー」

　隣にいた、モリーと呼ばれた将校が答えた。

「俺はよく知らないが、特とく殊しゆなバイオ分解紙で作られているそうだな。なんでもゴミとして処理する手間を省くために、使っているとか……」

「そのバイオ分解紙は、一枚１０００クレジするそうだ」

　モリーと呼ばれた将校は目を見開いた。

「１０００クレジ？　とんでもない値段だな、紙し幣へいを細かく切って撒いているようなものじゃないか」

　監視モニターに映る戦勝祝賀パレードの姿を指差して、最初に話しかけた若い将校は、うなずいた。

「第九次桃星戦役が終わって、帝国が一番最初にやったことが、これだ。莫ばく大だいな損害を出した辺境国や独立惑わく星せい軍に対する援えん助じよも、遺族年金などへの追加予算もすべて後回しにしてな。『帝国は負けたわけではない、ゆえに帝国は勝ったのだ！』……と、帝国貴族院でアリクレストが言ってのけたとき、その言葉を、貴族院の八割以上が拍はく手しゆで迎むかえたそうだ」

「帝国貴族の八割以上が、いまだにアリクレストを支持しているというわけか。マルス家の天下は当分続くということだな……」

「そう思うか？」

「違ちがうと言うのか？　テディ」

　テディと呼ばれた若い将校は、薄うすい笑いを唇くちびるの端はしに浮うかべて言った。

「帝国は表向きには一枚岩の結束を示し続けてきた。貴族院における皇帝陛下の言葉が満場一いつ致ちの拍手で迎えられなかったことは、長い帝国の歴史の中でもめったになかったことだ。これは、その一枚岩にひび割れが生じていることを公然と示す貴族が出てきたということだぜ……」

　テディは、薄笑いを貼はり付けたまま、モリーに聞いた。

「これが、どういう意味を持つのかわかるか？」

「内乱か？」

　テディはうなずいた。

「そう、乱世が来るということさ。血筋も派は閥ばつもない俺たちのような平民出身の将校にも、出番が回ってくるに違いない」

「テディよ、要するにお前は、世が乱れ帝国が変われば軍も変わる、と言いたいんだな。でもな、世せ襲しゆうと年功序列と慣習という判断基準しか持っていなかった帝国軍が一朝一いつ夕せきに実力やら能力という基準を採用するとは思えないぞ」

「わかっているさ。だがな、世襲と年功序列と慣習で、あのマイド・ガーナッシュに勝てるとも思えんがな」

　モリーは、視線をモニターに移した。

　モニターは、きらびやかな礼服に身を固めた帝国軍の近衛このえ師団の将兵たちが行進する姿を映し出していた。

　……あの門もん閥ばつ貴族どもの純じゆん粋すい結けつ晶しようで作られた近衛師団は、第九次桃星戦役において、初めて直接戦せん闘とうに加わり、大だい打だ撃げきを受け、帝国軍の戦線崩ほう壊かいの引き金になった。つまり世襲と年功序列と慣習の行き着く先があれというわけだ。

　モリーは、肩かたをすくめて言った。

「まず勝てないだろう。だからといって俺たちが勝てるというわけでもないと思うがね」

「俺だって、そこまで思い上がっちゃいないさ。ただ、俺たちなら、あいつらより少しはマシな戦い方ができると思っているだけだ。神聖ローデスとの戦いにも勝てなかった門閥貴族どもがマイドたちと戦って勝てるわけがない。あいつらは認めたくはないだろうが、それは事実だ。帝国は、まだマイド・ガーナッシュたちと戦せん端たんを開いてはいない。だからあいつらは、難民同様のアウトニアの連中など、ゴミのようなものだと考えているに違いない……」

　テディは、再び薄笑いを口の端に浮かべた。

「その……ゴミ同然の軍隊に、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされたとき……そのときが俺たちの出番だ。治世の鼠ねずみで終るか、乱世の獅し子しとなるか……」

　モリーは、テディの瞳ひとみの奥に光るものを見たような気がした。

「テディよ、お前は自分が乱世の獅子になれると本気で思っているのか？」

「ああ、思っているさ。自分で自分を信じなくてどうする？　俺もお前も二十八歳だ。なんとか大尉まで昇しよう進しんすることができたけど、平民出身じゃあこれから先、佐さ官かん以上に昇任するには貴族の何倍もの時間がかかる。でも、何かきっかけさえあれば、俺はそれを足がかりにしてのし上がれる。少しよう佐さになれば自分の部隊が持てる。自分の部隊を使ってさらに上に行く、そのきっかけは乱世にこそ転がっているはずだ……違うか？」

　モリーは、にやっと笑った。

「確かに、きっかけはどこに転がっているかわからんな。俺もお前も、ひょっとすると街で帝国軍の高官の娘むすめに一目ぼれされることだってあるかもしれん……まあ、そんなことがあれば乱世じゃなくて末世かもしれないけどな」

「出世は乱世の中でもできるが、女の子に一目ぼれされるようなことは末世でもなきゃありっこないってわけか？」

　モリーはテディの口調を真似まねて答えた。

「ああ……そうだ、違うか？」

　テディは、大きく息を吐はいて肩をすくめた。

「違わないね……悔くやしいけれど」

　そのとき、部屋の中に設置されたマルチモニターに動きがあった。

　群衆の中に、ひときわ大きな人波が起こったのだ。

　モニターの脇わきに貼られたタイムスケジュールをちらりと見た後で、モニターセンサーのコントローラーを操作しながらモリーが言った。

「皇帝陛下がおでましになったようだな。無む駄だ口ぐちを叩いていないで、職務に専念しないとな。ここで皇帝陛下に何かあったら乱世の獅子どころか、牢ろう屋やのゴキブリにされちまうぞ。生いけ贄にえのヒツジにされて責任を負わされるのは俺たち下したっ端ぱだからな」

「ああ、そうだな。お前聞いたことがないか？　治安維い持じ局の局長は、俺たち局員を数えるとき一人二人じゃなくて、一匹ぴき二匹ひきと数えるそうだぜ。下っ端は、すべてヒツジにしか見えないらしい」

　テディは、肩をすくめて、手元にあるモニターセンサーのコントロールコンソールに向き直って、モニターセンサーの焦しよう点てんを中央広場に合わせた。

　今、テディたちのいるホテルの前を通り過ぎて行くきらびやかな近衛師団の将兵たちが向かう場所。それが中央広場だった。

　この中央広場には名前がない。単に「中央広場」とだけ呼ばれている。

　なぜ、名前がないのか。それは簡単な理由だった。

　それは、この広場の中心に立てられた一本の大理石の柱にある。この柱は、帝星を走るすべての道路の起点だった。

　つまり、この帝星の大陸を走るすべての道路は、この一点から発し、そしてこの一点に向かうのだ。

　すべての道路の起点となる広場。帝星の中心にある広場。ゆえにここは帝国の中央にある広場という意味をこめて「中央広場」と呼ばれていた。

　その中央広場に面して建てられた帝国貴族議事堂の正面には、大きくマガザン帝国の紋もん章しようが掲かかげられた巨きよ大だいな視し閲えつ台が設けられていた。

　テディの前にあるモニターが、その視閲台を拡大した。

　純白の視閲台の上には、胸に勲くん章しようと何段にもなった略りやく綬じゆをきらめかせた帝国軍上層部の将軍たちがずらりと並び、尊大な目つきで、目の前を通過しつつある近衛師団のパレードを見下ろしていた。

　その将軍どもより少し高くなった視閲台の中央に、やわらかく波うつ金きん髪ぱつと、女性と見まごうばかりの整った顔つきの青年が立ったのはそのときだった。

　中央広場に居並ぶすべての見物人から拍はく手しゆと歓かん声せいが沸わきあがる。

「アリクレスト陛下のご臨席だ」

　モリーの声を聞いたテディが、小声で指示を出し始めた。

「全モニターを全周囲警けい戒かいモードに切り替かえ。リニアズームを併へい用ようし、リアルタイムメモリーを始動する」

「了りよう解かい！」

　その部屋にいるすべての人間が、モニターを注視していた。

　張り詰つめた空気の中で無言の時間が過ぎてゆく。

　テディが、その動きに気がついたのは、アリクレストが視閲台に姿を現してから、きっかり一分三十秒過ぎたときだった。

　それは、モニターの片かた隅すみにある黒い影かげだった。

「止めろ！」

「どうしたんだ？」

「四番モニターを見ろ！　エルメスビルの屋上だ！」

「何も映っちゃいないぞ？」

「右下の影が動いたんだ！　これ以上センサーを回せないから正体がわからないが、誰だれかがいることに間ま違ちがいない！」

　部屋の中の空気が一気に緊きん張ちようした。

　この日、帝てい都とのすべての建物の屋上に対し立ち入り禁止命令が出されていた。

　無断で屋上に立ち入った者は、治安維持部隊の手によって、無警告で射殺されても文句は言えないとされていた。

　……その、屋上に人がいる……。

　テディは、コントロールコンソールにある、警備本部との直通回線を開くキーを押そうとして、一いつ瞬しゆん迷った。

　……これが、もし、誤報だったら、俺たちは間違いなく処分を食らって降格される。二度と帝星に帰ってくることもなく辺境に左さ遷せんされて、帝国軍という組織の底辺を這はいずり回るだけの一生が待っているに違いない。

　モニターに映っている影は動かない。

「マルチタスクセンサーの数値は？」

「赤外線、二酸化炭素量、音声分ぶん析せき、すべてマイナスだ」

　テディの手は非常回線を開くキーの上で止まったままだった。

　……見間違いだったのか？

　俺の見間違いで、この部屋にいる仲間全員にも処分を食らわせるわけにはいかない……。

　そのとき、モリーが言った。

「何やってるんだテディ！　早く非常回線を開け！　たとえそれがお前の間違いだったとしても、俺たちが処分を受けるだけのことだ！　だが、もしもあれが本物のテロリストだったら、見物人に死人が出るかもしれないんだぞ！」

　テディは、迷うことなく非常回線のキーを押した。




「で？　結局どうなったのだ？」

　マガザン帝国皇帝、アリクレスト・マルスの問いに、情報局長のウィゼルが顔をしかめながら報告した。

「情報局第七課の特とく殊しゆ作業班によるハンドミサイル攻こう撃げきは失敗しました……アウトニア軍の残党によるテロ攻撃として大々的に発表するつもりだったのですが……」

　アリクレストは、ウィゼルを冷たい目で見て言った。

「見物人のど真ん中でハンドミサイルが爆ばく発はつすると聞いていたのだが、何もなかったので拍ひよう子し抜ぬけしたぞ」

「申し訳ありません。テロリスト役の作業班員が、治安維い持じ部隊の監かん視し班に見つかったのが原因です。作業班員と監視員をしかるべく処分するように伝えてあります」

　ウィゼルの答えを聞いたアリクレストは眉まゆをひそめた。

「作業班員の処分は当然だが、監視員は処分してはならん」

「……は？」

　怪け訝げんな顔をするウィゼルを見るアリクレストの冷たい目は変わらなかった。

「自分が立てた作戦を無む駄だにされたことに腹を立てるのはわかるが、監視員たちは義務を果たしただけではないか。これが、もし私に対する本物の攻撃だったとしたら、それを未然に防いだ彼らの功績は賞賛されてしかるべきではないかな？」

「承知いたしました……しかし、この件は一いつ切さい公表しておりません。事件そのものがなかったわけですので、功績とするわけにも行きません」

　ウィゼルを見るアリクレストの目に怒りの色が浮かんだ。

「安全保障に関かかわる業務についた者が不ふ審しん点を発見し通報した結果が誤報だった、という理由で処分することが正しいとお前は本気で思っているのか？　これが前例となれば誰もが結果が生じるまで待たねば通報しなくなるだろう。すべてが手て遅おくれとなったときに、そのすべての責任をお前が取ると言うのなら止めはしないがな」

「か、かしこまりました、監視員の昇しよう進しんを進言しておきます」

　アリクレストは手元にあるパーソナルモニターを見た。

「治安維持部隊情報処理部、テディ・ドラグナー大たい尉いと、モリー・ヌーダル大尉。ともに平民か……少し早いが、少しよう佐さに昇任させて地方の巡じゆん察さつ艦かん隊たいの参さん謀ぼうにでもしてやるがいい。今回の作戦の近くにいた人間を帝星に置いておくわけにもいかないからな」

　ウィゼルは額の汗あせをぬぐって頭を下げた。

「左様にいたします」

　アリクレストは口調を変えて、ウィゼルに話しかけた。

「それにしても、どうしてお前らは昔から爆ばく弾だんとかミサイルとかを使う姑こ息そくな手段しか使えんのだ！　自作自演のテロ攻撃ばかり繰くり返していたのでは、すぐに底が割れてしまうということがわからんのか！　もっと頭を使え」

　ウィゼルは、困ったような顔つきになった。

「と……申しますと？」

　アリクレストは、忌いま々いましげに玉座の肘ひじ掛かけを人差し指で叩たたきながら言った。

「帝国が法治国家でなければ、あのアウトニアの残党どもを叩き潰つぶすのに、何の理由も必要としないのだ。しかし、法と正義が正しく行われているこの帝国においては何をするにも大義名分が必要なのだ」

「ごもっともです……ですからその大義名分を作るために我々は……」

　アリクレストは、ウィゼルをにらみつけて黙らせた。

「お前の工作程度で、私の、この腹の虫が収まるとでも思っているのか！　私が望むのは、マイド・ガーナッシュを引っ張り出し、奴のくだらん仲間どもと一いつ緒しよにこの世から葬ほうむり去る方法なのだ！　力押しでどうにかなるのなら、とっくにマイド・ガーナッシュは始末されているはずだ、違うか？」

　ウィゼルは額ににじむ汗をぬぐって頭を下げた。

「ま……誠まことにもってそのとおりでございます……」

　アリクレストは、恐きよう縮しゆくするウィゼルを無視して考え込んだ。

　そして、ぽつりとつぶやいた。

「大義名分か……」

　しばらくして、何事かを考え付いたのだろう、アリクレストの口の端はしに笑えみが浮かんだ。そして口元に笑みを浮かべたまま、アリクレストは手元にあるパーソナルモニターのコンソールを叩いた。

　そこに現われた表示を見たアリクレストの笑みが大きくなった。

「お前の部下に、アウトニアの元王子で……チャマー・シザーズという者がいたな」

　ウィゼルは、顔を上げて答えた。

「はっ！　マイド・ガーナッシュ特とく捜そう班に配置してあります。現在、潜せん伏ぷく先さきの割り出しを行っておりますが……チャマー中尉が、どうかいたしましたか？」

　アリクレストは顔を上げた。

　悪魔の哄こう笑しようのような笑いを顔に貼はり付けたままアリクレストは言った。

「そいつを我が一族に迎むかえてやるとしよう」
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「で？　結局どうなったのだ？」

　不ふ機き嫌げん極きわまりない顔と声で帝てい国こく軍情報局の局長ウィゼルが聞いた。

　ウィゼルの前に立っていた大たい佐さの階級章をつけた若い女性士官は、表情も変えずに答えた。

「報告書のとおりです。マイド・ガーナッシュの所在は未いまだに不明です」

「先日上がってきた報告書では、潜伏先と思われる星系を絞しぼり込めたということだったが？」

「はい、メイ・シザーズとの通信を分ぶん析せきした結果、マイド・ガーナッシュとの通信と思われるいくつかの通信を確かく認にんし、その発信先を絞り込んだことは事実です」

　ウィゼル局長は、思いっきり嫌いや味みったらしい口調で言った。

「ほう……では、なぜ、さっさとその星系に行って、マイド・ガーナッシュをとっ捕つかまえてこないのかね？　エリス・トゥナイツ大佐。このままだと君は、特捜班に与あたえてある予算と権限を無む駄だに使っていると後ろ指さされることになりかねんぞ」

　ウィゼルの言葉を聞いたエリスの顔にさっと赤い色がさした。

「なぜ、私たちが捜そう索さく部隊を出さないかお教えしましょう。私たちが捜索に向かう前に、情報を聞いたジンモ少将が、近衛このえ師団を率いてあの星系を捜索してしまったからです……いいえ、あれは捜索などではありません！　都市全体に外出禁止令を出し、住民一人一人をすべて一時拘こう束そくしたのですよ！」

　ウィゼル局長は、少し眉まゆをひそめた。

「ジンモ少将をはじめとする近衛師団の行動は、第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで良いところを見せられなかった、その汚お名めい返上の意味もある。すべて救国と正義感から出た、止やむに止まれぬ行動だ。君がとやかく言うところではない。それよりも早くマイドの逃とう亡ぼう先さきを調べたまえ」

　エリスは冷たい怒いかりをたたえた目でウィゼルを見返して静かに言った。

「マイド・ガーナッシュがどこに向かったのかを調べたくとも、あの星系には、もはや帝国軍に協力する住民など一人もいないかもしれません。第九次桃星戦役の汚名返上のために必死だったというのは彼らの理由であって、そこに住む人々が納なつ得とくする理由ではない……違ちがいますか？」

　ウィゼルは、エリスの怒りに満ちた目を、正面から見返した。

「そうだ、そしてその言葉をそのまま君にお返ししよう。マイド・ガーナッシュを発見するのが君たちの仕事であり、それができなければ、そこにどんな理由があろうとも、それは君たちの理由であって、帝国軍全体が納得する理由ではない……違うかね？」

　言葉に詰つまったエリスを見て、優位に立ったことを確信したウィゼル局長は、嘲ちよう笑しように似た微び笑しようを浮うかべて言った。

「次の定例報告には吉きつ報ぽうを待っている。下がってよろしい」

　一礼して部屋を出て行ったエリスを見送ったウィゼルは、ドアが閉まるのと同時に小さくつぶやいた。

「あんたのお怒りはごもっとも……だがね、世の中は、あんたが思っているほど有能でかつ善良な人間ばかりではないのだよ、お嬢じようさん……」




　特とく捜そう班の本部室にエリスがヤンギー少佐を伴ともなって帰ってきたのは、それから一時間ほど過ぎてからだった。

　本部室の中では、チャマー中ちゆう尉いが、エリスを待ち構えていた。

「お待ちしていました、エリス大佐殿どの！」

　そう言って明るく笑ったチャマーの顔を見たとき、エリスの心の中に、もやもやとした怒りが湧わいてきた。

　……私がウィゼル局長と、どんなやりとりをしてきたか、知りもしないくせに……。

　それが、理り不ふ尽じんな怒りであることがわかっているエリスは、怒りを表情に出さないように注意しながら答えた。

「待たせて悪かったわね」

「いえ、そんなことはありません……ウィゼル局長とどのようなお話をしてきたのですか？」

　エリスは、チャマーをちらっと見て言った。

「上司の行動がそんなに気になるの？」

　チャマーはあわてて首を振ふった。

「あ、いえ、いつもはせいぜい十分程度で終わるのに、今日はずいぶんと長かったものですから……」

「ウィゼルとの話は、いつもどおり十分で終わったわ、残りの時間は術科センターに行っていたの」

「術科センターですか？」

　チャマーが訝いぶかしげな顔をしたのも無理はない。術科センターとは、特とく殊しゆ工作員などの訓練を行う場所であり、エリスのような高官が足を踏ふみ入れるような場所ではないのだ。

　エリスはひょいと肩かたをすくめて言った。

「そうよ、シューティングレンジで、自動火器訓練をやってきたの。小型榴りゆう弾だんで移動標的を片かたっ端ぱしから木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふっ飛ばすと実に気持ちがいいわね」

　チャマーは納得した。

　……ウィゼルとの会話は、きっとストレスがたまるものだったに違いない。

「で？　あなたが、そんなに嬉うれしそうな顔で私を待ち構えていた、その理由を教えてちょうだい」

　チャマーは一歩進み出ると、エリスの前に報告書を差し出した。

「マイド・ガーナッシュのものと思われる動きを発見しました」

「何ですって？」

「ええ、ほぼ間違いありません。この件には、絶対にマイド・ガーナッシュが関係しております」

　エリスは、チャマーの手から報告書をひったくるようにして取り上げた。

「どこ？　どこに動きがあったの？」

　興奮したエリスに向かってチャマーは胸を張って言った。

「出会い系サイトです」

「出会い系サイトぉ？」

　エリスは、思わず声を上げてから、あわてて口を押さえた。

　情報分ぶん析せき室にいた情報局の係員たちは、何も聞こえなかったような顔をしていたが、誰だれもが自分の言葉に聞き耳を立てているであろうということにエリスは気づいた。

　自分の顔が少し赤くなっていることに気づきながら、エリスは問い詰めるような口調でチャマーに聞いた。

「その……出会い系サイトとやらと、マイド・ガーナッシュと、どんな関係があるというの？」

　チャマーは、極きわめて事務的な口調で答えた。

「詳しよう細さいはわかりませんが、情報監かん視し班から報告がありました。かつてアウトニアの国民であった人物すべてに対し、繰くり返して特定のサイトから勧かん誘ゆうが行われているのだそうです」

「それが、その……出会い系サイトだというのね？」

「はい、サイトの運営者は、惑わく星せいオークスにある有限会社エルウィンネットサービスとなっておりますが、調査の結果、ほとんど実態のないペーパーカンパニーであることがわかりました」

　エリスは、少しイライラしたように答えた。

「だから、それがマイド・ガーナッシュと、どう関係があるのか、私はそれを聞いているの。出会い系サイトのことじゃなくてね」

「その出会い系サイトの内容をご覧になれば、納なつ得とくされると思います」

　チャマーは、なだめるように微笑ほほえむと、エリスが手に持っていた報告書のコピーを指し示した。

　エリスは、ちょっと腹を立てたような顔をして、チャマーから受け取ったコピーを読んだ。

　エリスが腹を立てていたのは、チャマーのことではなく、年下の男の子から、なだめられるような扱あつかいを受けた自分のふがいなさだった。

　……なんで、こんなにイライラしているんだろう……私。

　そう考えながら報告書に目を通したエリスの目が、その中の一行で止まった。

　顔を上げたエリスに向かって、チャマーが微笑んだ。

「お気づきになりましたね。そうです、この出会い系サイトは、アクセスしてくる男女に、様々なバーチャルリアリティ空間のデートスポットを用意していますが、そのデートスポットのリストの中にアウトニア王国の首都であるユーマシティが設定されているのです」

「アクセスした結果は？」

　チャマーは、すこし眉まゆをひそめて答えた。

「それが……情報局員が、何人もアクセスしたのですが、一人もユーマシティに入ることができないのです」

「それは、この表示がダミーもしくはミスプリントという意味ではないのね？」

「はい、実際に何百何千という元アウトニア国民がこのサイトにアクセスし、ユーマシティに入っております。ですから、この空間を選せん択たくした人間を、なんらかの方法で選別しているとしか考えられないのです」

「パスワードやＤＮＡコードなどを使った認にん証しようなら話はわかるけど、そういったデータもなしに、アクセスしただけで、その人間がアウトニアの元国民であるかどうかなんて、選別できるわけないわ……」

　チャマーは、ゆっくりと言った。

「そうです、普ふ通つうはできません……アウトニア国民全員のデータを保有・管理し、さらにバーチャルリアリティ空間にユーマシティを再現できるほどの能力を持つ電子人格でもいないかぎり……」

　報告書から顔を上げたエリスの目がチャマーと合った。

「ヴァルゲイン……」

「そうです、彼とヴァルは常に行動を共にしております。ヴァルのいるところに、必ず彼もいる。と私は信じます」

　そう言いきったチャマーの顔を見たとき、エリスは気がついた。

　……そうか。

　それでイライラしてたんだ、私。

　エリスは小さく声を上げて笑った。

「何か……妙みようなことを申しましたでしょうか？」

　突とつ然ぜん笑われたことで、不安になったのだろう。いぶかしげな顔になってそう聞いたチャマーに向かって、エリスは首を振ふった。

「いいえ、私自身のことで笑ったの、気にしないで。それよりも、その出会い系サイトについては、もっと調べた方が良さそうね。その出会い系サイトがアウトニアの元国民しか受け入れないなら、あなたにすべてを任せた方がいいかもしれない……そうね、あなたを総責任者にします。オリアスと一緒に人員を選定して特別班を編成してちょうだい」

「私が総責任者に？　実務経験も浅い私のような人間に特別班の班長が務まるとお考えですか？」

　目を丸くするチャマーに向かって、エリスは微笑んだ。

「安心しなさい。私はあなたに、責任者になれる能力があると判断して、すべてを任せたのよ。年ねん齢れいや立場なんか関係ないのよ」

　エリスは、自分のその言葉が、チャマーに向かってではなく自分に向かって言っていることに気がついていた。

　目に、いたずらっぽい光をうかべてエリスは続けた。

「あなたに帝てい国こく軍の予算を使って、勤務時間中に堂々と出会い系サイトにアクセスできる権限を与あたえてあげるわ。楽しんでもいいけど仕事だということは忘れないでね」

　チャマーは、なんとも言いようのない表情をして答えた。

「私が、いくらこれは仕事だ！　と言っても、周りの人たちは、そうは見てくれないでしょうね」

「まあ、そうでしょうね」

　チャマーは、にやっと笑った。

「では、出会い系サイトにアクセスした料金は、逐ちく一いち領収書を取って報告いたします。これは仕事なんだ、というポーズですけどね」

　エリスは小声で笑った。

「わかったわ、じゃあ領収書を取っておいてね」

「了りよう解かいしました！」

　一礼して、分ぶん析せき室を出て行ったチャマーの背中を見送って、エリスは目をつぶった。

　……そうよ、年齢も立場も関係ないんだわ。

　私は、何が何でもチャマーを格下の部下として扱あつかおうとしていた。

　だから、チャマーの中に、私より優ゆう秀しゆうな部分を見つけるたびに、イライラしていたんだ。

　そんなちっぽけなプライドなんか何の意味もないのにね。

　エリスは、目を開けると、チャマーが出て行った部屋のドアに向かってやさしい微び笑しようを浮うかべた。




「で？　結局どうだった？」

　チャマーの質問に、居並ぶ五人の青年士官たちは、顔を見合わせた。

　その、いかにもばつが悪そうな顔を見て、チャマーはため息をついた。

「やっぱりだめだったか……怪あやしまれないように、実在するアウトニア国民の生体データを使ったダミーを使えば、潜もぐり込めると思ったんだけどな……」

　気落ちした様子のチャマーに向かって、居並ぶ士官の中でも年長と思われる一人が悔くやしそうに言った。

「いいところまで行けたと思うのです……バーチャル空間のエントランスホールには、私以外にもいくつもの意識が存在しておりました。そして、出会いの場所を選択する場面で、ユーマシティを選せん択たくし、その空間に向かって開かれた扉とびらをくぐるときも、他の意識たちと同じように扉をくぐったのです……」

　チャマーが、その士官の言葉の後を継ついだ。

「しかし、君がたどりついた場所はユーマシティではなかった。というわけだね」

　士官はうなずいた。

「そのとおりです」

　チャマーは、他の四人に向かって聞いた。

「君たちも状じよう況きようは同じかい？」

　四人の士官は、顔を見合わせてから口々に答えた。

「いえ、私たちはミクラス中ちゆう尉いのようにエントランス空間から先には行けなかったのです」

「出会いの場所選択で、ユーマシティを選択したところ、第二候補として選択してあった他の空間に転送されてしまったのです」

　チャマーは四人の士官の中で、一番年が若そうな者に聞いた。

「ウィンダム少尉が行った空間は、どんな場所だった？」

　チャマーより若い、いかにも士官学校を出たばかりという風ふう貌ぼうのその士官は、ちょっと赤い顔をして答えた。

「はい！　私が向かった空間には……妹がおりました……その……十二人ばかり……その十二人すべてが血の繫つながっていない妹でして……」

「面おも白しろかったかい？」

「はい！……あ、いえ！　これは軍の仕事ですから……」

　あわてて否定したウィンダムを見て苦く笑しようしたチャマーは、最初に答えた年長の士官にもう一度向き直った。

「ミクラス中尉は、どうやって先に進んだのかね？」

　ミクラスと呼ばれた士官は、ちょっと笑って答えた。

「別に、たいしたことをやったわけじゃありません。拒きよ否ひされても拒否されても、しつこくユーマの選択を繰くり返しただけです」

「そんな簡単な方法で先に行けたのか！」

　驚おどろくチャマーに向かって、ミクラス中尉は実に情けなさそうに肩かたをすくめた。

「ええ、もっともそのせいかどうかわかりませんけど、私が行ったバーチャル空間の出会いの場は、ストーカーとして警官に追いかけられるというシチュエーションの空間でした……しつこい男の末路を味わえ……ってところでしょうか」

「やはり、元のアウトニア国民でなければ、あの空間には入れないということか……」

　腕うで組ぐみをして考え込もうとしたチャマーは、目の前にいる五人が、チャマーの指示を待っていることに気がついて、あわてて五人に向き直った。

「では、これで君たちの任務を終了する。各自自分の仕事に戻もどってよろしい……あ、庶しよ務む係に今回の出会い系サイトにアクセスした料金の領収書を出しておくのを忘れないでくれ」

　敬礼して部屋を出てゆく若い士官たちを見送って、チャマーは軽いため息をついてつぶやいた。

「……やっぱり、私が行くしかないんだろうな……」

　チャマーは、そのバーチャル空間で、自分を待ち構えているであろう人物を思い浮かべた。

　その人は静かに笑っていた。

　……士官学校で初めてあなたに会った頃……私はあなたのその微笑が、自信と余よ裕ゆうから来るものだとばかり思っていました。他人の考えること、やろうとすることのすべてのことを見切った人間だけに許される余裕の微笑だと……でも、本当は違ちがったんですよね。

　サイコウェーブ通信による出会い系サイトへのログイン画面を見つめてチャマーはもう一度考えた。

　それは、あの日、チャマーが帝てい国こくの力を借りてアウトニアを再興させることに決めたときからずっと考えてきたことだった。

　……人間は、憎にくむことのできない人間を敵として見ることができるのだろうか？

　答えは出ていなかった。

　いくら考えてもその答えは出なかった。

　……でも、私はそれをやらなくちゃいけない、それができることを証明しなくちゃならないんだ。

　チャマーは、小さくうなずくと、右手の人差し指をサイコウェーブ通信の精神感応端たん子しへと伸のばした。
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　第四章　切り取られた時間







　アウトニア国営鉄道の中央駅は、アウトニア王国の首都ユーマシティの、東の外れにあった。

　王星ユーマを訪おとずれた人は、その周回軌き道どうにある宇宙港ステーションから軌道エレベーターで地上に降りて、そこから高速鉄道に乗って、この中央駅に降り立つことになる。

　中央駅はユーマシティを訪れる客を迎むかえる玄げん関かん口ぐちであり、ユーマシティから旅立ってゆく者を送り出す別れの場所だった。

　そう、そしてそこはまた、かつて旅立った者をやさしく迎える故郷の駅でもあった。

　夕暮れが近いこの時間。

　中央駅の駅前にあるトラムターミナルには人があふれていた。

　やがて、発車時刻になったのだろう、二両連結の路面電車が、発車の鐘かねをチンチンと鳴らして走り出した。

　ターミナルを発車したクリーム色の路面電車は、すべるように加速して広い中央通りの真ん中に敷しき詰つめられている灰色の石いし畳だたみの中に伸のびる銀色の線路の上を、夕日に照らされたユーマシティの街並みの中に走り去って行く。

　やがて、次の電車がプラットフォームにすべりこんできた。

　ドアが開き、ターミナルに並んでいた人たちが電車に乗り込み始める。

　夕日へと名前が変わった太陽が、広場の石畳の上に街路樹や街灯の長い影かげを引いている。

　チャマーは、すっかり傾かたむいたとはいえ、まだまだ強い日差しを浴びて中央駅の駅前広場に立っていた。

　日差しの強さが今が夏であることを教えてくれる。

　……そうだ、今は夏だ……私は夏の休きゆう暇かで帰ってきたんだ。

　新年の休暇から七ヶ月ぶりか。

　街並みは変わっていないんだろうけど、どこか新しん鮮せんに見えるよな……。

　チャマーがそんなことを考えたそのとき、クレープアイスを手に手に持ってチャマーの前を走りぬけようとした制服姿の女子高校生の四人組の中の一人が、チャマーの顔を見るなり目を丸くして立ち止まった。

「あの……ひょっとして……チャマー王子様ですか？」

「ええ、そうですよ」

　チャマーの答えを聞いた女子高校生たちは、半分悲鳴のような声を上げてチャマーを取り囲んだ。

「きゃあ！　本物よ！　本物の王子様よ！」「チャマー王子様なの！」「ホントだ！　メイ王女様に似てる！」「目元なんかそっくり！」

　その女子高校生たちの反応に、チャマーは少し戸と惑まどった。

　アウトニアでは、王族も、ごく普ふ通つうの人間として扱あつかわれている。

　アイドルのような扱いを受けることはめったにない。

「あの……君たちは？」

　チャマーが訝いぶかしげな顔をしたことに気がついた女子高校生たちは、お互たがいにばつが悪そうに顔を見合わせると、四人揃そろってぴょこん！　と頭を下げた。

「ごめんなさい！」「調子に乗りすぎちゃいました！」「気にしないで下さい！」「失礼しまーす！」

　口々にそういい残して、四人組は、駅のコンコースに向かって走り去って行った。

　走り去った女子高校生たちを見送ったチャマーの前を南風が吹ふき抜ぬけた。

　駅前広場の雑ざつ踏とうの音に街路樹がざわめく音が混じる。

　チャマーは、思わずその風を吸い込んでいた。

　夏の夕方に決まって吹く季節風の南風。

　その南風に吹かれるたびに、風の匂においをかいで、ユーマシティの南に広がる海の匂いがするのかどうか確かめるのが、チャマーの癖くせだった。

　チャマーの脳のう裏りに、子供の頃ころの記き憶おくがよみがえった。

『ほんとだよ！　海の匂いがするんだ！』

『海の匂いなんかしないよ！　お兄様のうそつき！』

　毎年、夏になると、決まってメイとやった口げんか……。

　やらなくなったのはいつ頃からだっただろう。

　メイのやつも半年会わないと結構女っぽくなっているだろうな。

　チャマーは、車寄せに並んでいるタクシーの中に、見慣れた黒い小型乗用車の姿を捜さがした。

　……王宮から、リドルさんが迎えに来ているはずなんだけど……。

　士官学校の夏休みは二週間しかないからな……明日はジュニアハイスクールのときの同級生と一いつ緒しよに海にでも行くかな。




　そして。

　ふいにチャマーは気がついた。




　私は何を考えているんだ？

　士官学校はとっくに卒業したはずだ。

　じゃあ……今はいつだ？

　ここは……どこだ？

　アウトニアのユーマシティは……滅めつ亡ぼうしたはずだ。

　私は見た。焼け落ちる王宮と、死んでゆく父と母を。

　そして、巨きよ大だいな建設機械によって跡あと形かたもなく消されてゆくユーマシティの街並みと……そして、その上に建設されていく自動化された要よう塞さいを。

　だとしたら、私が立っているここは……このユーマの中央駅前の光景は……。

　そのとき、チャマーの目が、正面からゆっくりと近づいてくる男に吸い寄せられた。

　その男は、チャマーの前に立つと静かに微笑ほほえんで、そして言った。

「やあ、元気でやっているようだね……チャマー王子……いや水みず星ぼしくん。僕は君に会いたかった。だから今までアウトニアの元国民と、知り合い以外の人間には立ち入りを遠えん慮りよしてもらっていたんだ」

　その男を見たとき、チャマーの抱いだいていたすべての疑問が氷解した。

　チャマーは、微び笑しようを返した。

「お久しぶりです。あなたもお元気なようで何よりですね、マイド先せん輩ぱい……いえ、無敵艦隊アルマダ・提督閣下リーダー」

　マイドの微笑が大きくなった。

「懐なつかしい呼び名だね、そう呼ばれたのは何年ぶりだろう」

　チャマーは、中央駅の駅前広場を見回して言った。

「それにしても、見事な出で来き栄ばえですね。ここがバーチャルリアリティ空間であることを、しばらく忘れていました」

　チャマーの視線を追ったマイドは、静かな口調で答えた。

「この空間を創つくりあげるときに使っているデータは、図面や映像だけじゃないんだ。この空間を創り出すためのデータは、この空間を訪おとずれた人々……アウトニアに住んでいた人々の記憶をもらっている。だから、この空間を訪れたアウトニア国民は、みんな何の違い和わ感かんもなく世界を受け入れてくれるんだ」

「記憶……ですか？」

「そうさ、かつてアウトニアに住んでいた人が、この中央駅に立ったときに経験したすべてのもの。それは映像や音だけじゃない。肌はだで感じる風の向きや強さ、湿しつ気け、漂ただよう匂い……意識の中に浮うかんでくるありとあらゆる要素を自動的に取り込んで、感覚にフィードバックするように設計してあるんだ」

「それで私は、夏休みに帰省したときのような気分になったわけですね」

　チャマーは、そう言った後で、黙だまり込んだ。

　マイドとチャマーは並んだまま、黙って中央駅前に並ぶ建物の間に落ちてゆく夏の夕日を見ていた。

　チャマーの目の中で、夕日がにじんだ。

　手が、足が震ふるえていた。

　チャマーは思わず両目をぬぐった。

「もう……ないんですよね……このすべてが」

「そう、ここは過去のアウトニアの一いつ瞬しゆんを切り取った空間にすぎない。この光景は、もはや現実のどこにも存在しない、現実のユーマシティのあった場所には荒あれ地ちが広がり、そこに自動化された帝てい国こく軍の軍事要塞があるだけだ」

　チャマーは空を仰あおいだ。

　建物の向こうに夕日が隠かくれるのと同時に、空に夕ゆう闇やみが忍しのび寄ってきたのがわかる。

　紫むらさき色いろがかった群ぐん青じよう色いろの夏空の中に、一つ二つと星が瞬またたき始めていた。

　何回見てきただろう。

　こんな夏の夕暮れの光景を何回見てきただろう。

　でも、チャマーの目の前に広がる光景は、今まで見てきたどんな光景よりもチャマーの心を揺ゆさぶった。

　……もう二度と見ることができない。

　その事実を知る人間の目には、その光景は残ざん酷こくにすら思えた。

　視線をマイドに戻もどしたチャマーは静かに聞いた。

「なぜ、こんな空間を創ったのですか？　もはや存在しない国と存在しない街をバーチャル空間に再現し、かつてのアウトニアの国民を呼ぶ理由はどこにあるのですか？　アウトニアの国民をこの空間に呼ぶことは、国民に再び苦しみと悲しみを与あたえることに他ほかならないのではないですか？」

　マイドの顔から微笑みが消えた。

「そう……君の言うとおりだ。ここを訪れた国民の多くは、失ったものの大きさに、苦しみ悲しむだろう」

「では……なぜ？」

　マイドは真しん剣けんな顔でチャマーを見た。

「これからこの空間は、アウトニアの元国民以外の人間にも自由に出入りできるようにするつもりだ……」

「自由にですか？」

「そうだ。ここを訪れた人々に、アウトニアとはどんな国だったのか、それを知ってもらうために、僕はこの空間を創りあげた」

　マイドはそこで言葉を切って、ゆっくりと続けた。

「失ったものを取り戻すために、僕たちはどんなことだってやってみせる。それが、僕たちが命を懸かけてでも取り戻すに足るものだということを知ってもらうためにね」

　チャマーはゆっくりと答えた。

「私に会いたかった理由は……それを私に告げるためですか？」

「それもある。でも、それだけじゃない」

　マイドは、にやっと笑った。

「君におめでとうと、言うためにさ」

　チャマーは目を見開いた。

「おめでとう……って、どういう意味ですか？」

「君の縁えん談だんだよ」

「縁談？」

　チャマーの声が裏返った。

　目を白黒させているチャマーを見て、マイドは面おも白しろそうに言った。

「まだ知らされていなかったみたいだね。帝国皇帝は、どうやら君とマルス家の分家の一族の娘むすめを婚こん約やくさせるつもりのようだ。君は皇帝陛下の縁えん戚せきとなるわけだ」

　露ろ骨こつに嫌いやな顔をしたチャマーを見てマイドは笑った。

「彼らにとって婚約に必要なのは一族の利害であって、本人の意志なんてどうでもいいんだろうね」

「あんな男と親戚になるのなんか真っ平ごめんですよ」

　マイドは興味深そうに言った。

「そうかな。考えてごらん、君のような、帝国では何の力も利権も持たない滅めつ亡ぼうした王家の人間にとって、皇帝陛下の縁続きの娘と婚約できるということがどんな意味を持つと思う？」

「それは……まあ、そうですね。おそらく私は肉を見せられた飢うえた犬のようにヨダレをたらしてとびつくのが当たり前なんでしょうね」

「そう、彼らはそう考えている。そしてそう考えるのが彼らにとっては当たり前のことなんだ。それが彼らの価値観なんだからね」

　チャマーは、マイドをちらりと見て笑った。

「まず相手の価値観と常識を知る。知って知って知り尽つくしたあとで、その価値観と常識では考え付かない行動を取る……そのやりかたを士官学校であなたからしっかり教わりました」

　マイドは照れたように頭をかいた。

「実にやりにくいな……」

　チャマーは、真剣な顔で聞いた。

「あなたの手の内を知り尽くした私がこちら側にいるということがですか？」

「それもそうだが……」

　マイドはそこで言葉を切ると、宵よい闇やみの中に広がるユーマシティ中央駅の駅前広場を指差した。

「僕と君は、確かに何度も戦ってきた。でも。これから君と戦うのは士官学校のゲーム空間でも、このような仮想空間でもない。そこは現実の場所だ。実際に砲ほう火かを交かわせば人が死んでゆく世界だ。その世界で実際に君と殺し合いができるのか、僕は不安なんだ」

　チャマーは、マイドの顔を見つめた。

　……そうか、この人も私と同じなんだ。

「私も同じです……人間は、憎にくむことのできない人間を敵として見ることができるのでしょうか？」

　マイドは親愛の情に満ちた視線をチャマーに投げかけた。

「でも、僕と君はそれをやらなくちゃいけない。それができることを証明しなくちゃならない。アウトニア復興という目的の前には僕たちの思いなどちっぽけなものさ、そうだろう？」

　チャマーはゆっくりと答えた。

「はい、そうですね……」

　それきり二人は黙だまった。

　黙ったままユーマシティの夜景を見ていた。

　石いし畳だたみから、昼間の太陽に熱せられた名残なごりの熱気が立ち上ってくるのがわかる。

　その熱気を冷やすように夜の風が渡わたってゆく。

　やがて、マイドがぽつりと言った。

「アウトニア王宮に来るかい？　僕はそこにいるよ」

「いいえ、今日はここで充じゆう分ぶんです」

　チャマーは、もう一度ユーマシティの夜景を見み渡わたして言った。

「子供の頃ころ、こんな夜のことが書かれた本を読んだことがあります……」

「こんな夜？」

「ええ、一年に一回、夏が始まる夜、というのがあるんだそうです」

　マイドは微笑ほほえんだ。

「夏が始まる夜……か」

　宵闇がすべてを包み込んでゆく中、二人は黙ったまま立ち尽くしていた。




　情報局の奥には、一いつ般ぱんの局員が立ち入ることのできない高官用のプライベートルームが、いくつも並んでいた。

　それらの部屋は、自宅に帰らずに仕事をしたり、地方から出張してくる高官たちのために用意された部屋で、超ちよう一いち流りゆうのホテルのスイートルーム並みの設備とサービスが備えられていた。

　そのプライベートルームのひとつ。

　エリス・トゥナイツというネームプレートが下がった部屋の真ん中にある広いリビングルームでは、制服の上着を脱ぬいだエリスが白いブラウス姿となってソファに座り込んでいた。

　ソファの肘ひじ掛がけに片肘をついて、机の上にあるビュワーに映る映像を物もの憂うげに見ていたエリスの心の中には、今日、ウィゼルに言われた嫌いや味みが渦うずを巻いていた。

　……一いつ生しよう懸けん命めい、必死にマイドを追いかけたって、結果を出さなくちゃ無意味、なにもやらないのと同じこと……か。

　結果を出さない限り、私のやっていることは結局は自己満足でしかないんだわ。

　エリスは大きくため息をつくと、ぽそっとつぶやいた。

「一人でがんばってきたけど……なんか、何もかも嫌になっちゃったな……」

　誰だれかに会いたかった。

　誰でもいいからそばにいて欲しかった。

　……疲つかれているのかな……私。

　エリスが、ぼんやりとそんなことを考えていたそのとき、机の脇わきにあるインカムが呼び出し音を奏かなでた。

「はい、エリス・トゥナイツです」

　ソファに座り込んだままエリスが答えると、プライベートエリアの警備係の声が答えた。

『特とく捜そう班はんのチャマー・シザーズ中ちゆう尉いが面会を求めて来ております、いかがいたしましょうか？』

　エリスは驚おどろいた。

　……今までチャマーが私の部屋を訪おとずれたことはなかった。ましてこんな時間に……。

　何かしら……。

　エリスは一いつ瞬しゆんチャマーが花束を抱かかえて部屋の前に立っている姿を思い浮うかべたが、あわてて首を振ふってその妄もう想そうを吹ふき飛ばした。

　……そんな馬ば鹿かなことあるわけないじゃない！

　プライベートな時間にもかかわらず私のところを訪れるということは、きっと大きな何かをつかんだに違ちがいないわ……そう……通信を傍ぼう受じゆされて困るような、何かを……。

　エリスは小さくうなずくと、インカムに向かって答えた。

「わかりました、すぐに通して」

『かしこまりました』

　インカムは通話終しゆう了りようのサインを点てん滅めつさせて沈ちん黙もくした。

　そしてきっかり三分後に、総合モニターのセンサーが、ドアの前に人が立ったことを教えた。

　エリスは、総合モニターのセンサーの画像を確かく認にんした。

　生体反応……有、爆ばく発はつ物反応……無、登録ファイル……有、チャマー・シザーズ中尉の既き存そんファイルとの合がつ致ち率99％以上……。

　……間違いないわね。

　エリスは小さくうなずくと、インカムに向かって言った。

「今、ドアを開けますが、クリエートロックが完全に解除されるまで立ち入らないでね」

『はい、わかりました』

　インカムがチャマーの声を伝えてきた。

　総合モニターのチェック項こう目もくの声せい紋もん照合結果がグリーンに変わった。

　やがて、対生物化学兵器用の力場スクリーンが解除されたことを示すサインが点灯した。

「いいわよ、入ってきて」

　やがて、玄げん関かんのドアを開けて、チャマーが入ってきた。

　玄関で出で迎むかえたエリスに向かってチャマーは緊きん張ちようした顔つきで一礼した。

「こんな時間に、それもプライベートルームを訪問する失礼をお詫わびします」

　エリスは腕うでを組んで答えた。

「そうよ、非常識極きわまりない行こう為いね」

「申し訳ありません……」

　実にすまなそうな顔をするチャマーを見たとき、エリスは、自分の肩かたから何かがすうっと抜ぬけていくような気がした。

「まったく……こんな時間に女性の部屋を訪問することも非常識だけど、手ぶらで訪問することも非常識よ。花束の一つでも持ってくればいいのに」

「え？」

　驚くチャマーに向かってエリスは微笑ほほえんだ。

「冗じよう談だんよ、気にしないで。きっと花束なんかよりずっと嬉うれしいものを持ってきてくれたんだと思うから……どうぞ」

　先に立ってチャマーをリビングに案内したエリスはリビングルームの中にあるソファを指差した。

「立ったまま話を聞くつもりはないわ、座って」

「あ、いえ、おかまいなく。お話が終わりましたらすぐに失礼しますから」

　エリスはもう一度胸の前で腕を組んでチャマーを見み据すえた。

「上司である私が座りなさい、と命じているのよ。私だけソファにふんぞりかえって、立たせた部下から報告を聞くような真似まねはしたくないのよ、わかった？」

「わかりました、では失礼します」

　チャマーは一礼するとソファに座った。

　エリスは、緊張しまくったチャマーの顔を面おも白しろそうに見ていた。

　……きっと、女性のプライベートルームなんか入ったこともないんだろうな。

　チャマーから見たら、私って、どんな女に見えるんだろう。

　エリスに見つめられたチャマーは、ポケットからハンカチを出すと、額ににじむ汗あせを拭ふいた。

　ふふふ……あせってるあせってる。

　エリスは思わず小声で笑ってしまった。

　チャマーが顔を上げた。

「あの……私、何か失礼なことを……」

「いいのよ、気にしないで、こんなに緊張しているあなたを見るのは初めてだったから……。で？　どんな情報を持ってきてくれたの？」

　チャマーはもう一度額の汗をぬぐうと、ゆっくり言った。

「本日、マイド・ガーナッシュと接せつ触しよくいたしました」

　手の甲こうに載のせていたエリスの顎あごが、かくん、と落ちた。

「い、今、何て言ったの？」

　平静さを保ちながらチャマーは答えた。

「ええ、ですから例の出会い系サイトのバーチャルリアリティ空間で、マイド・ガーナッシュ本人と会ったのです」

　エリスはソファから飛び上がると、両手でチャマーの胸むな倉ぐらをつかんで目の前に顔を寄せて聞いた。

「で？　どこからアクセスしていたの？　彼はどこにいるの？」

「すみません、そこまではわかりませんでした。わかっているのは、彼の意識はあの空間に常じよう駐ちゆうしているということです」

　エリスは、その形のいい眉まゆをひそめた。

「常駐ですって？　どういう意味なの？」

「ええ、ですから、彼の実体……というか肉体が存在している場所はわかりませんが、彼の意識は常にあの空間のあの場所にいるということです。あそこに行けば彼に会うことができるのです」

「でも……あの空間には元のアウトニア国民しか入ることができないのではなくて？」

「彼は言いました。これからこの空間はアウトニアの元国民以外の人間にも自由に出入りできるようにするつもりだ……と。彼の言葉が事実なら、あの空間に入れば誰だれもが彼と会い、彼と会話することができるわけです、実体ではなく意識としての彼に……」

「……意識は逮たい捕ほすることも牢ろう獄ごくに繫つなぐことも殺すこともできない、というわけね」

「そのとおりです」

　そう言ってうなずいたチャマーは、はっと我に返ったような顔をして目の前にあるエリスの顔から視線を外した。

　その顔を見たとき、エリスはチャマーの胸倉をつかんだままだったことに気がついた。

「あ、ごめんなさい！　気が動転していたみたいね」

　あわてて手を離はなしたエリスは、自分の耳先が熱くなっていることに気がついていた。

　……何を赤くなってるのよ私。高校生じゃあるまいし、馬ば鹿かみたい。

　エリスは内心の動どう揺ようを隠かくすように強い口調で言った。

「この二年間、ずっと彼を追いかけてきた、その結果が出るのね……私は彼に会って本当のことを聞くことができるんだわ」

「いかがいたしましょうか？」

「いかがって？」

「報告です、この情報を局長に報告しますか？」

　エリスは首を振ふった。

「いいえ、この情報はあなたのところで押さえておいて。下手に報告すればあのレシピ通信の時の二の舞まいになることは間ま違ちがいないわ」

「わかりました、そのようにいたします」

　忠実な部下の顔をして敬礼した後で、チャマーは言った。

「で……それとはまったく違って……その、プライベートなことでエリス大たい佐さにお聞きしたいことがあるのですが……」

　エリスは、その、一人の青年に戻もどったようなチャマーの表情に興味を持った。

「なに？　プライベートなことって」

「結けつ婚こんのことです」

「結婚？」

　エリスはすっとんきょうな声を上げた。

「いきなり何を言い出すのよ！　夜中に部屋にやってきて結婚してくれだなんて！」

　エリスが自分の言葉を誤解したことに気がついたチャマーは、あわてて顔の前で手を振った。

「ああ、違います！　誤解しないでください！　エリス大佐に結婚を申し込んだわけではありません！　そんなことなんか考えていません！」

　即そく座ざに否定されたことで、エリスは、安心しながらも、心のどこかでがっかりしている自分に気がついた。

「じゃあ、何のことなの？　結婚って……」

　チャマーはもう一度額の汗をぬぐった。

「これは確実な情報ではないのですが、皇こう帝てい陛下が、マルス家の分家の一つと私を姻いん戚せき関係にするおつもりのようなのです。このことについて何かご存ぞん知じなのかと思いまして……」

「アリクレストが、あなたをマルス家の一族に迎むかえるですって？」

「ええ、そう聞きました」

　エリスは鼻で笑った。

「そんなことあるわけないわ。知ってる？　マルス家ってのは欲と利権で成り立っているような一族なのよ。滅めつ亡ぼうした王家の王子なんて無力な貧びん乏ぼう人をマルス家が相手にするわけがないじゃない」

「……そうですよね、マルス家に限らず、どんな人間だって、大事な娘むすめを私のような何のとりえも無い人間と結婚させたがるわけがありませんものね」

　悲しそうな顔をしたチャマーを見て、エリスの胸にちょっと罪悪感が浮うかんだ。

　……言い過ぎちゃったかな。

　エリスは口調を変えてチャマーに話しかけた。

「でも、あなたは利権とは無む縁えんだけど、身分というものがあるわ。王家の正統なる後こう継けい者しやという肩かた書がきがね。それは、いくらお金を積んでも手に入れることのできないものなのよ」

「王家って……アウトニアのことですか？」

「そう、帝国議会と皇帝陛下によって正式にマガザン帝国の一員として認められていたアウトニア王家の肩書きよ」

　チャマーは肩をすくめた。

「あんな辺境の、それも滅亡した王家の肩書きに、どんな価値があるというんですか？」

　エリスは、ちょっと意外な顔をした。

「あら、たとえ辺境でも王家は王家よ。臣下の盟約を結んでいるとしても、国家としての立場は帝国と対等だわ。帝国貴族のヒエラルキーから言えば、シザーズ家とトゥナイツ家は同じ位置にあるのよ。もしかしたら、マルス家の一族の中に、あなたの肩書きを欲しがっている一族がいるのかもしれないわね」

「そう言われてみればそうかもしれません……私は今まで自分の身分について深く考えたことはありませんでしたので……」

　そう言って頭をかいたチャマーを見てエリスは思った。

　……本当にこの子は、帝国貴族らしくないわよね。辺境の王族はみんなこんな風なのかしら、それともアウトニアだけがこんな風なのかな？




「では、失礼します！」

　玄げん関かんのドアの前で敬礼したチャマーに向かってエリスは微笑ほほえんだ。

「わざわざ報告にきてくれてありがとう」

「夜分、それも若い女性のプライベートルームを個人的に訪問した無礼に対して、そう言っていただけると本当にありがたいです」

「まあね、仕事とはいえ、世間の目もあるしね」

　エリスはくすっと笑って続けた。

「たまたま今夜、私が情報局のプライベートルームに泊とまっていてよかったわね。もし、ここが私の自宅だったら間違いなく父に射殺されたわよ、あなた」

「申し訳ありません……」

　心の底から恐きよう縮しゆくしまくっているチャマーに向かって、エリスはもう一度微笑みを投げかけた。

「じゃあ、おやすみなさい、また明日ね」

「はい、失礼します」

　ドアを閉めて、リビングへと歩きながら、エリスはチャマーの縁談について考えていた。

　……本当にあのアリクレストが、チャマーを自分の一族に迎え入れるのかしら。

　だとしたら、その理由は何かしら……国を失った辺境の王家をマルス家の保護下に置く理由。

　慈じ悲ひとか寛かん容ようとかいう言葉とは無縁のあの男が、わざわざそんなことをする理由って……いったい何だろう？

　リビングのソファに座ったエリスは、しばらく考えていたが、やがて何かに思い当たったように目を見開いた。

　やがて、すっと立ち上がると、キッチンに入り、冷蔵庫の扉とびらを開けてクーラーから一本のワインを取り出した。

「なんか、飲まなきゃやってられないって感じよね……」

　そう、独り言をつぶやいたエリスはグラスとワインオープナーを持ってリビングに戻もどった。

　ソファに座ったエリスはワインのビンを回して、何の気なしにラベルを読んだ。

　エリスの手が止まった。

　そして、静かにその名前を口にした。

「シャルル・ドリューネ三八二二……アウトニア最後の年のワイン……」
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　第五章　立てられた旗印







　第九次桃もも星ぼし戦せん役えきが終って約半年が過ぎたその日、帝てい国こく大だい審しん院いんに一通の訴そ状じようが届いた。

　訴状の内容は、帝国軍の軍事行動による損害の回復を要求するものだった。

　そして、この訴状が引き起こした騒さわぎは、帝国大審院始まって以来の騒ぎとなった。

　帝国軍の司令部が承しよう認にんした軍事行動は基本的に免めん責せき行こう為いであり、その行動結果について訴そ訟しようが起こされることは非常に希まれであったが、それ以上にこの訴状が問題となったのは、原告と被ひ告こくの名前だった。

　原告の名は元アウトニア王国第三王女、メイ・シザーズ。

　そして被告の名はマガザン帝国皇帝、アリクレスト・マルスとなっていたのだ。

　大審院は、最初、この訴状を握にぎりつぶし、訴状自体の存在をなかったことにするつもりであった。

　絶対無む謬びゆうであるはずの帝国皇帝の非を鳴らし、その資質を問うという行為が許されるはずがない。それは帝国皇帝に関かかわる問題ではなく、帝国という存在に対する異議申し立てだったからだ。

　それは事実上の宣戦布告に等しい行いであった。

　これを世に出せば、それは帝国が内乱を抱かかえ込んでいることを他国に知らしめることとなる。

　国益を考えれば、そんなことができるわけがない。

　だとすれば、それは「なかったこと」にするのが一番良い方法である。

　法務局の官かん僚りようたちがそう考えたのも無理はない。

　しかし、事態は官僚たちの意思とははるかに異なった展開を見せた。




　その日、帝国のありとあらゆるネットニュースに、一つのメッセージが流れた。

　それは、三年前にネットに流れ、非合法化されて取とり締しまりの対象とされた「アウトニアファイル」の続編だった。

　何の気なしに、ネットの画面を見た人々がそこに見たものは、最初の「アウトニアファイル」の映像のさわりが流れた後で、画面に浮うかび上がってくる白いロングドレスを着て、目を閉じたまま立ち尽つくすメイ王女の姿だった。

　やがて、メイ王女は静かに目を開けると、画面の中からまっすぐに画面のむこうの人間を見つめて話しはじめた。

「帝国の皆みな様さま、覚えていらっしゃいますか？　私は三年前、帝国軍によって武力併へい合ごうされ滅めつ亡ぼうしたアウトニア王国の王女、メイ・シザーズと申します。

　私は本日、帝国大審院に訴状を提出いたしました。訴状の内容については、ここで詳くわしく申し上げることはできませんが、私は帝国大審院にアウトニア王国の再興と王星ユーマの復興を要求いたしました」

　メイは、自分の言葉の意味が伝わる時間を考えるように間を空けてから言葉を続けた。

「私は皆様にお聞きします。アウトニアに、何の罪があったのか？……と。

　銀河辺境にあるアウトニアは小国ですが、帝国の一員として、境界を接する宿敵神聖ローデスと長年にわたって戦ってまいりました。その戦い方にいささかの問題はあったにしろ、アウトニア回かい廊ろうからの侵しん入にゆうを防ぐという責務は果たしてまいりました。そして三年前、そのアウトニア回廊から侵入してきた敵の精せい鋭えいを、独力で撃げき退たいいたしました」

　メイは、両手を広げ、口調を変えた。

「アウトニアは、義務を果たしたのです！　船を、兵を失い、国力を削けずって、それでもなお私たちは戦いました。それが帝国の一員として負わされた責務だったからです！　私たちは……いえ、国民一人一人は皆、帝国の一員であることに誇ほこりを抱いだき、戦って、そして勝利したのです！　その、どこに滅ほろぼされねばならない理由があったと言うのですか？　私たちは帝国に叛はん旗きを翻ひるがえすつもりはありません。私たちが求めることはただ一つ、かつてのユーマを再び私たちの手に返していただきたい。それだけなのです」

　そして、再びメイは口調を変えた。

　きっぱりと、そして決意に満ちた目で画面を見る人間を見つめ、そして、ゆっくりと続けた。

「もし、国家に上下があるとしたらそれを計るのは軍の力でも富とみの量でもない。その国に法と正義が存在し、正しく運用されているかどうか。それが国家の上下を決める物差しだと、私は亡なき父から教わりました。

　帝国に、法と正義が存在し正しく運用されていることを私は信じています」

　そして、静かに一礼するメイ王女の姿が消えていくところで、そのファイルは終った。




　このファイルが世の中に流れるのと同時に、帝国情報管理局は直ちに以前のアウトニアファイル同様にこのファイルの閲えつ覧らんと掲けい示じを非合法化しようとした。しかし、帝国のマスコミは、二年前のアウトニアファイルのときとはまったく違ちがった対応を見せた。

　今回、マスコミは積極的だった。

　このファイル全体をそのままの形で何度となく放映したのだ。

　警告を与あたえようとする帝国情報局に対して、マスコミのトップはこう言って反論した。

「帝国に法と正義があることを証明する行為の、どこが反国家的行為なのか証明してもらいたい」

　世論は沸ふつ騰とうした。

　本来ならば、このような小国の異議申し立てなどは、些さ細さいなことにすぎない。

　過去においても、何度となく同じような事案があった。しかし、アウトニア滅亡に関して世間は黙だまってはいなかった。

　三年前、ブームとなったアウトニアの戦いと、ほんわかしたメイ王女の姿を帝てい国こくの人々は忘れていなかったのだ。

　そして、この騒さわぎはそのまま帝国議会にも波は及きゆうした。

　帝国議会では、ディア家とマイア家の貴族たちに、第九次桃もも星ぼし戦せん役えきの責任問題を追つい及きゆうし、マルス家を皇帝の座から追い落とそうという動きがはじまっていた。そして、その動きを見計らったように、このアウトニアファイルが公開されたのだった。

　議会の控ひかえ室では、マルス家の長老貴族たちが首をそろえて対応策を練っていた。

「どうする？　マイア家の連中とディア家の連中が何やら動いているようだが」

「軍と行政の実権は我々が押さえている。やつらが何をわめこうと、しょせん負け犬の遠とお吠ぼえだ」

「貴族どもはどうにでもなる、問題は世論だ」

「国民など、情報操作でどうにでもなるだろう」

「いや、今回はそうはいかない、先手先手の情報操作を行っているのは向こうの方だ」

「民意が離はなれてしまうと、本当の内乱になりかねんぞ」

「まさか、そんなことが」

「軍にしろ行政にしろ、我々の息がかかっているのは上層部だけだ。兵や役人の多くは平民どもだ。そして平民どもはなぜかアウトニアびいきだからな」

「平民だけではない、辺境伯はくどもが、皆アウトニアを支持しておる。第九次桃星戦役で全ぜん滅めつ寸前のところをアリクレストに救われたというのに、まったく恩知らずの連中だ」

「辺境伯どもにも投票権はある。選皇侯こうと違って直接皇帝を決定する権利はないが、議会の投票結果は無視できんからな」

「やっとのことでマルス家から皇帝を擁ようすることができた。これはマルス家の悲願だった。いまさらここで皇帝の座を他の一族に明あけ渡わたすわけにはいかんのだ」

「そもそも、これはすべてあのアリクレストのせいではないのか？　アウトニアなどを武力併合したのが間違いだ」

「あのとき、マルス家の権勢を天下に示すためだ、辺境の小国など屠ほふって見せしめにするにはうってつけだ、と言って賛成されたのはあなたではないか」

「あのときは、それが良いと思っておったのだ」

「あなたはいつもそうではないか、十二年前のサーデロン会戦で、別働隊の到とう着ちやくを待たずに前進し壊かい滅めつ的打だ撃げきを受けたときもそう言った。あのときはそれでよいと思った、とな」

「そんな昔のことを引っ張りださんでもよかろう」

　奥の席に座ったアリクレストは、目の前で展開されている長老たちの醜みにくいやりとりを、冷めた目で見ていた。

　……何を決断するでもなく、ただ問題点をあげることだけが会議だと思っているクズどもが。対処はすべて部下任せにすれば、もし対処に失敗しても自分の責任にはならないとわかっているから、騒ぎ立てるだけ騒ぎ立てるわけか。

　やがて、長老どもの一人がアリクレストの近くにやってきた。

　目つきの鋭するどい、白はく髪はつの長髪をオールバックにしたその老人が、目の前の騒ぎに参加せず、冷めた目でずっとそれを見ていたことをアリクレストは知っていた。

　その老人はアリクレストの横に立って、議論とも言えない議論を繰くり返している長老たちを眺ながめながら言った。

「……策は、考えておるのだろう？　アリクレスト」

　アリクレストは、小さくうなずいた。

「ええ、とっくに」

　老人の唇くちびるに薄うすい微び笑しようが浮うかんだ。

「よく覚えておけ。お前が馬ば鹿かなことをやって見せたときに、あいつらが、そして他の門もん閥ばつ貴族どもが、どんな動きをしたか……お前を侮あなどり、格下に思ったとき、初めてそいつらの本音がわかるのだ」

　アリクレストは、長老たちから視線を動かさずに答えた。

「肝きもに銘めいじています、ジュメイ伯父おじさん……」

　ジュメイと呼ばれた老人は、満足げにうなずいた。

「お前は底を見せてはならん。人々にお前の底を見たと思わせるのだ。そうやって敵を見分けろ。マルス家の千年王国の礎いしずえをつくるのがお前の役目だ」

　ジュメイは、そこで言葉を切ってちらりとアリクレストを見た。

「お前にはそれができると、わしは思っておる」

「ご期待に添そえると自負しております」

「……結構」

　マルス家の懐ふところ刀がたなであり、実質的にマルス家のすべてを取り仕切っているジュメイ・マルス侯こう爵しやくは、満足そうな顔をしてアリクレストの脇わきから離れていった。

　その後姿をちらりと眺めてアリクレストは思った。

　きっとジュメイ伯父は自分が皇帝の座に座りたかったのだろう。

　二十年前、皇位継けい承しよう権けんで帝国が揺ゆれたとき、もっとも皇帝の座に近いところにいた人物だった。

　そして、その望みが潰ついえたとき、マルス家から皇帝を擁よう立りつすることが、あの人の、そしてマルス家の悲願となった。

　……俺はマルス家の希望であり、あの人の野望の道具に過ぎないのかもしれない。

　アリクレストは、にやっと笑った。

　……道具なら道具でかまうものか、俺は皇帝になれたのだから。




　その日、チャマーは情報局長であるウィゼルに呼び出しを受けた。

　公開されたアウトニアファイルのために、帝てい国こく中が大おお騒さわぎになっていた、その最さ中なかの呼び出しだった。

　帝国に異議申し立てを行ったメイ・シザーズの実じつ兄けいであるチャマーが、事情を聞かれ、責任を追つい及きゆうされることは当然のことだと誰だれもが思った。

　チャマーも、当然そう思っていた。

　しかし、チャマーを呼びつけたウィゼル局長は、チャマーをけん責するどころか、媚こびを売るような表情で出で迎むかえた。

　敬礼して申告しようとしたチャマーをさえぎって、ウィゼルは局長室にある応接セットへとチャマーを誘さそった。

「そんな堅かた苦くるしいことは、もうやらなくていいのだよ、チャマーくん」

　いきなりくん付けで呼びかけられたチャマーは、面食らった。

「あの……どういうことでしょうか？」

　納なつ得とくがいかないという顔をしているチャマーを見て、ウィゼルは気がついたようだった。

「ああ、そうか、まだ帝国軍務局から内示を受けておらんのだな」

「内示ですか？」

「そうだよ、君は明日付けで帝国軍中ちゆう尉いなどではなくなるのだよ」

「どういう意味なのでしょうか？」

　ウィゼルは、チャマーの顔を覗のぞき込んで言った。

「君は、明日、ロンダール侯爵家の末すえ娘むすめと婚こん約やくし、マルス家の一員となる。そしてそれと同時に帝国はアウトニア王家を再興し君を国家元首として承しよう認にんする。君は帝国の下したっ端ぱ中尉などではなく、アウトニア王国軍の総司令官となるのだよ」

「婚約ですか？」

　驚おどろくチャマーに向かってウィゼルは笑いながら手を振ふった。

「なに、婚約と言っても君のお相手のロンダール侯爵の末娘は今年で三歳だ。名目だけのことだ、気にせんで良い。それより君は帝国貴族の諸侯に迎えられることになる。いわば私より上に行くわけだ。ひとつお手て柔やわらかに頼たのむよ」

　そう言って再び媚びを売るように笑ったウィゼルを見てチャマーは思った。

　きっと、私は帝国に取り込まれアウトニア国王という肩かた書がきも名目だけになるのだろう。

　三歳の花はな嫁よめか……名目だけの国王にはふさわしい相手ということだろうな。




　情報局に帰ってきたチャマーを、エリスが待ち構えていた。

　チャマーの顔を見るなりエリスは言った。

「おめでとう、ロンダール侯にしてアウトニア国王であるチャマー・シザーズ閣下」

「やめてください、私の周りで起こったこの一連の動きに私が何一つ関かん与よしていないことはエリス大たい佐さもご存ぞん知じのはずです」

　真しん剣けんに抗こう議ぎするチャマーに向かって、エリスは意地の悪い微び笑しようを浮うかべて言った。

「そう？　ウキウキしながら帰ってきたように見えたのは私の気のせいかしら。それにしても知らなかったわね、あなたにロリコンの趣しゆ味みがあったなんて」

「なんでそうなるんですか！　私は婚約相手の顔すら知らないんですよ！」

「顔が見たければ、情報局のデータベースを調べなさい。個人的な使用だけど承認してあげるわ」

「勘かん弁べんしてくださいよ……」

「とにかく、あなたは明日付けでこの部署から異動になります。事務引ひき継つぎをしっかりやっておいてね」

「了りよう解かいしました」

　困り果てた顔をして去ってゆくチャマーを見ながら、エリスは、なぜ自分が急にチャマーに意地悪をしたくなったのか、その理由を考えていた。

　……部下だと思っていた人間が、自分より上に行く。

　それにイライラするようでは、私もまだまだってことなんだろうな。

　もっとしっかりしなくっちゃ。

　このときエリスは、まだ自分の中にある本当の理由に気がついていなかった。




　自分のブースに帰ってきたチャマーは、同どう僚りようと上司の祝福の言葉に、あいまいな微笑を返しながら、報告書の作成に入った。

　いくつかの案件について、資料のリンクを行っていたチャマーは、例の出会い系サイトの件についてまだ処理結果をまとめていなかったことに気がついた。

　……どうしようか？

　この件は、私の裁量でどうにかなるものじゃない。エリス大佐の指示を受けないと。

　でも、待てよ、これは今のところ表向きには扱あつかっていない案件だよな。あくまでもプライベートな次元でしか伝えていない。

　チャマーは考え込んだ。

　……そうだな、やはりプライベートな次元で指示を仰あおごう。

　チャマーは、レポートをまとめると、それを持って席を立った。

　メールで転送するのが当たり前だけど、出会い系サイトに関しての情報はメールに載のせるわけには行かないからな。




　エリスの執しつ務む室の前には、先客がいることを示すサインが点灯していた。

　きっと、各種の書類の決裁を受けているのだろう。

　数分して、経理担当の局員が執務室を出てきた。

　その局員はチャマーを見るなり、にやっと笑って言った。

「よ、チャマー中尉、栄転おめでとう。もっとも君を中尉なんて呼び捨てにできるのは今日一日だな」

「ありがとうございます」

　局員がチャマーの肩かたをぽんと叩たたいて去って行くのと同時に、執務室のインカムがエリスの声で答えた。

『チャマー・シザーズ中尉、入りなさい』

　執務室の中央にある大きなマホガニーのデスクの上で指を組んで、エリスは部屋に入ってくるチャマーを見ていた。

「失礼します」

　一礼したチャマーは、持っていたレポートをエリスに示した。

　そのレポートの最初の一行を読んだエリスの顔つきが変わった。

　チャマーが無言で小さくうなずくのを見たエリスは、執務デスクの脇わきにあるコンソールを操作して、秘話システムを作動させた。

　薄うす紫むらさきの力場スクリーンが自分とチャマーを包み、秘ひ匿とく計数が上がったことを確かく認にんしたエリスは、問い詰つめるように言った。

「人ひと払ばらいをしなくちゃならないほどの要件って何？」

「例の出会い系サイトの件です」

　エリスは、はっと気がついたような顔をした。

「そうか、あれをどうするか決めていなかったわね」

「いかが致いたしましょうか？」

　エリスは顔の前で両手の指を組んで考え込んだ。

　やがて、エリスは何かを決断したようだった。

　小さくうなずくと、首を振ふって肩にかかる髪かみの毛を背中に回してからチャマーに聞いた。

「そこにはいつでも行けるわけ？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶだと思います」

「そう、では本日の執務時間が終ったら私をそこに連れて行ってください」

　チャマーは驚おどろいた。

「エリス大たい佐さをですか？」

　エリスは微笑ほほえんだ。

「そうよ、別にいいでしょう？　婚こん約やく前に遊ぶだけ遊びたいでしょうから付き合ってあげるわ」

「そんな……」

　面食らった顔をするチャマーを見てエリスは笑った。

「冗じよう談だんよ、これはあくまでも仕事なんだからね。妙みようなウワサが立たないようにヤンギー少佐にも一いつ緒しよに行ってもらいましょう、いいわね」

「はい、結構です」

「では、午後七時に私の部屋で」

「了りよう解かいしました」

　敬礼して部屋を出て行ったチャマーを見送って、エリスは仕事に戻もどった。

　そして、数時間後、決済済みの書類を取りに来た秘書課の女性士官が、エリスに聞いた。

「大佐、何かいいことでもあったんですか？」

「え？　何が？」

「いえ、何かとても楽しそうな雰ふん囲い気きなのでそう思っただけです……何か今夜楽しみにされていることでもあるのかな？　と思いまして」

　エリスは内心の動どう揺ようを顔に出さないように苦労しながら笑って答えた。

「通つう販はんで買った品物が今日届くのよ、部屋に帰るのが楽しみなだけ」

「そうだったんですか。通販って、届くまでが楽しいんですよね。では失礼します」

　そう言って出てゆく秘書課の女性士官を見送って、エリスは自分の頰ほおを押さえた。

　……そんなに、にやけていたかしら……私。




　情報局の奥の一室で、その、エリスの行動の一部始終を、モニターで見ていた男がいた。

　その男は、目の前にあった情報コンソールの通信ボタンを押して低く押し殺した声で小さく告げた。

「本日の午後七時、あの場所にマイドが現れる可能性があります」

『わかった』

　低い声がして通信が切れた。

　その声はウィゼルの声によく似ていた。




　マガザン帝てい国こくの勢力下にある銀河の辺境にある開かい拓たく惑わく星せい。

　一年前まではコードネームでしか呼ばれていなかったその惑星は今、ネオ・アウトニアと呼ばれていた。

　その、ネオ・アウトニアの行政の中心となっているネオ・ユーマにあるアルファドームの一室。

　機能的な……と言えば聞こえがいいが、はっきり言って殺風景な、と呼んだ方がいいその部屋のソファに、物もの憂うげな顔をした若い女性が座っていた。

　それは、帝国中に大おお騒さわぎを引き起こしたアウトニアファイルの主人公、メイ・シザーズだった。

　メイはため息をついた。

　この日、何度目のため息なのか、メイは忘れてしまった。

　メイは顔を上げると、つぶやいた。

「……リッキィ」

　タキシードを着込んだ男性のホログラフが現れ、一礼した。

『何でございましょう』

「何度も聞いてごめんなさい……私宛あてに何かメッセージは来ていませんか？」

　リッキィはすまなそうに頭を下げた。

『マスコミ各社からの取材申し込みは殺さつ到とうしておりますが……それ以外は何も……』

　メイの肩かたからがっくりと力が抜ぬけた。

「そう……わかりました、どうもありがとう」

　リッキィは一礼して消えた。

　メイが、もう一度ため息をついたそのとき、部屋のインタホンが鳴った。

「はい！」

　インタホンがマリリン姉あね御ごの声で答えた。

『私だけど……ちょっといいかな？　妙なメッセージがネオ・アウトニアの国民全員に来ているらしいんだ、その……マイドの名前でね』

　メイはソファから飛び上がると、部屋のドアに向かって走った。

「今開けます！」

　メイがドアのノブに手をかける前にオートロックが解除される電子音が部屋に響ひびいた。

　……あ、そうか、リッキィに頼たのめば良かったんだ。

　自分が、ひどくあせっていたことに気がついたメイは小さく笑った。

「おや、落ち込んでいると思ってたら、少しは笑う元気が出てきたみたいだね」

　ドアの向うでマリリンが笑っていた。

「マイドって言葉を聞いただけでそんなに元気になっちゃうんだったら、本人に会ったら倒たおれちゃうんじゃないか？」

「あ、いえ……」

　耳の先まで赤くなったメイを見てマリリンは思った。

　……本当にウブだよねえ……普ふ通つうだったらカマトトぶりっ子と言われてもおかしくはないんだけど、この子は天然だから。

　部屋の中に、香こう茶ちやの香かおりが漂ただよっていた。

　メイが入れた香茶のカップを口に運びながら、マリリンはメイに聞いた。

「で？　どうなの？　少しは料理の腕うでは上がったの？」

「ええ、冷れい凍とう食品や冷凍肉の解凍なら失敗せずに出来るようになりました」

　マリリンは笑った。

「そういうのは料理じゃなくて下ごしらえって言うんじゃないのかい？」

「あ、はい、そうですよね」

　下を向いたメイを励はげますようにマリリンは言った。

「まあ冗じよう談だん抜きに少しは上達したと思うよ。こうやってちゃんと飲めるお茶を入れることができるんだから」

「ありがとうございます！」

　メイは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　……いい笑え顔がおだ。

　マリリンは香茶を飲み乾ほしたカップをテーブルの上に置いた。

「じゃあ、ちょっくら行ってみるかい？　その出会い系サイトのユーマシティとやらに」

　不安でいっぱいの目をしてメイが聞いた。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　本当にそこにマイド先生がいるのでしょうか？」

「私が聞いた範はん囲いでは大丈夫みたいだよ、そこでマイドに会ったという人も何人かいるみたいだ」

「……私、不安なんです。マイド先生から何も言われていないのに、勝手にそんなところに行ってしまって……迷めい惑わくにならないのでしょうか？」

「大丈夫だと思うよ、なんでも今日あたりからそこは誰だれでも自由に出入りできる空間として公開されたみたいだからね。誰でも入っていい場所なら私らが入ったからと言って問題はないはずだ、違ちがうかい？」

「それはそうですけど……」

「心配しなさんな、よく言うじゃないか『アンズより梅は安い』って」

「え？」

　メイは当とう惑わくしたような顔でマリリンを見た。

「……受けなかったね、ジョークだよジョーク。案ずるより産むが易やすし、とひっかけたんだよ」

　メイはあわてて頭を下げた。

「あ、どうもすみません、どうにも気が利きかないんですよね、私って……」

　マリリンは笑った。

「まあいいさね、それがあんたのいいところなんだから」

　マリリンは、脇わきに立っているリッキィに向かってうなずいた。

『準備はよろしいですか？』

「ああ、いいよ」

「結構です」

　リッキィは一礼した。

『では、サイコウェーブ通信を作動させます』




　気がつくとマリリンは、どこかの控ひかえ室のような場所にいた。

　静かな落ち着いた色しき彩さいの調度品が並ぶその部屋には低いＢＧＭが流れている。

　マリリンは、自分の足の裏に柔やわらかなじゅうたんの感かん触しよくが伝わってくることに気づいていた。

　……触しよつ感かんにもフィードバックしてくるのか……パラネット並みだね。

　そのとき、部屋のドアをノックする音とともに、年配の男性の声がした。

「失礼致いたします」

　その声を聞いたマリリンの顔に微笑みが浮うかんだ。

　……やっぱりね、こんな空間を創つくれるのはお前さんしかいないね。

「どうぞ、入ってきなよ、ヴァル」

　ドアが開いて、タキシードを着込んだ白はく髪はつの品のよい老人が部屋に入ってきた。

　老人は慇いん懃ぎんに一礼して言った。

「お久しぶりでございます、マリリン・コイズミ様」

「ほんとに久しぶりだね、帝星ブックスからの帰りの船で別れていらいかな」

　マリリンは部屋の中を見回した。

「メイは私とは別べつ扱あつかいなのかい？」

「メイ王女様は、直接アウトニアの王宮にお届けしました」

　マリリンはにやっと笑った。

「そうか、じゃあマイドはそっちにいるんだね、野や暮ぼな真似まねをさせないために私はここで足止めってわけかい？」

「あ、いえ、そういうことではありません……まあ、そういった意味もありますが、実を言うとここでお客様にお好きな人格壁かべ紙がみを選せん択たくしていただけるシステムになっております」

「人格壁紙？」

「はい、いわばコスチュームプレイのようなものでして、本日は特別に女性の方は全員メイ王女様、そして男性の方はマイド様になっていただいて、ユーマシティを散策していただくことになっております」

　マリリンの目が真ん丸になった。

「メイとマイドに？」

「はい、どうやら本日は帝てい国こく情報局の招かれざる方々もここに来られるようでして……」

　マリリンは再びにやっと笑った。

「そういうことね、面おも白しろくなりそう……」




　王宮の中庭に、午後の日差しが降り注いでいた。

　……一番暑い時間は過ぎたけど、直射日光の下は歩きたくないなあ、午後からの買い物はどうしようかな。

　夏の太陽を見上げてメイは考えていた。

　……チャマー兄様が士官学校から帰ってくる前に、色々そろえなくちゃいけないものもあるし……。

　そういえば今日は何日だっけ。




　中庭を抜ぬけて、いつものように玄げん関かんのドアを開けて、いつものように挨あい拶さつをする。

「ただいまーっ」

　リビングから聞こえて来るはずの母の声がしなかった。

　……あれ？　買い物にでも行っているのかな？

　メイは、背負っていた通学用のリュックをリビングダイニングのテーブルの上に置くと、冷蔵庫からよく冷えた香こう茶ちやのポットを取り出して、グラスに注いだ。

　冷蔵庫にポットを戻もどして、グラスを手に取ると、グラスはもう汗あせをかいていた。

　やっぱり今日は暑いんだわ。

　冷えた香茶の入っているグラスを抱かかえたままメイは自分の部屋に向かった。

　グラスの冷たさが喉のどの渇かわきを刺し激げきする。

　……飲みながら歩くと母から怒おこられるんだけど、今日はいないから大だい丈じよう夫ぶよね。

　メイはそっと一口香茶を飲んだ。

　冷たく冷えた香茶が喉を降りてゆくと額ににじんでいた汗がすうっと引いてゆくような気がした。

「ふわぁああ」

　思わず声が出た。

　自分の部屋のドアを開けたとき、メイは一いつ瞬しゆんマイドの顔を思い浮かべた。

　……そうだ、今夜は三次関数の勉強を見てもらうんだっけ、私、数学苦手だからなあ。

　ドアの向こうに、いつもの部屋があった。

　勉強机と、薄うす水みず色いろのカバーがかかっているベッド。

　本ほん棚だなに並ぶ小説の文庫本。

　本棚の上には時計と、そして友人たちと競争するように集めたぬいぐるみたち……。

　……ああ、変わらないな。

　言葉にできない懐なつかしさが胸にあふれてゆく。




　そのとき。

　ふいにメイは気がついた。




　……何を考えているのかしら。

　私はもう高校生なんかじゃない。

　あれから、三年過ぎているのよ。




　あれから……？




　そして。

　メイはすべてを思い出した。




　足が、手が震ふるえていた。

　ここは……どこなの？

　今は……いつなの？

　ここは……焼け落ちたはずよ！

　だって……だって……私は見たんだ。

　燃えてゆく、このアウトニアの王宮と……そして……。




　メイは走り出した。

　手に持った香茶のグラスからはねた香茶が制服に染しみ込む冷たさを胸に感じながらメイは走った。

　リビングを抜けて、応接間に入る。

　いつものソファが並んでいるが……誰だれもいなかった。

　メイは隣となりの書しよ斎さいに飛び込んだ。

「お父様！」

　書斎は無人だった。




　メイは半分泣きながら王宮の中を走り回った。

　何一つ変わらなかった。

　そこは間ま違ちがいなくアウトニアの王宮だった。

　チャマーが傷をつけて怒られた柱の傷も、メイがクレヨンで落書きした絵を消した跡あとも、そのままだった。

　中庭の花と土の匂においも、浴室のボディソープの匂いもトイレの芳ほう香こう剤ざいの匂いですら本物と同じだった。

　ただ……。

　父と母だけがいなかった。




　メイは廊ろう下かの真ん中に座り込んだ。

　もう、二度と戻ることができない世界。

　もう、二度と見ることができない光景。

　それが、再び目の前にあらわれたとき、メイはそれに耐たえられなかった。

　喪うしなったものの大きさと、忘れていたはずの悲しみが一気に押し寄せてきた。

　そして。

　メイは泣いた。

　あの日から、絶対に泣かないと自分に言い聞かせていたその鎖くさりが切れたようにメイは声を上げて泣いた。




　泣き続けるメイを、そっと遠くから見ている二人の影かげがあった。

『残ざん酷こくすぎましたでしょうか？』

「そうかもしれない……でも、ああやって泣くことがメイには必要だったと思うんだ」

『泣くことがですか？』

「そうさ、泣きたくても泣けなかった三年分の涙なみだを流す場所がね……」




　やがて、メイは泣きやんだ。

　悲しみは消えなかった。

　目を開けば、そこに失ったはずの光景が広がっているのだ。

　でも、メイは一つのことに気がついていた。

　ここは……違うんだ。

　ここはアウトニアだけどアウトニアじゃない。

　……あの人とヴァルが創つくりあげた世界なんだわ。

　そして、涙をぬぐって顔をあげたとき。

　メイはその声を聞いた。




「ごめん……悲しい想おもいをさせてしまったね」




　メイは振ふり向いた。

　そこにいた。

　いつものように、優やさしい微び笑しようを浮うかべて彼が立っていた。

　メイは抱だきついた。

　抱きついて、メイは再び泣いた。

　どこからこんなに涙が湧わいて来るのかメイにはわからなかった。

　メイは忘れた。

　世間体も王女もアウトニアも、すべて忘れた。

　ただのメイ・シザーズになってメイは泣き続けた。




　その頃ころ、情報局の奥にある高官用プライベートルームのリビングには、緊きん張ちようした面おも持もちのチャマーと、期待に目を輝かがやかせているエリスと、苦虫をかみつぶしたような顔をしたヤンギー少しよう佐さの三人が座っていた。

「サイコウェーブ通信用の感応端たん末まつは用意してくれたわね」

「お言いつけどおりに……しかし、お嬢じよう様さま。私は感心致いたしませんね、部下とはいえ男性と一いつ緒しよに出会い系サイトにリンクするなど……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、これは仕事なんですから。それにあなたも一緒に来るんでしょう？　問題なんかありっこないわよ」

「まあ……私はお嬢様に何かあったときに、この一命をもってお嬢様をお守りするのが仕事ですから……」

「でしょう？　なら大丈夫ね」

「それはそうですが……」

　エリスはにっこり笑って感応端末に指を伸のばした。

「では、行きましょう」




　ユーマシティを歩きながら、マリリンは面食らっていた。

　そこを歩く人間はすべてマイドとメイの顔をしていたのだ。

　ログインした人の個性がどこかに出ているのだろう、雰ふん囲い気きは違ちがう。しかし、誰だれもがマイドの顔とメイの顔で笑っているという光景は、マリリンの想像力の限界を超こえていた。

　公園の噴ふん水すいの前にあるベンチで大だい胆たんに抱き合うアベックを見たとき、一いつ瞬しゆんマリリンは本物のマイドとメイかと思ったが、よく見ると受ける印象が全く違っていた。

　……考えてみれば、あの二人が公衆の面前で抱き合うなんて真似まねをするわけがないか。

　どうやらこれは仮面パーティみたいなものかもしれないね。

　広場から階段を昇のぼったところにある北通り公園に来たマリリンは、腕うでを組んで、そこから見下ろせるユーマシティの街並みを眺ながめた。

　……完かん璧ぺきだね。

　それにしても、よくもまあこれだけの空間を創ったもんだ。

　これなら現実にアウトニアにいるのと変わらないじゃないか。

　そう考えながら、マリリンは胸の前に組んでいる腕のすわりが悪いことに気がついていた。

　……なんでかな？

　胸の前に組んだ腕を上下させて、マリリンは気がついた。

　あ、そうか、私もメイになっているんだっけ。

　……あの子……胸ないなあ。

　そのとき、マリリンの前に四人のメイが立った。

「こんにちは！」「おひさしぶりです！」「私たちが誰だかわかる？」「わかんないでしょ！」

　そう言ってその四人はケラケラと笑った。

「あんたら……ケルプんとこの、メス猫ねこカルテットだね」

　四人組は、揃そろって目を丸くした。

「すごーい！」「なんでわかっちゃったのかなあ？」「しっかりメイ様になりきったつもりだったのにねえ」「おかしいなあ」

　マリリンは吹ふきだした。

「わかるって、そんなもの。だってあんたらだって私がマリリンだってすぐわかっただろ？」

「そりゃあわかりますよぉ、そんなお色気むんむんの年とし増ま風のメイ王女様なんか絶対にいないもん」

「年増で悪かったわね」

　憮ぶ然ぜんとした顔をするマリリンをよそに、カルテットたちは盛り上がっていた。

「やっぱりわかっちゃうんだよぉ」「メイ様に化けてマイド閣下を寝ね取とっちゃうって作戦は無理なんじゃないの？」「やっぱりあのときチャマー王子に鞍くら替がえするべきだったのよ」「あの時は試験だからヴァルが自由にさせてくれてたんだよなあ」

　そのとき、マリリンとカルテットの前にヴァルが現れた。

「あ、ヴァル！」「いいトコに来てくれたわ！」「私たち、どうやってもメイ様になりきることができないみたいなのよ」「何か……こう、もっと可愛かわいらしいキャラクターないかなあ」

　ヴァルは、一瞬考えたあとでにっこりと笑って言った。

「そうですね……可愛いと言えば可愛いキャラクターで、なおかつ他人の恋こい路じの邪じや魔まをする野や暮ぼな連中に正義の鉄てつ槌ついを下すことのできるキャラクターがございますが、いかがですか？」

　四人組の目が輝いた。




「参ったわね……こんなことになるなんて思ってもいなかったわ」

　ショウウィンドウに映る自分の姿を見て、メイの姿をしたその女の子は肩かたをすくめた。

　その仕草が、エリスとぴったり重なることに気がついたチャマーは思わず笑ってしまった。

「何がおかしいのよ！」

　見慣れた妹の顔で、エリスが眉まゆを逆立てていた。

「あ、いえ、懐なつかしい妹の姿が、見慣れたエリス様の仕草で動くのが少し……」

「そうか……姿形はメイ・シザーズだけど中身は私のままだから、そうなるのか……」

　チャマーの横に立っていたマイドがゆっくりと言った。

「そうですな、最初は驚おどろきましたが、確かにエリスお嬢様ですな」

　エリスは、もう一度自分の姿をショウウィンドウに映して、くるりと回ったあとで微笑ほほえんだ。

「人格壁かべ紙がみって面おも白しろいわねえ。なんか別人になっちゃったみたいで、思いっきりハメをはずせそうね」

「エリスお嬢様！」

「わかってるわよ……」

　メイの姿をしたエリスが口をとがらせた。

　その仕草がメイそのものだったことに、チャマーは再び笑った。

「また笑ったわね」

「あ、どうもすみません」

　あわてて頭を下げるチャマーを見て、エリスは微笑んだ。

「まあいいわ、それより、本物の彼に会うためにはどこに行けばいいのかしら？」

「王宮です。以前会ったとき、そう言っておりました……ご案内いたしましょう」




　チャマーたちが王宮に向かって歩き出した、ちょうどその頃ころ。

　ユーマシティのメインストリートに、黒い服を着こんでサングラスをつけた、見るからに怪あやしげな五人の男が出現した。

　五人の男は、メインストリートを見回して驚きよう愕がくした。

「マイド・ガーナッシュです！」

「あ、あそこにもいます！」

「こっちにも、そいつも、みんなマイドです！」

　やがて、自分たちの周りにいる男が全部マイドの顔をしていることに気がついた男たちは、呆ぼう然ぜんとなった。

「か、係長……！」

「ええい、うろたえるな！　貴様らはそれでも帝てい国こく情報部員か！　我々は、何が何でもマイド・ガーナッシュを捜さがし出さねばならんのだ」

「しかし、どうやって……これだけの人間を尋じん問もんするわけにはいきません！」

「かまわん、片かたっ端ぱしからトレーサーを射うち込め！」

　上司らしい男の命令に、部下が悲鳴じみた声を上げた。

「トレーサーの数が足りません！」

　上司らしい男は、黙だまって懐ふところからピストルのようなものを取り出して、目の前にいるマイドの顔をした男に向けて構えた。

「うわ！」

　その男の顔が恐きよう怖ふに引きつったそのとき、どこからか、わんわんという犬の吠ほえる声が聞こえて来た。

　ピストルを構えた男が怪け訝げんな顔をしたそのとき、横の路地から四匹ひきのゴールデンレトリーバーが飛び出してきた。

　四匹の犬は、そのまま黒い背広の男たちに嚙かみ付いた。

「うわ！」

「うぎゃあ！」

「いたたた！　助けてくれ！」

　口々に悲鳴を上げながら逃にげ出した男たちを四匹のレトリーバーは、実に楽しそうに追いかけ回し始めた。

　その光景を、一匹ぴきの黒くろ猫ねこが塀へいの上から見ていた。

　その黒猫は身体からだを妖よう艶えんにくねらせると塀の上で伸のびをした。

　そして人間でいうと、やれやれ、といった風な仕草をして、メインストリートで繰くり広げられているドタバタ騒さわぎの後を追いかけはじめた。




　アウトニア王宮の門の前にチャマーたちが来たとき、そこに見るからに執しつ事じという顔つきの中年の男が立っていた。

「リドルさん！」

　リドルと呼ばれた男は、懐かしそうな顔で微笑んだ。

「お久しぶりですな、チャマー様、メイ様がお待ちですよ」

「メイが来ているのか！」

　リドルはうなずいた。

「ええ、マイド閣下とお二人で皆みな様さま……チャマー様と、こちらのエリス・トゥナイツ様、そしてヤンギー殿どのをお待ちしています」

　名前を呼ばれたエリスとヤンギーは驚いた。

　そして、エリスは小さく笑った。

「さすがね、しっかり把は握あくされちゃっていたわけね。考えてみれば、マイドはこの世界の造物主みたいなものなんだから当たり前か……」

「さあ、どうぞ」

　リドルは慇いん懃ぎんに頭を下げると、王宮の門を開いた。

　そして王宮の門を入るのと同時に三人は小さく驚おどろきの声を上げた。

　全身がきらきらと輝かがやきだしたのだ。

「これは……」

　そのとき、若い男の声がした。

「気にしなくていい、強制装着してあった人格壁紙を排はい除じよしているんだ。いわば包装紙をはがしているようなものさ」

　その男の言葉のとおり、ほんの数十秒で輝きは消え、後にはいつものエリスとチャマー、そしてヤンギーの三人が立っていた。

　エリスは首を左右に小さく振ふってから、声の主に向かって微笑ほほえんだ。

「やっぱり、私は自分が好きだわ。お招きありがとう、マイド・ガーナッシュ殿」

　マイドは、微び笑しようを返した。

「ええ、直接お目にかかるのは初めてですね、エリス・トゥナイツ大たい佐さ……といっても本当に会っているわけではありませんけど」

「これほどの空間の中では本当に会っているのと変わらないでしょう」

「確かにこの空間の中では感かん触しよくも痛みもまったく現実と変わりません、リミッターがついていますけどね」

　マイドは、王宮の奥を指差した。

「さあ、外で立ち話をするのもなんです、エアコンの利きいた部屋でメイ王女様が皆様をお待ちしています、どうぞ」

　エリスは小さく笑った。

「どうかしましたか？」

「あ、いえ、バーチャルリアリティ空間なら、こんな暑い日でなくとも、自由にコントロールできるのに、とことんリアリズムを追つい求きゆうして手を抜ぬかないところが実にマイド閣下らしいなと、思っただけですわ」

「それは僕というよりヴァルの性格かもしれませんね、僕は本当は暑いのは苦手なんです」

　マイドは肩かたをすくめて苦く笑しようした。




　エアコンの低い運転音だけがリビングに響ひびいていた。

　長い沈ちん黙もくの後で、エリスがゆっくりと言った。

「あなたが申し立てている事実を証明するものは何もないわ……あの、タツヨミを殺した犯人があなたではないという証しよう拠こはね……」

　マイドは小さくうなずいた。

「そうです。僕が犯人であると証明する証拠だけはいくらでもあります。そして、何よりも裁判が開かれる前に私が逃走してしまったという状じよう況きよう証拠が、最大のものでしょう」

「確かにそれが最大の証拠とされています。軍事法廷での予備審しん問もんのときに帝てい国こく憲兵隊が示したような、ずさんな証拠では、絶対にあなたを有罪にすることはできない。あなたはあそこで裁判を受ければ、晴れて無罪となるはずだった。なのにあなたは逃とう亡ぼうした……その事実こそが、あなたが真犯人である証拠だと……」

　マイドは静かに言った。

「では、お聞きします。証拠とは何なのでしょう？」

「え？」

　意外な質問に、エリスは戸惑ったような顔をした。

　マイドは微笑んだ。

「マルス家が、私こそが真犯人だと証明するために示した証拠は、山のようにあります。そして、私も同じように、私が真犯人ではないことを証明する証拠を山のように示すことができるのです……だとしたら証拠とはいったい何なのでしょう？」

　黙りこんだエリスを正面から見てマイドは続けた。

「真実は一つです。あの日、あの時、あの場所にいた人間だけがそれを知っています。だとしたら、その場にいなかった人間が真実を知る手段は時間をさかのぼることだけです。そしてそれがかなわないのなら、その場にいなかった人間は、信じるしかないのです」

「信じる……？」

　マイドの言葉を繰くり返したエリスに向かってマイドは再び微笑んだ。

「そう……その場にいた人間の言葉を信じるしかないのです。私の言葉を信じていないのなら、私の示した証拠は無力です。そして、私の言葉を信じるのなら、マルス家の示した証拠は無力です。証拠とは、信じるか信じないかを決める要素でしかないのです」

　そして、エリスの顔を正面から見つめて、マイドはゆっくりと聞いた。

「エリス・トゥナイツ閣下、あなたは私の言葉を信じますか？」

　エリスは無言だった。

　無言でマイドの目を正面から見つめ返した。

　リビングに張り詰めた空気が流れる。

　その空気に耐えられなかったメイが、思わず口を挟はさんだ。

「マイド閣下は、法廷に向かう車から逃げたのではありません！　逃がしてもらえたのです！　あれは仕組まれた逃亡だったのです！」

　エリスはちらっとメイを見て、そして微笑ほほえんだ。

「そういえばメイ王女、あなたも、マルス家の屋や敷しきから拉ら致ちされたということになっていますよね」

　メイは必死に説明した。

「いえ、拉致ではありません！　マイア家の人たちに手助けしていただいたマイド閣下が、みずからの手で助けに来てくれて、南の塔とうから脱だつ出しゆつしたのです。あの逃亡劇の一部始終は、マイア家の人に聞いてもらえれば、おわかりになると思います！」

　エリスは、少し悲しそうな顔をした。

「あなたたちを助けたのは、間ま違ちがいなくマイア家の工作員だと思うわ。でもね、彼らは表向きには存在しないことになっているの。マイア家に聞いても、知らぬ存ぜぬで通されてしまうでしょうね。公式に存在しないものは、証言を取ることも裁判に出すこともできないのよ。それは証拠にはならないの」

　メイは叫んだ。

「そんな……証拠にならなくたって、それは真実なんです！　信じてください！」

　エリスは小さくうなずいた。

「私はあなたの言葉を信じます」

　そして、にっこり微笑むと言葉を付け足した。

「証拠がなくたって、真実は真実なのだから……」

　今まで無言だったチャマーが初めて口を開いた。

「では……エリス閣下は、マイド閣下の言葉を信じるというのですか？」

　エリスは、正面に座るマイドをまっすぐに見つめて言った。

「私は信じます。マイド・ガーナッシュという一人の人間を、その言葉を信じます……」

　メイとチャマーが喜びの声を上げた。

　しかし、エリスの言葉に喜びの色はなかった。

　エリスはマイドを正面から見つめたままゆっくりと聞いた。

「では……タツヨミは……マルス家に殺されたのですね」

　マイドはうなずいた。

「そのとおりです。すべてはマルス家の陰いん謀ぼうでした。マルス家は何がなんでも自分たちの一族から皇帝を出したかったのです。タツヨミ殿でん下かはその犠牲になられたのです」

　エリスの目から涙がこぼれ落ちた。

「……病弱なタツヨミを、ダイテツ伯父おじさんは本当にかわいがっていたわ……だから、あの事件でタツヨミを喪うしなったとき、ダイテツ伯父さんは、抜ぬけ殻がらのようになってしまったの……私はタツヨミと兄妹きようだいのように育った。タツヨミが好きな食べ物、好きな音楽、好きな本、なんでも知っていた……だから、タツヨミがこの世から消えてしまったとき、私は信じられなかった。

　人がこの世からいなくなるということが信じられなかった……そして、それがまぎれもない事実だと知ったとき、私は知りたかった。……本当のことを。私は本当のことを知りたかった……だからあなたをずっと追っていたの……」

　エリスは涙をぬぐって、そして言った。

「ありがとう……これでやっと家に帰ることができるわ。私は家に帰ってダイテツ伯父さんに本当のことをお話しします」

　ヤンギー少佐が顔を上げた。

「お嬢じよう様さま……」

　エリスはヤンギーに向かって小さくうなずいた。

「いままで、私の我がままを許してくれていたお父様とお母様に、お礼を言わなくちゃね」

　そして、大きなため息をついた後でエリスはチャマーの方を振り返って言った。

「さてと……これで私の件はおしまいね、後はあなたのことよ、チャマー」

「はい……」

　チャマーはマイドに向き直って言った。

「あなたの言ったとおり、アリクレスト皇帝は、私に縁えん談だんを持ってきました」

「縁談？」

　驚おどろきの声を上げるメイに向かってチャマーは肩をすくめて答えた。

「そうなんだ、このままだと私は婚こん約やくすることになりそうなんだ」

「……エリス様と？」

「！」

　冷えた香こう茶ちやを飲もうとしていたエリスの手から香茶がこぼれた。

「あのなあ、お前……」

　チャマーの顔つきと、その場の雰ふん囲い気きを見て、自分が間違っていたことに気がついたメイはあわてて頭を下げた。

「あ……ごめんなさい、早とちりしてしまったようですね、今まで兄が女の人を連れてきたことなんかなかったものですから……」

　エリスは興味深そうに言った。

「へえ、意外とオクテだったのねチャマーって」

　チャマーは二人を無視するようにマイドとの話を続けた。

「アリクレストは、私に婚約した一族の管理する惑わく星せいを与あたえ、そこにアウトニア王家を再興させるつもりなのです」

「アリクレストの目的がわかりました。彼は、私をマルス家の一族の娘と婚約させ、マルス家の姻いん族ぞくとした後で、一族の管理する惑星を与え、そこにアウトニア王家を再興させるつもりなのです」

「アウトニア王家を！」

　そう言ったきり絶句したメイに向かってチャマーは静かに続けた。

「アリクレストは、アウトニアを再興させ、私をアウトニア王家の正統なる後こう継けい者しやとすることで、メイが大だい審しん院いんに申し立てたアウトニア再興の訴そ状じようを無効にし、世論の追つい及きゆうを逃のがれ、君たちからアウトニア再興という大義名分を奪うばおうとしているんだ……」

　チャマーはそこで言葉を切って、きっぱりとした口調で付け足した。

「でも、そんなことはさせません！　私はこの話を断るつもりです。私は皇帝の策さく謀ぼうに加担するつもりはありません！」

　そのとき、マイドが静かに言った。

「それが、正しいことだと思っているのかね？　チャマー王子」

「あたりまえです。私はマルス家の姻族などになるつもりはありません！　帝国の中に取り込まれて、どこか別の星にアウトニアを再興できるとしても、そこはアウトニアではありません」

　チャマーはリビングルームを見回した。

「本当のアウトニアはここにあります。たとえ現実でなくとも、ここにあるユーマシティこそがアウトニアなのです。たとえ現実世界で、どんなに豊かな星を与えてもらって、そこにユーマシティと寸分たがわぬ街を作ったとしても、そこは本当のアウトニアではありません！」

　マイドはチャマーを見据えて言った。

「僕は君を軽けい蔑べつするよ、チャマー王子」

　リビングルームに一いつ瞬しゆん静せい寂じやくが訪おとずれた。

　マイドは怒いかりに満ちた目でチャマーを見て言った。

「君はそれでも王家の人間なのか？　寒冷な土地で苦しんでいる国民に、豊かで温暖な地を与えることができるなら、喜んで皇帝の命に従うべきだ。なぜならそれこそが正しい選せん択たく肢しだからだ」

　チャマーは声を上げた。

「それを選ぶのが……正しい選択だと言うのですか！　アウトニアとの盟約を踏ふみにじり、国を滅ほろぼし、街を田畑を荒あれ地ちになるまで破は壊かいした帝国の言うことを聞くことが正しいと」

「そうだ。君は王子だろう？　王家の人間のはずだ！　王家にとって、もっとも大切なことは何だ？　プライドか？　意地か？　誇ほこりか？　違うだろう、王家にとってもっとも大切なことは国民の安全と生活を守ることのはずだ。だとしたら帝国に従い、ネオ・アウトニアよりも豊かで暮らしやすい星に新しいアウトニアを作ることが正しいに決まっているじゃないか！」

「それはそうです……でも……」

　必死に理由を探そうとするチャマーに向かってマイドは言った。

「でも……はいらない。それはそうなんだ」

　そして、マイドは微び笑しようを浮うかべた。

「それに……君が、もう一つアウトニアを作ってくれるなら、そこは絶対に安全だからね、アウトニアの国民やメイをよろしく頼たのむよ」

　チャマーは、はっとした顔をした。

「あなただけで戦うつもりなのですか！」

　マイドはうなずいた。

「そうさ、僕は戦うよチャマー。アウトニア再興という大義名分を取り上げられても僕は戦う。そこに守るべき国民や国土がなくても、僕は戦う。僕は僕の理由で戦う。王家の人間である君やメイにはできないことを僕がやるんだ」

　そしてマイドは、にやっと笑って付け足した。

「うらやましいだろう？」

　チャマーが絶句したとき、悲鳴のようなメイの声がした。

「そんなことさせません！」

　メイは必死の形相でマイドをにらんでいた。

「メイ……」

「あなたは、アウトニアを何だと思っているのですか！　アウトニアの国民が、どんな想おもいでいるのかあなたは知っていて、それでいながらそんなことを言うのですか！　国民が待っているのは、別のアウトニアなんかじゃない！　ユーマなんです！

　私たちが生まれて育った場所、そこがアウトニアなんです。あなたは言ったじゃないですか！　僕は絶対に私と国民をユーマに帰すと……それは噓うそだったのですか！」

「メイ……聞いてくれ。僕はこれから帝てい国こくに戦いを挑いどむことになる。その戦いに君やアウトニアの国民を巻き込むわけにはいかないんだ……君と国民はチャマーの下もとで平和に暮らすんだ。それが誰だれもが一番幸福になる方法なんだ」

　メイはマイドの言葉を黙だまって聞いていた。

　そして、マイドの言葉が終わったとき、その目を正面から見てゆっくりと言った。

「あなたは間ま違ちがっていますね、マイド・ガーナッシュ殿どの……」

「え？」

　マイドを正面から見たままのメイの目から涙なみだがこぼれおちた。

「そんなの……幸福になる方法なんかじゃありません……私はあなたと一いつ緒しよにいます。あなたが戦うのなら、私も共に戦います。あなたが傷つくなら私も傷つきます。そして……あなたが死ぬのなら、私も死にたいのです……あなたと一緒にいること……それより他ほかに……幸福になる方法なんかない……」

「メイ……」

　メイは両手で顔を覆おおった。

　そして叫さけんだ。

「私……ずっとひとりでがんばってきた！　マイド先生がいてくれる、いつかマイド先生と一緒になれる……それだけを信じて！　なのに……なのに……」

　メイの叫びを聞いたとき、マイドは顔を平手で打たれたような気がした。

　……そうだ。

　僕はメイの力になってやれなかった。

　メイが一人でがんばっているときに、僕はなにもしてやれなかった。

　僕はあのとき誓ちかった。

　自分のすべての能力を使って君を守ると……。

　もう二度と君に悲しい思いをさせないと……。

　なのに……。

　マイドには言うべき言葉が見つからなかった。

　エリスがメイの横に座って背中に手を回した。

「メイ王女……」

「すみません……取り乱してしまって……」

「いいのよ……本当にあなたはがんばってきたんだもの……」

　エリスは顔を上げてマイドを見た。

「あなたには責任がありますわ、マイド閣下……メイ王女を幸せにするという責任です。メイ王女が望んでいる幸せとは、平和なことでも楽な生活でもありません。おわかりですね」

　マイドは、小さくうなずいた。

「わかりました……僕は昔、言われたことがあります。重荷とは一人で背負うものではないと……僕はそのことをすっかり忘れていたんです」

　マイドは立ち上がると、メイの前に行き、そこにひざをついて手を取った。

「メイ……ごめん」

　メイはあわてて手を引っ込めようとしたが、マイドはその手を離さなかった。

「僕はここにいる、ここで君を待っている。意識でしか会えないけれど、僕はもうどこにも行かない。だから泣かないでくれ」

　メイは小さくうなずいた。

　その、上気した顔のメイとマイドを、優やさしく微笑ほほえんで見守っているチャマーを見てエリスは思った。

　……この二人が本当に戦う時が来ないことを、私は心の底から願うわ。




　その頃ころ、ユーマシティのメインストリートの先にある噴ふん水すい広場には、声も出せないくらいに疲つかれ果てた黒い背広の男たちがズタボロになって座り込んでいた。

　四匹ひきのレトリーバーが低くうなりながら五人の男たちの周りをまわっている。

　公園のベンチの上にいた一匹の黒くろ猫ねこは、その光景を見ながら、再び大きく伸のびをした。

『……さて、と、こっちは片付いたね』

　黒猫はそんな顔をした後で王宮のほうを眺ながめた。

『あっちの話もそろそろ終わりかしらね……それにしても、猫になるってのも楽しいわね、これからもちょくちょく来ようかしら』

　黒猫はそんな顔をしてから、にゃあ、と一声鳴いた。
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『誠まことに申し訳ありません……選えりすぐりの精せい鋭えいを工作員として送り込んだのですが……』

　小さなスクリーンの中で、情報局長のウィゼルが額ににじむ汗あせを拭ふきながら頭を下げていた。

「あちらの方がこちらより上手であったというだけのことだ。ましてやあの場所はあいつらのホームグラウンドのようなものだからな、まあ仕方がない」

　その口調から、アリクレストが怒おこってはいないことに気がついたのだろう、スクリーンに映るウィゼルの顔に、媚こびるような微び笑しようが浮うかんだ。

　その卑いやしげな微笑を眺ながめてアリクレストは思った。

　……そう、それでいい。最初からお前たちに何かができるなどという期待などしていない。お前たちはその無能振ぶりをさらけ出してくれればよいのだ。

　帝てい国こくの内外に、情報部など恐こわくもなんともないと思わせるのがお前らの仕事なのだからな。

　寝しん室しつの壁へき面めんに備え付けの、その小さなスクリーンの中でウィゼルが不安そうな顔をした。

『で……我々はこのあと、どのような行動を取ればよろしいのでしょうか？』

「さらに監かん視しを続けろ。例の空間にアクセスする人間のデータを収集しておけ」

『それだけでよろしいのですか？　あの空間に対する妨ぼう害がい行こう為いなどはやらなくてもよろしいのですか？』

「ああ、放ほうっておくがいい」

『了りよう解かいいたしました。ではこれで』

　ウィゼルは一礼して消えた。

　……動脈硬こう化かを起こしたような組織では、あの程度の男でも情報局の局長が勤まるのだな。

　腐くさった組織を切り捨てることができないのなら、新しい血流を組織に流して延命を図はかるしかないというわけか。

　豪ごう奢しやなダブルベッドの端はしに腰こし掛かけていたアリクレストは、しばらく無言で考え込んでいたが、やがて右手を伸のばして再び情報端たん末まつの呼び出しキーを叩たたいた。

　寝室の中に、アリクレストの着ているローブの袖そでがコンソールと擦すれる衣きぬ擦ずれの音が響ひびく。

　やがて、小さなスクリーンの中に、帝国内務省の制服を着た、見るからに官かん僚りようという顔をした若い男が映った。

　その男は、自分を呼び出したのが誰なのかを知っても顔に驚きの色を見せずに、ただ一礼しただけだった。

『何の御用でしょうか、皇帝陛下』

　アリクレストは小さくうなずいた。

「やはり、まだ仕事をしておったな、ナヴァリン」

　ナヴァリンと呼ばれた若い官僚は、皮肉な微笑を浮かべて答えた。

『旧態依い然ぜんとした帝国政府の組織の中で何かを行うには、無能な上司が寝ている時間に動くのが一番効率的ですので』

　口の端に薄い微笑を浮かべてアリクレストは聞いた。

「例のシステム構築に関する概算は出たのか？」

『はい、我々の試算では国家予算の総額十年分の経費がかかります。システムへの侵しん入にゆうを防ぐために帝国のすべてのコンピューターシステムをＯＳのレベルから交換し、過去のデータのファイル形式のすべてを書き換かえるとなると、そのコストは天文学的な数字となります』

「では、試案Ｂは？」

『限定的な独立システムをメインシステム内に作りあげ、その中だけで運用するという方法ですと、当初の予算内に収まります……現在、我々が帝国政府内に試験的なプロジェクトチームを作って試験運用しておりますが、充じゆう分ぶん実用に耐たえるものと思われます』

　アリクレストは、満足そうにうなずいた。

「では、そちらの案を進めるように、それと……わかっているな？」

『プロジェクトチーム内、及およびプロジェクトチームと外部との通信はメールを使わず、すべて書類上のやりとりで行い、電子上の記録には一いつ切さい残さない……ですね、承知しております』

　ナヴァリンは、にやっと笑って一礼して画面から消えた。

　アリクレストは、しばらく無言で画面を眺めていた。

　下層貴族と平民出身の人間に、有能でよく働く人間が集中しているのはなぜなのだろう？

　……門もん閥ばつ貴族の一族の若手の中には、あのように有能で、かつ向上心を持った人間はいない。生まれながらにしてすべてを持っていると錯さつ覚かくしている馬ば鹿かどもばかりだ。

　そう考えたとき、アリクレストは、その馬鹿に自分自身をあてはめて、小さく笑った。

　……考えてみれば私もそうだったな。

　皇帝になれるなどと考えていなかった頃は、私もただの馬鹿貴族だったのだからな。

　アリクレストは、再び情報コンソールのキーを叩いた。

　スクリーンの前に、おちついた風ふう貌ぼうの中年男のホログラフが立ち上がった。

『お呼びでございますか？』

「オリアス、先ほどのナヴァリンの報告の確度を知りたい」

　ホログラフの男は一礼して言った。

『ナヴァリンの報告に間違いはございません。しかし、帝国政府内に同じような別システムを構築し、完全に運用できるようになるには、彼が考えている以上に時間がかかるものと思われます。彼は帝国政府内の官僚主義と抵抗勢力の力を理解していません』

「完全に実用化するのにどれくらいかかる？」

『あと三年はかかるのではないかと』

「三年も？」

『ええ、ましてプロジェクトを推進するに当たって、コンピューターを介かいした事務処理と通信を一切行わないとなりますと、それくらいの時間はかかるかと……』

　アリクレストは不満げに言った。

「しかし、どんなにセキュリティを強力にしチェック機能を増やしたところで、今のシステムのままでは、それなりの能力を持った電子人格の前には何の意味もない……お前にはよくわかるだろう」

　オリアスは小さく一礼した。

『確かに……』

「帝国は今まで電子人格を軽視しすぎてきた。電子人格など、単なる擬ぎ似じ人格を持たされたプログラムにすぎないと思っている連中ばかりだ。私も、先の桃もも星ぼし戦せん役えきであの男に煮にえ湯を飲まされて初めてそれを知ったのだ」

　オリアスは、アリクレストの顔を見ながら考えていた。

　……アリクレストが、桃星戦役の後で、突然変わったのは、やはりあれが原因か。

　よほどマイド・ガーナッシュにやられたことがこたえたようだな。

　確かに薄うす馬ば鹿かでは皇帝は務まらん。アリクレストが皇帝になれたというのにもそれなりの理由があったというわけか。

　オリアスの感かん慨がいを知らぬままアリクレストの言葉は続いていた。

「……帝国の中ではお前の地位は不当に低いが我が慢まんして欲しい」

『電子人格にとって、帝国内の地位などはあまり意味を持ちませんが……高く評価していただけることを嬉うれしく思います』

　オリアスは慇いん懃ぎんに一礼して消えた。

　アリクレストは情報コンソールに表示されている時計を見た。

　明日は、確かチャマー・シザーズの授位式典だったな。

　アウトニアが再興し、大義名分がなくなったとき。あの男がどんな顔をするのか見てみたいものだな。

　アリクレストは唇くちびるの端に薄笑いを浮かべると、もう一度コンソールの通話キーを押した。

『……はい』

　若い女性の声が答えた。

「部屋に来るように」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、恥はじらいを含ふくんだ女の声が静かに答えた。

『はい、かしこまりました』




　次の日、マガザン帝てい国こくの王宮にある大広間では、礼服に身を固めた門閥貴族たちが立ち並んで、皇帝陛下と本日の主しゆ賓ひんであるチャマー・シザーズが入室してくるのを待っていた。

　磨みがきたてられた大理石の床ゆかに、高い天てん井じようから下がるいくつもの巨きよ大だいなシャンデリアの光が反射し、壁かべや柱に施ほどこされた豪奢な金銀の彫ちよう刻こくの輝かがやきとともに大広間の中を照らしている。

　これからこの大広間で、チャマー・シザーズに対する授位式が行われるのだ。

　門閥貴族たちが、ひそひそと低い声で交かわす会話で、大広間はざわついていた。

　式典が始まる前の、中ちゆう途と半はん端ぱな時間をつぶすには、俗ぞくにゴシップと言われる無責任なウワサ話を交わすことが、もっとも手ごろな方法だった。

　いつもなら、星間ネットドラマの主演スターの恋れん愛あい話や、だれそれが離り婚こんしただのどこぞの夫人が浮うわ気きしただのという他愛もないウワサ話が飛び交うのだが、今日の大広間で交わされる会話の中身は違っていた。

　今回の婚約により、マルス家の一員に迎えられたチャマーは、アウトニア国王にして帝国伯はく爵しやくという異例の身分を持つ身となる。

　これは、帝国貴族にとって異例のことであり、その存在を強力なライバルの出現と見るものや、単に興味本位に捉とらえるものにとって、チャマーは格好のウワサの的だった。

「チャマー・シザーズというのはあれだろう、滅めつ亡ぼうしたアウトニア王国の王子だな」

「ああ、そうだ。アリクレストが皇帝になったときに、見せしめのために滅ほろぼされたというのが、もっぱらのウワサだがな」

「なぜ、そんな男に皇帝陛下は肩入れをするのだ？　何の力も財産も持っていない男だぞ」

「さあな、皇帝に許されるきまぐれの一つというヤツかもしれんな。国を滅ぼすのも再興させるのも皇帝にはきまぐれのようなものだと言いたいのだろう」

「そういえば、桃星戦役で壊かい滅めつ寸前だった帝国軍の残存艦かん隊たいを救ったのは、実はアリクレストに化けたマイド・ガーナッシュだったという話を聞いたが、本当のところはどうなのだ？」

「よくわからんが、あれは、前の皇太子を暗殺したのは自分ではなく誰かが自分に化けてやったのだという意味を込めたパフォーマンスだという話も伝わっているな」

「その話はこんなところでするものではないぞ」

「マルス家にとってもっともナイーブな問題だからな」

　やがて、大広間に儀ぎ仗じよう兵へいたちが入ってきたのを合図に貴族たちのひそひそ話は収まった。




　式典は、ものの三十分ほどで終わった。




　授さずかった印いん綬じゆを手にひざまずくチャマーに向かって、玉座に座ったアリクレストが尊大な口調で言った。

「アウトニア王国の国王となった気分はどうか？」

「恐きよう悦えつ至し極ごくにございます、陛下」

「そうか、今後も国務に励はげむが良い……ついては帝国から有能な官かん吏りをアウトニアに派は遣けんし、国王を輔ほ弼ひつするように図はからいたいと思うがどうか？」

「重ね重ねのご厚こう情じよう、申すべきお礼の言葉もございません」

　チャマーが再び深々と頭を下げるのと同時に、居並ぶ帝国貴族たちが拍はく手しゆでチャマーを祝福した。

　かくして帝国暦九五二年融ゆう雪せつ月十五日、マガザン帝国は、アウトニア王国を承しよう認にんし国王であるチャマー・シザーズとの間に、相そう互ご友好条約を締てい結けつした。

　アウトニア王国の王星は未定であったが、姻いん戚せき関係となったロンダール侯爵領内にある居住可能惑わく星せいの一つがアウトニア王国に与あたえられるであろうと言われていた。

　そして、翌十六日。

　マガザン帝国軍のスポークスマンは記者会見を開き、こう発表した。




「本日、マガザン帝国は、相互友好条約を結んだ独立国であるアウトニア王国より、内乱鎮ちん圧あつのために帝国軍の軍事的援えん助じよを受けたいという正式な要よう請せいを受けた。これに対し帝国皇帝陛下は、正式に承認した正統な国王であるチャマー・シザーズの要請に応こたえ、内乱に介かい入にゆうするために軍事顧こ問もん団を派遣することを即そく日じつ決定した。これは法と正義の名において行われる正義の戦いである！」




　そのニュースは、まさしく寝ね耳みみに水だった。

　そう、マイドやメイだけではなく、チャマー自身にも。




　自分の宿舎にいて、この知らせを受けたチャマーは、情報コンソールにとびつくと、帝国外務省のアウトニア担当官を呼び出した。

　数分待たされた後で、モニターに若い官かん僚りようが映った。

　チャマーは、その官僚に向かって叫さけんだ。

「アウトニアは、軍事援助の要請などしていない！　アウトニアの国王である私が決定に関与していない重要事項を、なぜ勝手にやったのですか！」

　官僚は小馬鹿にしたような口調で言った。

『勝手に、とは心外ですね。我々は、アウトニア王国政府の人間です。緊きん急きゆう事態でしたので、事後承しよう諾だくという形で国王の承認をいただくことになっただけのことです。単なる事務手続き上の行き違ちがいですよ』

「昨日できたばかりで国民すらいない王国に政府があり、その政府が機能していると言い張るのですか！」

　官僚はチャマーの言葉を鼻で笑った。

『……まだわからないのかね。私は君の士官学校時代の成績を知っているが、君はもっと賢かしこい人間だと思っていたよ……いいかね、アウトニア王国とは君のことなのだよ。君が国そのものであり、国王であり国民なのだ。君にはこれから補助金として、一人ではとうてい使い切れないほどの金が帝国から与えられることになる。いいかね、とうてい使い切れないほどの金だ。当然その金は残ることになる。しかし、補助金を余らせるわけにはいかない。そして帝国には予算として表ざたにできないが、絶対に必要な金、というものも存在するのだ。君と君の王国はそのために存在するのだよ」

　湧わきあがった怒いかりのために、チャマーは一いつ瞬しゆん目の前が暗くなるような気がした。

「国家とは国民です！　国家とは、個人でも名目でも書類でも、ましてや補助金の受け皿でも裏金つくりの機関でもありません！　私にはアウトニア王国の領地として、居住可能な惑星が与えられると聞いています。私はその惑星にかつてのアウトニアの国民を呼び寄せたいと思っています！　その星を教えて下さい！」

　官僚は、にやっと笑った。

『ああ、それは無理だね』

「なぜですか！」

『聞いていなかったのかね？　君の領地は現在は未定なのだよ』

「では、それが決定されるのはいつなのですか？」

　いかにも頭の悪い人間に言い聞かせるような口調で官僚は言った。

『わからない人間だな君も……未定なのだと言っているだろう。未定と言うことは何一つ決定していないということなのだ。そんなことを考えるよりも、金の使い道でも考えた方がよほど楽しいと思うぞ。悪いことは言わない、すべて我々に任せておけばいいのだ』

　スクリーンは切れた。

　その灰色の画面をにらみつけたままチャマーは唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　……そうか、そういうことか。

　アリクレスト……私は今、心の底から人を憎にくむという言葉の意味を知った……本当の意味を。




　この帝てい国こく軍のスポークスマンの発表を驚おどろきとともに聞いた人間には、当の帝国軍の軍人たちも含ふくまれていた。

　帝国軍の参さん謀ぼう本部に居並ぶ作戦参謀たちは、何一つ事前に聞かされていなかったのだ。

「おい、聞いたか？」

「ああ、聞いた」

「知ってたか？」

「知らん、知るわけがない。事前の根回しも企き画かく立案もなしにいきなり決まったらしいぜ」

「そんなことできるヤツがいるのか？　根回しも何もなしで作戦を決めることができる人間が」

「いるね……帝国でたった一人だけな」

「……そうか。それでアウトニアなんだな」

　参謀本部の廊ろう下かや部屋の片かた隅すみで参謀たちが、こんな会話を交かわしていた頃ころ、参謀本部内の立案室では、その作戦を立てた張本人が、居並ぶマルス家の面々に向かって命令を下していた。

「今回のこの軍事介入に使うのは、帝国の正規軍ではない。地方諸しよ侯こうどもに軍を差し出させるのだ。これは、地方諸侯どもに対する踏ふみ絵と考えてもらいたい。こちらの命に従うか、逆らうか、それを見み極きわめるのだ。我々の将来に禍か根こんとなるものを見過ごすわけにはいかない」

「地方諸侯など、たいした力も持っておらん、そんなに気にすることもなかろう？　問題はマイア家やディア家ではないのか？」

　アリクレストはうなずいた。

「確かにマイア家やディア家は我々の最大の敵だ。しかし彼らと正面から事を構えることはできない。だとしたら、まず弱いところからつぶしてゆくのが得策というものだ。帝国議会では彼らにも投票権が与あたえられていることを忘れてはならん」

「踏み絵を素す直なおに踏むものには褒ほう美びを、拒こばむものには罰ばつを、というわけですな」

「そのとおりだ。拒むものには、さまざまな不運が訪おとずれることとなるだろう。身に覚えのないスキャンダルや身内の不ふ慮りよの事故などがな」

　ウィゼルが凶きよう暴ぼうな微び笑しようを浮うかべてうなずいた。

「それは私の仕事だな」

「そうして潰つぶした諸侯の領地にマルス一族の次男やら三男やらを送り込んで統治させれば良いというわけだな」

　参謀長の一人が聞いた。

「で？　褒美は何を？」

　アリクレストはさらっと言った。

「生きるという喜びを与えてやろう。この世で最大の喜びだ」

　居並ぶマルス家の連中は声を上げて笑った。

　笑い声が収まった後で、アリクレストは声を低くしてその場にいる全員を見み渡わたした。

「それと、この軍事介かい入にゆうの知らせを聞いたなら、必ず動く人間がいる……そう、あの男だ。マルス家の最大の弱点を握にぎっているあの男が、必ず動く」

　部屋の中に沈ちん黙もくが満ちた。

　やがて、一人の男が言った。

「しかし……あの男は犯罪者として追われておる。犯罪者の言葉など誰だれも信じはしないだろう」

　アリクレストは、その男を見て冷たく言った。

「それは希望的観測だ。あの男が犯罪者であることを信じなければ、あの男の言葉を信じるのは当然だろう。マルス家の安あん泰たいのためにもあの男を生かしておいてはならない。この作戦の主目的はそれだ」

　マルス家の重じゆう鎮ちんたちは互たがいの顔を見て、黙だまってうなずいた。




　作戦会議の後、ウィゼルは近衛このえ師団の師団長であるジンモ・スタルヒン少将を参謀本部に呼びつけた。

「ジンモ少将、お前に名めい誉よ挽ばん回かいの機会を与えてやろう。ネオ・アウトニアに近づくすべての船と荷物を徹てつ底てい的に調べ上げて、マイド・ガーナッシュを捜さがし出すのだ」

　ジンモは、疑わしげな顔をした。

「またかよ。前回の情報も結局は空から振ぶりだったぞ、今度も空振りじゃないのか？」

「今回は間ま違ちがいない。ネオ・アウトニアにはマイド・ガーナッシュの情婦であるメイ・シザーズがいる。マイドは絶対に情婦のところに行くに違いない」

「女か……」

　ジンモは下げ卑びた笑いを浮かべた。

「マイドもたいした男じゃないな、女ごときに迷って、張られた網あみの中に飛び込んでくるとはよ」

　……お前さんなんぞに惚ほれる女と一いつ緒しよにするんじゃない。

　ウィゼルはそのセリフを飲み込んだ。

「とにかく、この作戦はアリクレストを筆頭にマルス家の総力を挙げて行うことになった。お前もマルス家の末席に座る人間ならその席を汚けがさないように気をつけろ」

「わかったよ、やりゃあいいんだろう伯お父じ貴き」

　投げやりに答えたジンモを見み据すえてウィゼルは、冷たく言い放った。

「もし……もしもだ、マイドがお前の網をすり抜ぬけたことがわかったら……お前は今の近衛師団の師団長の席を失うと思え……元の陸戦隊の中隊長どころか二等兵にされて一生帝国軍の底辺をさまよい歩く末路が待っているんだぞ」

　ジンモの目が恐きよう怖ふに見開かれた。

「本気か？」

「ああ、お前以外はな……」

　ジンモが出て行ったあとのドアを眺ながめながら、ウィゼルは接続されたままだったモニターに向かってつぶやいた。

「あれでよろしかったのですか？」

　スクリーンはアリクレストの声で答えた。

『ああ、逃にげ回る臆おく病びようなウサギを穴から追い出すには、どんな馬ば鹿かな犬でも良い、とにかく大声で吠ほえる犬が必要なのだ』

「そして、我々は網を張って待つわけですね」

『そうだ、すべての跳ちよう空間プラットフォームにな……』




　帝てい国こくがアウトニアの内乱に介入するという名目で、ネオ・アウトニアに軍事顧こ問もん団を派は遣けんし鎮ちん圧あつにあたるというニュースは、帝国の国民たちに衝しよう撃げきを与えた。

　いままでこれらのニュースに関心のなかった人々も、この知らせには驚おどろいた。

　第九次桃もも星ぼし戦せん役えきがあのような結果に終った不満をそらすには、あまりにも相手が小さかったからだ。

　……なぜ、常備軍すらない開かい拓たく惑わく星せいに対し軍を差し向けなくてはならないか？

　……なぜ、それほどまでにアウトニアを敵視するのか？

　そういった疑問が国民に満ちたとき、どこからともなく流れてきたウワサがあった。

　それは、第九次桃星戦役の最後の瞬しゆん間かんに壊かい滅めつ寸前だった帝国軍の残存艦かん隊たいを、捨て身の作戦を立てて救ったアリクレスト皇帝が、贋にせ者ものだったというウワサだった。

　そして、そのウワサにはもっと驚くべき内容が付け足されていたのだ。

　贋者のアリクレストの正体は、あのお尋たずね者のマイド・ガーナッシュだったというのだ。

　人々の多くはこの荒こう唐とう無む稽けいなウワサ話を一いつ笑しように付した。

　そんな馬鹿なことがあるわけがない……と。

　しかし、人々の中には、それを聞いて気がついた者も多かった。

　なぜ、帝国軍がこの時にネオ・アウトニアに武力侵しん攻こうを行おうとしているのか、その理由に。
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　第七章　練り込まれた策謀







　その頃ころ、帝国皇帝アリクレストの名による戦せん闘とう艦かんの差出し命令を受けた地方諸しよ侯こうの一つ、エデッサ伯はく爵しやく領統治政府の議会では、大論争が繰くり広げられていた。

「第九次桃星戦役で壊滅的打だ撃げきを受けた我々に、再び戦闘艦を差し出せというのか！　損害回復のための報労金すら送られて来ていないというのに！」

「しかも、相手はあのアウトニアだぞ。我々を死の淵ふちから救ってくれた恩人に向けて弓引けというのか！」

「しかし、それこそが皇帝の狙ねらいではないのかね？　ここで我々が叛はん旗きを翻ひるがえす、それこそが皇帝……いやマルス家の望むところだとわしは思う」

　軍と行政府の長たちが、激しく議論する姿をじっと黙だまって聞いていた若い男がいた。

　肩かたまである長い金きん髪ぱつの持ち主のその男は、さまざまな意見が出で尽つくしたのを見計らって、立ち上がった。

　議会が静まり返った。

　若い男は、ゆっくりと口を開いた。

「私は、父に疎うとまれていたとばかり思っていた……我が父、辺境伯エデッサ・グランデルは、昔かたぎの貴族で、常に貴族としての誇ほこりを第一に考える人だった……その考え方を私は時じ代だい後おくれのものだと否定し、家を飛び出した。

　……しかし今こうして父の跡を継つぎ、エデッサ伯爵領の新領主、エデッサ・ミストラル伯爵としてこの場に立ったとき、私は父の背中を面前に見るような思いだ」

　ミストラルは、そこで言葉を切ると、議会に集つどう軍と行政府の長の顔を見回した。

「私の父、エデッサ・グランデルは貴族の誇りに殉じゆんじた！　帝国貴族たるものは皇帝陛下の命あらば、たとえそこに煉れん獄ごくの炎ほのおが燃えようとも逡しゆん巡じゆんすることなく進まねばならぬと！　それが帝国貴族の誇りであると！　ならば私もその父の遺志を継がねばならぬ！　軍を編制し、ネオ・アウトニアに差し向けよ！」

　議会に集う長老たちに失望と悲ひ嘆たんの声が漏もれた。

「違ちがう……違いますぞミストラル様！　父君が殉じたのは帝国皇帝ではない！　あれは帝国皇帝の姿をしたマイド・ガーナッシュ殿どのだったのです！　我々が従い我々が主あるじとして仰あおぐべきはアリクレストに非あらず！」

「そうじゃ！　たとえ逆ぎやく賊ぞくとして帝国に滅ほろぼされようとも、それだけはやってはならぬこと！　真に貴族の誇りを持つならば、剣けんの向きを違たがえてはなりませぬ！」

　長老たちの言葉を聞いていたミストラルは、再びゆっくりと口を開いた。

「諸君らは領民のことを考えたのか？　貴族の誇りを言い立てて叛旗を翻せば、この領地は帝国軍に踏ふみにじられ、領民は命や財産を失い、最悪の場合この地を追われることとなる。貴族というのは、まず領民の生活と安全を考えなくてはならないのではないかね？」

　長老たちは、互たがいに顔を見合わせて黙り込んだ。

　そのとき、長老たちの中でも若い一人の男が立ち上がった。

「私は貴族でも、軍人でもありません。私はへーゼル地方選出の平民議員で、エルロイと申します。いわば領民の代表としてここにいます」

　その男は議会に集う人々を見回した。

「私の職業は教師です。子供たちに歴史を教えています。人類の有史以前の神話時代から現在の帝てい国こくの隆りゆう盛せいに至るまでを……」

　男は自分の言葉が人々に受け入れられてゆくのを待ってから言葉を続けた。

「人間の歴史とは本当に愚おろかな行こう為いの繰り返しです。かつて、我々は信ずる神が異なるという理由で剣を交かわし家々を焼きました。かつて我々は、法と正義の名の下もとにありえざる魔ま女じよを焼きました……しかしそれはすべて遠い過去の、人間がまだ愚かだった頃のことだと私は子供たちに教えてきました……」

　男は声を上げた。

「なのに今、我々は再び法と正義の名の下に故郷を失った流る浪ろうの人々を戦火で焼こうとしています！　私は子供たちにウソを教えてきたのですか？　人間というのは、今でも愚かな生き物で、何一つ学ぶことのできない生き物だと教えなくてはならないのですか！　たとえこの地が戦火に焼かれ、私たちが流浪の民となったとして……それが何だと言うのです！」

　そして、男はゆっくりと付け足した。

「我々はアウトニアとともにあるべきだと思うのです……ならば我々がアウトニアと同じ道を歩んだとしても、そこに何の異議がありましょう」

　ミストラルは静かに頭を下げた。

「ありがとう、エルロイ殿」

「いえ……出すぎた真似まねをしたことをお詫わびします」

　エルロイは一礼して座った。

　ミストラルは再び議場を見み渡わたして、そして言った。

「エルロイ殿の言葉は私の言葉と同じだ。しかし私には領民を戦火にさらす道を選せん択たくすることだけはどうしてもできない。帝国に叛旗を翻せば確実にこの地に戦火を呼ぶこととなる。そしてアウトニアに弓をむけることは、貴族としてではなく、人として絶対にやってはならないことだと思う……。

　そして……この相反する二つの命題に対し、私は次のような決定を下すこととした」

　議場に居並ぶ人々が固かた唾ずを吞のんで見つめる中を、ミストラルはゆっくりと言った。

「私は先の命令を取り消すことはしない。私は帝国皇帝の命に従い、ネオ・アウトニアに軍を差し向けるように命ずる」

　議場に再び抗こう議ぎと失望の声が満ちた。

　しかし、ミストラルは微び笑しようを浮うかべてその抗議と失望の声を聞いていた。

　やがて、議場に集う人々はミストラルの微笑ほほえみに気がついた。

　失望と抗議の声が小さくなったそのとき、ミストラルは言った。

「私は帝国皇帝の命に応じて軍を送ることを決定した！　我々エデッサ伯はく爵しやく領は帝国に叛旗を翻したりはしないのだ！　だから、その軍がどんな編制で、いつ、ネオ・アウトニアに到とう着ちやくし、帝国軍の編制に加わるのか、それを決めなくてはならない……次の議題はそれだ」

　ミストラルは笑いながら議場を見回した。

「この会議でそれを決めなくては軍を動かすことはできない！　さあ諸君、用意はいいかね？　この会議は長引くぞ、三日や四日ではない、二週間……いや三ヶ月はかかるかもしれない！」

　議場に爆ばく笑しようが満ちた。

　居並ぶ議員のすべてが立ち上がって手を叩たたき口笛を吹ふき鳴らした。

　かくして、後に「エデッサの一年議会」と呼ばれる国家的サボタージュの幕が開いた。




　帝国皇帝の命令に服すが、実際の軍を出さない、というこのエデッサ伯の対応を知った帝国外務省の役人がミストラルのもとを訪おとずれたのはその日の夜遅おそくなった頃ころだった。

　議会から帰ってきて、シャワーを浴び、部屋着に着き替がえたエデッサ伯ミストラルの部屋に通された帝国の外交官は、いきなり言った。

「これは、どういうことですかな？　帝国皇帝は盟約に従いあなたに兵を出すように勅ちよく命めいを下したのですぞ！　その勅命を無視するということはすなわちこれ皇帝と帝国に対する反逆です！　その旨むね帝国に報告いたしますぞ」

　ミストラルは微笑を浮かべて答えた。

「勅命を無視するなどとんでもない。我々は議会における満場一いつ致ちで軍を向けることを決定しております」

「……確かに議決したと聞いている。しかし実質的に何一つ動きがないではないか！　軍人に召しよう集しゆうをかけるでもない、戦せん闘とう艦かんの出港準備をしているという様子もない……あげくのはてにマスコミは議会におけるあなたの演説を面おも白しろおかしく紹しよう介かいしているではないか」

　ミストラルはひょいと肩かたをすくめた。

「まあ……マスコミとはそういうものですからな」

「マスコミのことは百歩譲ゆずってあなたの言い分を信じましょう、しかし、軍はどうなっているのですか！　なぜ動きがないのですか！　納なつ得とくのいく説明をしていただきたい」

　外交官の尊大な顔をちらりと見てミストラルは言った。

「軍というのはピザの出前みたいに電話一本で簡単に調達できるものじゃありません。帝てい国こくのように緊きん急きゆう展開部隊をもっているならいざ知らず。こんな辺境国家にそんな余よ裕ゆうなどありません。ましてや先の桃もも星ぼし戦せん役えきからまだ一年も経たっていないのですよ。我々はあなたもご存ぞん知じのように父と旗き艦かんである戦艦ジョスランを共に失っているのです。部隊の再編制も、艦船の補修すら終っていないこの状じよう況きようで、どうやって軍が動かせると言うのですか」

「し……しかし、予備兵力だって残っているはずだ。まったく動かせないというのは承服しかねますな！」

「いたずらに事を急ぎ、壊かい滅めつ的打だ撃げきを受けた帝国の二の舞まいは踏ふみたくないのですよ」

　外交官の顔色が変わった。

「なんですと？　あなたは先の桃星戦役の皇帝陛下の戦い振ぶりを誹ひ謗ぼうするというのですか！　皇帝陛下の捨て身の作戦で救われておきながら……なんと恥はじ知しらずな！」

　ミストラルは苦笑を浮かべた。

「あの皇帝陛下が本物の皇帝陛下だなどと誰だれも信じていませんよ」

　帝国の外交官の顔色が、どす黒く変わった。

「帝国の力を信用しないというわけですか……わかりました、どうなっても知りませんぞ」

「誤解しないでいただきたい。我々は帝国の力は信用しています。しかし信しん頼らいはしていないということなのです」

　ミストラルは、高官の顔から、つい、と視線を外してテーブルの上のクーラーに入っていたワインを見た。そして微笑を浮かべると、そのボトルとワイングラスを二個取り上げた。

　サイドテーブルの上でワインをグラスに注ぎ、その一つを外交官に差し出してミストラルは微笑んだ。

「まあ、そう熱くならずに、どうですか？　ワインでも」

「……いただこう」

　自分が感情的になりすぎていたことに気づいた外交官は、ワイングラスを受け取って一口飲んだ。

　外交官がワインを飲んだことを確かめたミストラルは聞いた。

「どうですかな？　お味は」

「べつに……どうということはないが」

　訝いぶかしげな顔をする外交官に、ミストラルは悲しそうな顔をして見せた。

「そうですか……私にはこのワインがどうにも苦くて仕方がないのですよ」

「苦い？」

「ええ、これは帝国醸じよう造ぞうが売り出したワインなんですがね……なんでも元はアウトニアで作られていたものを帝国が接収したものらしいですな」

　外交官の顔が不ふ機き嫌げんになった。

「それがどうしたというのだね。武力併へい合ごうした領土の資産をどうしようと帝国の自由だ」

「ええ。それはわかっているんですがね……先日、父の遺品を整理していたら、父の口座への振ふり込こみ通知があったんですよ。調べたら、アウトニア国民評議会からの振込みとなっていたんですね。聞いたことがない団体だと思ってよく調べたら、その金は、三年まえに父が買ったアウトニアの国こく債さいの償しよう還かん金なんだそうですよ……」

「それがどうしたというのだ！」

　ミストラルは外交官を正面から見て静かに言った。

「まだ……わかりませんか？　片方の国は盗ぬすつ人と同様に手に入れたワインを自分の物として売る。そしてもう片方の国は、払はらう義務もない金を、困ったときに自分たちを助けてくれたお礼だと言って支払い続ける。それも難民同様の国民たちが出し合った金をです……だとしたら、信頼すべきはどちらの国の人間なのでしょうね？」

　外交官はテーブルの上にワイングラスをたたき付けるように置いた。

「わかった！　お前は帝国に逆らうというわけだな！」

「逆らうなどとんでもありません、皇帝陛下の勅ちよく命めいに従うと、さっきから言っているじゃありませんか……それともなんですか？　自分の言うことを聞かなければ滅ほろぼすというのですか？　アウトニアのように……」

　外交官は黙だまり込んだ。

　そしてミストラルをにらみつけると、荒あら々あらしい足音を立てて部屋を出ていった。




　そして、その頃ころ、帝国の中心から遠く離はなれた鉱山惑わく星せいのひとつ「カスタム」の地方都市「ポナラ」の下町にある安アパートの一室で、荷物をまとめていた若者の前に、タキシードを着た品の良い老人の姿をしたホログラフが立った。

『現在までのところ、アリクレストより命を受けた地方諸しよ侯こうの中で、ネオ・アウトニアに軍を差し向けることを決定したのはバリアン星系軍、アクトレス星系軍、そしてエルノリク男だん爵しやく領常じよう駐ちゆう軍だけのようです』

「だけ、と言ってもネオ・アウトニアには軍隊なんかない。戦争にすらならないだろうね」

『戦争が目的ではないということなのでしょうね』

「そうさ、目的は間ま違ちがいなく僕だ……この命令はいつ、誰の手によって立案され審しん議ぎを受けたのかわかるかい？　ヴァル」

『誠まことに申し訳ありません、この命令には立案や審議の記録がございません。帝国のどの記録にも該がい当とうするものがないのです……事前にわかっておりましたなら、どのようにも手が打てたのですが……』

「記録がない、なんてことが実際にあるのかな」

「消去された痕こん跡せきすらございません……このようなことは今までなかったことでございます」

　マイドはしばらく考えていたが、やがて顔を上げた。

「即そく位いして三年……そろそろ動き出す頃だと思ってはいたけどね」

『ご心配ではないのですか？』

「心配しているさ。これからの戦いは今までのように相手の手の内が全部見えるポーカーゲームじゃなくなるわけだからね。でも、彼らの組織は巨きよ大だいで小回りが利きかない。どんな命令も作戦も事前に根回しと、下準備をやらなくちゃならない。いくらアリクレストが命令を下しても、実際に組織が動き出すにはタイムラグがある。僕たちに付け込む隙すきがあるとしたらそこだろうね。これからはスピードと小回りが僕らの武器だ」

『お帰りになりますか？』

「ああ、ケルプに連れん絡らくを取ってくれ」

『かしこまりました』

　数十秒しないうちに、折りたたみの小さなテーブルの上に置かれた汎はん用よう端たん末まつに、驚おどろきに目をまん丸にしているケルプ・ワインガーのホログラフが立ち上がった。

「やあ、ケルプ、元気そうだな」

　ホログラフのケルプは、目をぱちくりさせた後で叫さけんだ。

『マイド！　てめえ！　この！　一体何をやってやがるんだ！　今、ネオ・アウトニアがどうなっているのか知っているのか！』

「知っているよ、だから、ほら……」

　マイドは身体からだをずらして、旅行用にまとめられた荷物がケルプに見えるようにした。

　ケルプの目が再び丸くなった。

『来るのか！』

「ああ、長い間留守にしていて悪かった」

『すぐに迎むかえを出す！　俺のところの……海かい賊ぞく団のなかでもとびっきり速い船を回す！　どこに行けばいいんだ？』

　マイドは首を振ふった。

「いや……それは危険だ。帝てい国こくはありとあらゆる場所に捜そう索さく網もうを張り巡めぐらしている。ましてや君の海賊団に所属する船なら絶対に臨検されちゃうだろうな」

『確かにな……ネオ・アウトニアの近くに通じる跳ちよう空間ゲートには近衛このえ師団が常駐で張り付いてるし、一番近い星系との間にある通常空間には監かん視し拠きよ点てん衛星を引っ張ってきて空域の監視をやっているという情報が入っている……普ふ通つうの方法じゃ難しいかもしれないな』

　そう言った後で、ケルプは自分の言った言葉の意味に気がついてにやっと笑った。

『……そうか、普通じゃない方法なら簡単だということか』

　マイドは肩かたをすくめた。

「まあね、簡単かどうかは調べてみないとわからないけど、調べてうまくいきそうだったら、あらためて指示を出すからそれに従って動いて欲しい」

　ケルプは不安そうに言った。

『お前のことだから大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど……まったく知らされていないってのも不安だ。差し支つかえない程度に教えてくれないか……その、お前が考えている方法ってのを』

「ああ、いいよ。この通信はサイコウェーブ通信だから傍ぼう受じゆ解読される可能性は低い。さわりぐらいならかまわない」

　マイドはそこで言葉を切ると、ちょっと真しん剣けんな顔をしてケルプに聞いた。

「いま、帝国が帝国領内で行っている監視は人間に対してだけなのかい？」

『ああ、七：三の割合で人間だな、ネオ・アウトニアに近づくに従って荷物に対する検査も厳しくなってくる』

「帝国内の物流に関してはどうなってる？」

『帝国の領内に関してはフリーパスだ、普ふ段だんと変わらない。一日に動く膨ぼう大だいな物流から考えればわかるだろう？　たとえ帝国軍の軍人を全員、事務員まで動員したって検査なんかできっこないからな……それがどうかしたのか？』

　マイドはにやっと笑った。

「いやね……僕は今日から物になろうかと思っているんだ」

『物だって？』

「そう、帝国の宅配便業者の信しん頼らい性は高いよ。だったら物になっても大丈夫だと思うんだ。どうかな？」

　ケルプワイン海賊団の旗き艦かん、ゴッドフェニックスの指揮官室のパーソナルスクリーンを眺ながめながら、ケルプはなんと答えていいのかわからなかった。

　……そりゃあ物になっちまえば検問なんかフリーパスだし、何の問題もない。

　でも、宅配便は、生きた人間を運べるようなシステムにはなっていない。温度だって衝しよう撃げきだって気密性だって人間と貨物じゃ大きな違ちがいがある。

　……マイドのやつ、いったいどうするつもりなんだ？

　ケルプの疑問をよそに、スクリーンの中のマイドはいつものやさしい微び笑しようを浮うかべていた。




　ネオ・アウトニアの首都ネオ・ユーマの中心部にある都市構造物、アルファドーム。

　そのドームの最頂部。

　地表から二百メートルほどのところにあるその展望室は、このアルファドームが、かつて移民船アルファ・カスタムだった頃ころに艦橋ブリツジとして使われていた。

　機関コントロールと、操縦系の端たん末まつは取り払はらわれていたが、それ以外の各種の情報端末が並んだままになっているその部屋の窓から夜空を見ていたマリリンは、このアルファドームが再び宇宙に飛び立っていくような錯さつ覚かくを感じていた。

　……そういえば、ルサやカワハヤは今ごろ何をやっているんだろうねえ。

　退職金代わりに渡わたしたシザーズ・クイーンも無事かな……ボロ船だったけど、素す直なおで芯しんがしっかりした船だったよね。

　夜空にまたたく星の海を見上げて感かん慨がいにふけっていたとき、後ろの自動ドアが開く音がした。

　……メイだね。

　何の根こん拠きよもなかったが、マリリンはそう感じた。

「マリリンさん！」

　背中で明るい声がはじけた。

　自分のカンが当たったことに満足しながらマリリンはゆっくりと振り向いた。

　頰ほおを紅潮させたメイがそこに立っていた。

「あの人が……マイドが帰ってきます！」

　マリリンは微笑ほほえんだ。

「知ってるよ、私もケルプから聞いたから」

　メイは半分泣きそうな顔をして頰を押さえて言った。

「あの人に会ったら、私……なんて言えばいいんでしょうか？」

「何言ってるんだい、一日一回は、必ずバーチャルネットで会ってるくせに」

　メイは顔を赤くした。

「ええ……でも、違うんです。今度は本当のマイド先生なんです……その……目が覚めても消えないでそこにいてくれる、実体のマイド先生なんです！

　……私……どうしたらいいんでしょう？」

　マリリンはにやっと笑った。

「そうだねえ……実体のマイドに会うんだったら……とりあえずシャワーを浴びて、身体からだを磨みがいて、んでもって一番可愛かわいい下着を身につけることをお勧すすめするねえ」

「マリリンさん！」

　メイは耳の先まで真っ赤になった。

　その素そ振ぶりを見たマリリンは驚おどろいた。

「ちょっと待ちな、ひょっとして……あんたら……まだ何もしてないのかい？」

　メイは真っ赤になったまま小さくうなずいた。

「あの……手て触ざわりから何から本物と同じあの空間で毎日会って……あんなこともこんなことも何でもできるあの空間で、二人きりで会っておきながら何もしてないって言うのかい？」

　再びメイはうなずいた。

　マリリンはため息をついた。

「まったくもう……馬ば鹿かなんだかオクテなんだか朴ぼく念ねん仁じんなんだか……」

　そう言ってからマリリンはギョッとした顔をした。

「まさか……異常ってことはないよね、体のどこかに欠けつ陥かんがあるとか？」

　メイは驚いたように顔を上げた。

「そんなことはない！……と思います」

　そして再び下を向くと、とても小さな声で付け足した。

「いえ……確かめたことは、その……ないんですけど……」

　マリリンは、その下を向いたメイの頭の上に右手をぽん、と載のせた。

「ま……ゆっくり確かめるこったね。これから、あんたらには時間がいっぱいあるんだからさ」

　マリリンの手を頭の上に載せたままメイは、こくん、とうなずいた。

　アルファドームの展望室の窓の前に立つメイとマリリンは、黙だまったまま夜空を見上げていた。

　銀河周辺部に位置するネオ・アウトニアから見る夜空に星の数は少なく、帝星から比べるとその夜空は、はるかに暗く見えた。

　その数少ない星を見上げてメイは思った。

　……あの空のどこかから、今、ここに向かって旅をしている人がいる。







[image: 第八章　送りつけられた男]







　第八章　送りつけられた男







　メイがうれしさと不安の入りまじった目で空を見上げていたその頃。

　銀河中心部から少し外れた通常空間宙域を、古ぼけた中型コンテナ貨物船が航行していた。

　最近はほとんど見なくなったフィッシュボーン型のフレーム構造からみても艦かん齢れいは五十年を超こえているに違いない。

　以前の会社のものと思われるマークの上を雑に塗と装そうして消した後があるところから、きっとどこかの会社で処分した古い船を買い取った個人営業の貨物船というところだろう。

　定期航行ルートの周辺域のパトロールを強化していた近衛このえ師団の軽巡じゆん航こう艦かんアルファキャットの艦長は、その貨物船の、前方からゆっくりと近づいた。

　こういった個人営業の貨物船は、定期ルートを通らないことがよくある。

　特に不ふ審しんであると認めたわけではないが、その貨物船の前身を知っている身としては、見過ごすわけにもいかなかった。

「停船信号を送れ、臨検する」

　艦長の命令を聞いた副官が振ふり返って聞いた。

「この船は……確か三日前にも臨検しました、我々が追い越こすときにです。折り返してきたら出会っただけですよ」

「わかっている。本来ならば臨検対象にはならないが……船が船だからな」

　副官は肩かたをすくめた。

「まあ……確かに停とめる理由にはなりますな」




　貨物船のブリッジの中央にある通信モニターに映った帝てい国こく軍の兵士が、ぶっきらぼうな口調で告げた。

『こちらは帝国軍艦アルファキャットである、貴艦の艦名、所属政府、積み荷を申告せよ』

　宇宙船のブリッジに座った細身の中年の宙航士が、投げやりに答えた。

「三日前と同じ」

『わかっている。手続きだ、答えてくれ』

「三日で変わるようなモンじゃないですけどね……わかりましたよ、答えますって。艦名、シザーズ・クイーン、所属政府サーモニア、積み荷は食料品と雑貨」

『積み荷を確かく認にんしたい。停船し、こちらの臨検部隊の到とう着ちやくを待て』

「へいへい、わかりました」

『念のために警告しておくが、我々はビーム砲ほうの照準を貴艦に合わせていることを忘れないで欲しい』

「忘れちゃいませんって。もう慣れっこですよ、毎日一回はこうやって臨検されてるんだから……あんただって知ってるだろ、この船がアウトニアの王家専用船だったのは三年も前のことだって。今はただのオンボロコンテナ貨物船でしかないんですよ。やるなら早くやっちゃってください、積荷が遅おくれるとまた延えん滞たい金きん払はらうハメになりますんで」

　モニターの中の兵士は、すまなそうな顔になった。

『たびたび呼び止めてすまないとは思うが、あんたの船は重要臨検対象船なんだ。停めないで見過ごすとこっちが処分を食らうんだよ』

　宙航士は肩をすくめた。

「わかってますって、お互たがい使われる身だしね……』

『さっと形式的に終らすよ』

「どうもすみませんっす」

　モニターは切れた。

「さて、帝国軍が来るぞ。ルサ、四番コンテナのアンカーボルトを確認しておいてくれないか？」

　後ろの席に座っていた小太りの中年男がうなずいた。

「了りよう解かいした。センサー上では異常なしだな」

「積み出し港の封ふう印いんもか？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ、絶対にわかりっこない」

　やがて、シザーズ・クイーンの船外モニターに、バーニアをふかしながら近づいてくる一個分隊ほどの数の帝国軍の起動服の乗ったランチが映った。

　宇宙服を着た男の映像が通信モニターに映った。

　ノイズ交じりのその映像の中でその男は告げた。

『帝国軍近衛師団第百二十三船外活動分隊だ。皇こう帝ていの命により貴艦の貨物コンテナを臨検する』

「どうぞ、存分にお調べください」

　カワハヤが、そう答えて数十秒しないうちに、再びノイズ交じりの映像が映った。

『よし、臨検終了！』

「ずいぶん早いんですね！　大丈夫なんですか？」

　そのとき、最初に映ったのと同じ兵士がモニターに割り込んできた。

『こちらのデータによると、お前さんたちがカスタムを出港してここまでの間に臨検を受けている回数は、これで七回目だ。本来なら顔パスってところなんだが、一応タテマエだけでもやっとかないと、記録を調べられると困るんでな。起動服分隊を収容したら合図をする、それから加速を開始してくれ』

「どうもすみませんねえ、これで延滞金支払わないで済みそうです」

　モニターに映った兵士はにやっと笑った。

『それにしてもあんたらも、とんでもない船を買ったもんだな。おちおち航海もできないだろう』

「まったくですよ、お尋たずね者が乗っていた船だなんて知らずに安いからってんで買ったら、こんないわくつきの船だったなんてね。まったく安物買いのゼニ失いってのは本当のことですねえ」

『……本当に、今でもお尋ね者が乗っていたりしてな……よし、収容終了だ、気をつけて』

　兵士のにやにや笑いを残してモニターは切れた。

　ブリッジの二人は、顔を見合わせた後で大きなため息をついた。

「驚おどろかせやがるぜまったく……」

「俺は心臓が悪いんだ、いいかげんにして欲しいぜ」

　そのときブリッジのメインコンソールにタキシード姿の老人のホログラフが立ち上がった。

『誠まことに申し訳ありません、お忙いそがしいところを無理やりお頼たのみ申しまして』

　ルサとカワハヤは笑った。

「いや、いいんだよヴァル。俺たちもれっきとしたアウトニアの国民だったんだからな、メイ様やらマリリン姉あね御ごのお役に立てるなら嬉うれしい限りさ」

「それにしても、あいつも、よくもまあこの船に乗る気になったよな」

　ヴァルは微笑ほほえんだ。

『マイド様と相談いたしまして、一番見つかりにくい船は、やはりこれしかないということになったのです』

　カワハヤは、ため息をついた。

「確かになあ、一番怪あやしくて一番怪しまれないのがこの船だよな。誰だれもが一回は捜さがす場所ってのは、意外と細かく捜さないんだよな」

「ああ、もし、金目当てで会社の事務所を捜すとしたら、一番最初に捜すのは、目に付く金庫だろう。でも、その金庫の中が空っぽだったら、あきらめて他を捜すのが普ふ通つうだよな。金庫の扉とびらの壁かべが二重になっているんじゃないかとか、金庫の底に金の入った封ふう筒とうが貼はり付けてあるんじゃないか、とか考えるヤツはそういない。ましてや他の人間が何回も捜したような空っぽの金庫なんか最後には無視されるのがオチだよな」

「違ちがいないや」

　ルサとカワハヤの二人は顔を見合わせて笑ったあとで、ヴァルに聞いた。

「ところでよ、ヴァル。マイドは大丈夫なのか？」

『ご安心ください、こちらでモニターしております』

「そうか、お前さんがついているなら安心なんだろうけど、人間があんな形で、ましてや宅配便にされるのなんか前代未み聞もんだぜ」

「でもよ、確かに宅配便とかの荷物の輸送ルートと旅行する人間のルートは全く違うけど、目的地が同じならば確実に同じ場所に着くんだよな、帝てい国こくの膨ぼう大だいな物流ルートにまぎれ込むわけだから、途と中ちゆうで見つかる可能性も低いというわけか、やっぱりあいつはすごいや」

　カワハヤは、ルサと会話しながら打ち込んでいたデータをモニターに表示した。

「さて、エルランディの貨物ターミナルに到とう着ちやくしたら、四番コンテナは、エルリット急送の船に載せ替かえだな。そこから先はエルリット急送が跳ちよう空間航法でネオ・アウトニアのすぐ近くの空域まで運んでくれるというわけだな」

「イカダ流しでコンテナだけ渡わたすのはいいけど、ちゃんとイカダ乗りが待っているんだろうな。間に合わなかったら、マイドの乗ったコンテナは宇宙の迷子だぜ」

　ヴァルは微び笑しようを浮うかべ、ゆっくりと首を振ふった。

『いえいえ、そのようなことはございません。ご安心ください、ケルプ様たちが、そろそろネオ・アウトニアに到着する頃ころでございます』




　シザーズ・クイーンのブリッジでヴァルが自信たっぷりの微笑を浮かべていたその頃。

　帝国の北辺銀河の中心地であるシードクロス星系の帝国軍前進基地では大おお騒さわぎになっていた。

　そこは、今回の帝国軍の作戦対象であるネオ・アウトニアに最も近い軍事基地であり、この周辺星域で唯ゆい一いつの軍用の跳空間プラットフォームが設置されていたからである。

　たった一つしかないタンホイザーゲートからは、次々に宇宙船が吐はき出されて、途と切ぎれることがなかった。

　この基地に設置されたタンホイザーゲートの数は、予備ゲートを含ふくめて二個。

　一つは宇宙船の受け入れに、そしてもう一つはネオ・アウトニア星系へ宇宙船を送り出すために使われることになっていた。

　通常空間の座標を選せん択たくし、地点から地点へと自由に跳ぶことのできる跳空間航法装置を搭とう載さいした船はごく少数だった。

　跳空間航法装置は巨きよ大だいで、かつ高価であるため、民間船では専用の高速貨物船にしか搭載されておらず、軍ぐん艦かんでもＦ型戦艦以下の小型の艦には搭載されていなかった。

　特別に設計された高こう速そく艇ていや快速艇の中にはこの装置を搭載したものもあったが、非常に高価なため、国力豊かな帝国ですら皇帝直属の部隊に数すう隻せき配置されているだけだったのだ。

　自力で跳空間航法を使うことのできない普通の宇宙船たちは、通常空間の中に設置されたタンホイザーゲートと呼ばれる跳空間への入り口を通ることによって、この航法の恩おん恵けいを得ることができた。

　タンホイザーゲートによって、ゲートとゲートの間の物理的距きよ離りが圧縮されることにより、通常空間を航行する能力しかない宇宙船であっても、数万光年離はなれた星系間を結んで航行することができるのである。

　しかし、この航法では、目的地にゲートが作られていなくては、跳空間航法装置を持たない船はそこに行くことができない。

　そこで考えられたのが、Ｎフィールドと呼ばれる中立フィールドの発生装置である。

　このフィールドを作動させながらタンホイザーゲートを通ると、その宇宙船は跳空間の中の任意の一点で停止することができる。

　そして、改めて転移したい通常空間座標を選択してＮフィールドを解除すると、その目的地に近い通常空間上に転移することが可能なのだ。

　これは、タンホイザーゲートを持たない星域にも行くことができる画期的な発明だった。

　しかし、問題もあった。

　この方法でタンホイザーゲートのない星域に転移した宇宙船は、同じ航法を使って帰ってくることができない。

　Ｎフィールドを展開し、通常空間と跳空間の境目を全力航行しても、せいぜい光速の三倍という速度しか出ない。

　これは言わば、片道だけの特急券のようなものである。

　行きは特急券で一時間で行くが、帰りは各駅停車で六時間かかるということである。

　それでも往復で十二時間かかるよりはマシということで、この航法はさまざまな小型艦に搭載された。

　特に、迅じん速そくな部隊展開を求められる軍艦においては、哨しよう戒かい艇ていサイズの小型艦にすらこの航法装置が搭載されていた。

　シードクロス星系の軍事基地のタンホイザーゲートからＮフィールド特有の薄うす紫むらさき色の輝きを帯びた軍艦が次々出てくるさまは実に勇壮だったが、ゲートを管理している係員はとてもそんな光景を見ているヒマはなかった。

　帝てい国こく皇帝からの命令が、あまりに急だったために、シードクロス星系側の受け入れ態勢が、まったくできておらず、推進材などの補給物資すら届いていない状態だったのだ。

『転移してきた艦はＡ区画に移動し、そこで艦名と所属名を申告しろ』

『ここでは補給はできない。補給を受けたい艦は要求リストを作成して、後日基地司令部宛あてに送付願いたい』

『指揮官及および指揮系統についても現在のところ未定である。全軍が到とう着ちやくした後編成を行うので待機願いたい』

　シードクロス星糸の軍事基地の中央指揮室にある通信コンソールに陣じん取どって、矢や継つぎ早ばやに指示を下しているのは、実を言うとオペレーターではない。

　彼らは帝国軍参さん謀ぼう本部から急きゆう遽きよ派は遣けんされた作戦参謀たちだった。

　いや、正確に言えば彼らは正規の作戦参謀ではなく「元・作戦参謀」たちだった。

　第九次桃星戦役で敗北寸前に陥おちいった帝国軍は、その責任を当時、地方諸しよ侯こうのところに連絡参謀として送り込まれていた人間に押し付けた。

『通信連絡の重要性を理解せず、帝国軍に混乱を生じさせ、いたずらに損害を増やした』

　という理由で彼らの多くは予備役に回されることとなった。

　あの第九次桃星戦役の最後の戦いを知っている人間を、帝国軍の中ちゆう枢すうにおいておくわけにはいかないというのが本当の理由であることは、周知の事実だった。

　予よ備び役えき将校として退職もしくは出向したために、一時的に飼い殺しにされていた予備役準備室の将校たちに、この作戦への参加命令が下った理由は、やはり皇帝の命令があまりに急だったからである。

　小さな作戦行動ならいざしらず、今回のネオ・アウトニア侵しん攻こうのような遠えん隔かく地ちで、しかも複数の艦隊を運用するような作戦行動の時は、最低でも数週間、長いときは半年近い準備期間が必要とされていた。兵力を動かすのにも準備が必要なように、その作戦を動かす人間を準備するのにも時間は必要だった。このとき、帝国軍参謀本部には、この作戦を担当できる手て空すきの参謀がいなかったのだ。

　……丸まる腰ごしの開拓惑星に武力侵攻するという、戦争とも紛争とも言えないこんな馬ば鹿か馬鹿しい作戦を担当させるにふさわしいのは、やっぱり俺のような窓まど際ぎわ族の参謀ってことなんだろうな。

　帝国参謀本部予備役準備室所属のサイトウ中ちゆう佐さは、集まってきた艦艇のデータを整理しながらそんなことを考えていた。

　モニターにずらずらと並ぶ艦名と艦種、そして所属星系を眺ながめていたサイトウ中佐の目が、その中の一行に吸い寄せられたのはそのときだった。

　……あれ？

　サイトウ中佐は、コンソールのイスにもたれかかっていた姿勢を変えて、身を乗り出した。

　リストをもう一度しっかりと読んだ。

　……艦名、レバイアサン、艦種、重巡じゆん航こう艦かん、所属星系、エルノリク男だん爵しやく領。

　……艦名と所属星系こそ違ちがうが、艦のデータからみて間違いない。こいつはケルプワイン海かい賊ぞく団の旗艦ゴッドフェニックスだ。

　よく見ると、リストの中には、所属星系こそエルノリク男爵領となっているが、どう見てもケルプワイン海賊団に所属する艦としか思えない艦が、十数隻含ふくまれていた。

　皇帝の勅ちよく命めいが下った地方諸侯の中にサーモニアは含まれていない。それどころかサーモニアの艦はこの空域に立ち入らせないようにという通達が出ていたはずだ。皇帝の命令に違い反はんしてサーモニアに所属する艦かんが立ち入った場合は、いかなる理由があろうとも無警告で直ちに撃げき沈ちんし、サーモニアを反逆的国家として断じ、直ちに帝国の正規軍を差し向けると公示された。

　とても常識では考えられない命令だが、アウトニアとケルプワイン海賊団の結びつきを知っている人間には、よくわかる。

　……なのに、堂々とこんなところにやってくるなんて、いったい何を考えているんだ？　帝国に知られたらサーモニアは反逆者として帝国に滅ほろぼされてしまうぞ。

　そのとき、サイトウ中佐は、リストの欄らん外がいに、付属データが添てん付ぷされていることを示すマークがついていることに気がついた。

　そのマークをクリックして、画面に出たデータを見たサイトウ中佐は、思わず声を上げて笑った。

　……そうか、そういうことか。

　そして、もう一度モニター画面を見直してから、にやりと笑ってつぶやいた。

「よし、では、あの大馬鹿司令官に、エルノリク男爵領艦隊に対し、ネオ・アウトニアに対し強行偵てい察さつを行う命令を出すように進言するとするか……」




『……と、言うわけだ。諸君らの健けん闘とうを祈いのる』

「了りよう解かいいたしました！　我がエルノリク男爵領艦隊は、これよりネオ・アウトニア星域に対し、強行偵察を行います！」

　モニター画面に映るサイトウ中佐に向かって、軍服を着込んだ十五歳くらいの少年が敬礼した。

　画面の中のサイトウ中佐は表情も変えずに付け足した。

『これは非常に危険な任務であり、帝国参謀として、このような任務に君のような若者を送り出すことは、心苦しいのだが、君の艦長は歴戦のつわものだ。艦長を信しん頼らいして任務に赴おもむくが良い』

「了解いたしました！」

　エルノリク男爵領艦隊総司令官のサライ・エルノリクが再び敬礼すると通信は切れた。

　サライは、後ろを振ふり返って不安そうに言った。

「今ので良かったのでしょうか？　ケルプ艦長」

　ケルプは、にやっと笑ってうなずいた。

「ああ、完かん璧ぺきだ。あの参謀は第九次桃もも星ぼし戦せん役えきのとき、俺たちと一いつ緒しよに戦ってくれたんだ。きみたちエルノリク男爵領艦隊と同じようにね」

「味方なんですね」

「味方というかなんというか、まあ表立ってアウトニアの応おう援えんはできないが、何かと便べん宜ぎを図はかってやろう、という立場だろうな。この強行偵察作戦みたいにな」

　サライはにこっと笑った。

「ケルプワイン海賊団……今はエルノリク男爵に雇こ用ようされているからエルノリク男爵領艦隊ですけど……その船だけでネオ・アウトニアの周回軌き道どう近くまで行って防衛状じよう況きようを確かく認にんせよ、なんて命令は、私たちの正体を知らなけりゃ出すわけないですよね」

「ああ、でも俺たちの正体がバレないように、そこはそれ、それなりの細工が必要だな」

「任せておいてください」

　サライは、通信オペレーターに向かって指示を出した。

「タンホイザーゲートに入る寸前に全艦隊に向けて通信文を発信してください」

「文面は？」

「我、これよりネオ・アウトニアに対し挺てい身しん隊として赴かん。もとより生せい還かんを期せず。我に続くを信ず」

　サライが笑いながらケルプを見た。

　今度はさっきの笑いよりかなりイイ性格の笑い方だった。

「生還を期せず、で間違っちゃいないでしょ？　もう帰って来ないんだし」

「まあ、そうだな、間違っちゃいない」

　ケルプはうなずきながら、心の奥で、どうしてアウトニアに味方するヤツってみんな似たような性格なのだろうと考えていた。




　ネオ・アウトニアの地表にあるアルファドームの展望室には、人があふれていた。

　壁へき面めんなどに設置された各種のセンサーモニターのほとんどに電源が入り、制服を着込んだ人々がきびきびとした動作でコンソールの周囲を歩き回っている。

　それは、まるでこのアルファドームが、宇宙船アルファ・カスタムだった頃ころのような光景だった。

　この展望室は昨日からネオ・アウトニア軍中央指揮室として使われていた。

「衛星軌道上に、ケルプ・ワインガー殿どのの艦隊が現れました！」

「よし！　極地の観察基地より軌道探査用ロケット発射！」

「発射しました、十五秒後に軌道上で爆ばく発はつの予定」

　十五秒後。ネオ・アウトニアの衛星軌道上にいくつもの爆ばく炎えんが輝かがやいた。

「爆破完かん了りよう！　この反応爆薬によるスペクトルは、監かん視し衛星からも確認できるはずです」

「ケルプワイン艦隊より緊きん急きゆう通話周波数帯で救難信号が発信されました。文面は『我、帰き還かん不能、投降す』です」

　中央指揮室にいた全員が歓かん呼この声を上げた。

　指揮室の中央にあるメインコンソールに座っていた少しよう佐さの階級章をつけた男が立ち上がった。

　それは、このネオ・アウトニアの開かい拓たく村でトラクターを運転し、ブドウ畑を耕していたカターク少佐だった。

　カターク少佐は生き生きとした表情で命令を下した。

「よし！　直ちに衛星軌道上のケルプワイン艦隊と連れん絡らくを取ってくれ。このチームは、このままマイド閣下の受け入れ作戦に移行する！」

　指揮室に居並ぶ士官たちは敬礼した。

「了りよう解かい！」

　敬礼を終えた士官たちは、一気に動き出した。

　通信コンソールの脇わきの席にいたマリリンが、通信用紙を持って目の前に歩いてきた女性士官に声をかけた。

「ちょっと、シンディ。聞きたいんだけどさ、あんたらの着ている制服って、それ、昔のアウトニア軍の制服だろ？」

　シンディと呼ばれた女性士官は、にこっと笑った。

「ええ、そうですよ。ちゃんと取っておいたんです、クリーニングして」

「この星に移住するときに持ってくることが許された荷物って、すごく少なかったんだろう？　なのに、よく制服なんか持って来れたね」

「ええ、他の服なんか捨てたっていいって。その代わりにこの服だけは絶対に持っていこうって……みんなで決めたんです」

「みんなで？」

「ええ、みんなで。あの日、アウトニアが滅めつ亡ぼうした日の夜、マイド閣下から全員にメールが来たんですよ。申し訳ない、でも僕は絶対にアウトニアを復活させる、だから絶対に希望を捨てないでくれ……って。だから。私たちは話し合って決めたんです。アウトニアが復活するならアウトニア軍だっていつか必ず復活するはずだ。だから制服を捨てないで取っておこうって……」

　シンディはもう一度笑った。

「捨てないで、本当に良かったと思いますよ」

　一礼して去ってゆくシンディの背中を見てマリリンは思った。

　……人間の実力とは個人の力じゃない。実力者とか英えい雄ゆうというのは一番うまく他人の力を使うことのできる人間を言う。

　だとしたら、やっぱりあんたは英雄なんだよ……マイド。




　その頃。跳ちよう空間の中の座標を帝てい国こくの中心部から辺境部に向けて航行するエルリット急送の巡じゆん回かい高速貨物船があった。

　この会社は、跳空間航法装置を積んだ大型の貨物船をいくつか所有しており、主に大規模な貨物ターミナル拠きよ点てん間を結ぶことを業務としていた。

　その高速貨物船のブリッジでは、年かさの船員が、若い船員に何やら説明をしていた。

「だからな、途と中ちゆうの貨物の受け渡わたしにいちいち減速と加速をやっていたんじゃ、時間とコストがかかって仕方ねえって理り屈くつはわかるよな」

「ええ、わかります」

「考えてみれば、減速が必要なのは貨物だけであって、別に貨物船は減速する必要はないんだ。俺たちは航行を続けながら、貨物の入ったコンテナだけを通常空間に放ほうり出してやりゃあいいってわけだ。だからこの方法はイカダ流しって呼ばれているってわけさ」

「でも、この高速貨物船は跳空間の中でもドライブをかけて加速してますよ。その加速度を持ったまま放り出されたコンテナが、通常空間に出たときにかかるショックと加重はめちゃくちゃな数値になるんじゃないんですか？」

　年かさの船員はうなずいた。

「そうさ、だからこの方法は荷物、それも頑がん丈じような荷物にしか使えないんだ。生き物や壊こわれ物を乗っけたコンテナをイカダ流しなんかやった日には、積み荷は全滅だ」

「でしょうねえ」

　そう言ってから若い船員は気がついたように聞いた。

「でも、先せん輩ぱい。放り出したコンテナは、どうやって回収するんですか？」

　年かさの船員はにやっと笑って言った。

「川に流したイカダにはイカダ乗りが乗って、木場まで持っていくのが普ふ通つうだろう？」

「イカダ乗り？」

「そうだ、亜あ光速に加速されている貨物コンテナに、小型艇ていで追いついて、同調してアームで固着して減速するってわけさ」

　若い船員の目が見開かれた。

「それって……めちゃくちゃ危険なんじゃないんですか？」

「そうさ、だから最近はめったにやったことがない。知ってるヤツだって少なくなっちまった……現にお前さんだって知らなかっただろう？」

「ええ、知りませんでした」

「俺だって何年ぶりかだな、イカダ流しなんかやるのは……さて、そろそろ切り離はなし地点だな、十六番コンテナの接続ボルトの状態を調べてくれ」

「わかりました」

　そう言ってモニターを眺ながめた若い船員は、思い出したように聞いた。

「そういえば……十六番コンテナの中身って……何なんですか？」

「確か……星野屋とかいう牛ぎゆう丼どんチェーンの荷物で、冷れい凍とう牛丼の具と、店てん舗ぽ設備一式だと思ったな」

「冷凍牛丼の具と店舗設備？　なんでそんなものをこんなに急いで送らなきゃいけないんでしょうかねえ」

「知るもんか。きっとどこかのイベント会場で牛丼屋の模も擬ぎ店でも出すんじゃないのか？　荷物の事なんか詮せん索さくしてないで俺たちは無事にそいつが届くことを心配してりゃいいんだ。そろそろスタンバッておけよ」

「そうですね」

　若い船員はひょいと肩かたをすくめた。




　跳空間航法によって跳空間を航行していた宇宙船が、ゲートを使わずに通常空間に転移する、いわゆるＮフィールド航法を使うとき、転移できる通常空間の空域は限られていた。

　それは、星系と星系の、ほぼ中間。

　恒こう星せいや惑わく星せいの重力波の干かん渉しようがもっとも少なく、かつ、星間に漂ただよう物質がもっとも少ない空域が選せん択たくされていた。

　もし、跳空間から通常空間に転移した際、その空域に物質があると、その物体と干渉し大だい爆ばく発はつを起こしてしまうからである。

　ネオ・アウトニア星系と、その隣となりにあるメトクサ星系のほぼ中間あたりの、もっとも星間物質の少ない空域に、ひとつの人工建造物が浮うかんでいた。

　それは、二週間前にこの空域に設置された帝てい国こく軍の拠きよ点てん監かん視し衛星だった。

「動きは？」

「今のところありません。二日前の爆発の後は何も」

　監視衛星の多重センサーモニターを眺めながら、少しよう佐さの階級章をつけた士官が、薄うす笑わらいを浮かべてつぶやいた。

「あの、エルノリク男だん爵しやく領艦かん隊たいが全ぜん滅めつしたといわれている攻こう撃げきか。あっさり騙だまされやがって、まったく」

　脇わきの席にいた士官が不思議そうな顔をして上官を見上げた。

「騙された、とはどういうことなのですか？　テディ少佐殿どの」

　テディと呼ばれた男は、忌いま々いましげに腕うでを組むと、コンソールの上に足を投げ出した。

　その、投げやりな態度を見た部下の顔に軽けい蔑べつの色が走ったのをテディは見落とさなかった。

「行ぎよう儀ぎが悪いと言いたいんだろう？　ジャミー少しよう尉い」

　ジャミーと呼ばれた少尉はあわてて首を振ふった。

「あ、いえ、そんなことは……」

　テディは笑った。

「しょせん平民出の将校などこんなものさ。でもな、アウトニアに援えん軍ぐんが到とう着ちやくするのを黙だまって見過ごしていた大おお馬ば鹿か野や郎ろうどもに比べれば、行儀なんか関係ないぜ」

　ジャミーは驚おどろいた。

「アウトニアに援軍ですって？　そんな、我々がここに配置されてから、ネオ・アウトニア星系に侵しん入にゆうした艦かん艇ていは一隻せきもありません！」

「エルノリク男爵領艦隊がいるじゃないか」

「しかし、あれは我々の……」

　そこまで言ったときジャミーの目が見開かれた。

「まさか……」

「そうだ。俺は調べてみたんだ、そうしたら面おも白しろいことがわかったぜ。エルノリク男爵領艦隊の正体はケルプワイン海かい賊ぞく団だ」

「ケルプワイン海賊団？　あのマイドと一いつ緒しよに動いていた犯罪者集団ですか！」

　ジャミーの言葉を聞いたテディは、少し驚いた。

　……こいつは帝国の公式発表しか信じていないらしいな。士官学校で教わったこととマニュアル以外に真実はないと信じているクチか。使いものになるのにしばらくかかるな。

　ジャミーはテディに尋たずねた。

「しかし少佐殿、なぜ、帝国軍の司令長官閣下はそのことに気がつかなかったのでしょうか？」

「自分の目で確かく認にんしたり、考えたりしないで、画面上のデータだけしか見てねえから、あっさり騙されちまったんだよ。ケルプワイン海賊団ってのは傭よう兵へいだろう、それをエルノリク男爵領が雇こ用ようして、自分のところの艦隊として名前を変えてここに持ってきたんだよ。名前と所属星系だけで見ればれっきとしたエルノリク男爵領艦隊だからな」

　ジャミー少尉は、怪け訝げんそうな顔をしてテディ少佐に聞いた。

「今回の作戦司令官は、士官学校を首席で卒業された優ゆう秀しゆうな方だと聞いております。すべての学科試験にＡＡＡ評価を取ったという……それだけ優秀な方がなぜそのようなミスをするのでしょうか？」

「学科試験でＡＡＡを取るような人間だからだろ」

「は？」

　心の底からわけがわからないという顔をするジャミー少尉を見て、あきらめたようにテディは言った。

「まあ、お前にはわからんだろう。そろそろ当直の交代だな、引き続き監視を続けてくれ。俺は奥の自室で報告書を作成している……お前の任務はわかっているな？」

　ジャミー少尉は胸を張って暗あん誦しようするように言った。

「はい！　我々の任務は、ネオ・アウトニア星系に近づく宇宙船を発見し、帝国に対する反逆者マイド・ガーナッシュがネオ・アウトニアに近づく前にそれを防ぐことであります！」

「そうだ、よく一言一句間ま違ちがえずに覚えていたな」

　テディ少佐の言葉を聞いたジャミー少尉は嬉うれしそうに笑った。

「はい！　私は士官学校の成績は優秀でありました」

　テディは小さくため息をついた。

　……誉ほめられたと思ってやがる。ダメだなこいつ。




　その頃ころ、跳ちよう空間航法中のエルリット急送の巡じゆん回かい高速貨物船のブリッジでは、船員たちが緊きん張ちようした声で、最終確認を行っていた。

「切り離はなし予定ポイントまであと十三秒」

「カウントダウン開始」

「コンテナ質量に変化なし。転移済みの先行センサーより転移先の空間の情報が送られてきました。オールグリーンです」

「慣性モーメント移行！　Ｎフィールド発生！」

　モニターの中に映る古ぼけた何の変へん哲てつもない貨物コンテナが薄うす紫むらさきの力場につつまれていくのが見えた。

「Ｎフィールド展開終しゆう了りよう」

「切り離し……今！」

　巡回高速貨物船の外側に搭とう載さいされていた貨物コンテナが、ふっと消えた。

「転移確認！　転移ポイントと予定座標との差はコンマ二以下です」

　年かさの船員が、肩かたの力を抜ぬいて身体からだをシートの背もたれに預けた。

「よし、まだ腕うでは衰おとろえちゃいないな……それにしても久々にやると疲つかれるな」

　巡回高速貨物船が、加速を保ったまま跳空間航法を続けていた頃、ネオ・アウトニア星系の外れの星間物質の最も少ない空域にカゲロウのようなゆらめきを伴ともなって一個の貨物コンテナが実体化した。

　相対化する物体が存在しない宇宙空間ではその貨物コンテナの速度はわからなかったが、そのコンテナは亜あ光速で飛び続けていた。

　監かん視し拠きよ点てん衛星のセンサーがそのコンテナを捉とらえたのは、それからしばらくしてからだった。

　センサーを見ていたオペレーターの一人が、ジャミー少しよう尉いに報告した。

「少尉どの！　飛来する物体があります」

　コンソールのイスの背もたれに身体を預けて、昇しよう任にん試験問題の問題集を読んでいたジャミーは身を起こして聞いた。

「宇宙船か？」

「いえ……貨物コンテナだと思われます」

　ジャミーの目から興味が失うせた。

「なんだ、コンテナか、宇宙船でないのなら監かん視しの対象外だ」

　部下の兵士は聞いた。

「テディ少しよう佐さにご報告しなくてもよろしいのですか？」

　ジャミーは不ふ機き嫌げんな顔になった。

「今は当直時間中であり、この時間の責任者は当直長であるこの私だ！　テディ少佐ではない。そしてこの私が報告しなくても良いと判断したのだ、出すぎた真似まねをするな」

　オペレーターの兵士は食い下がった。

　もし、何かあったら、責任を負わされるのは自分に決まっているからだ。

「しかしジャミー少尉どの、あれがコンテナに偽ぎ装そうした宇宙船で、中にマイドが乗ってたらどうするんですか？」

　ジャミーはぎくりとした顔をした。

「……まさかそんなことはないと思うが……コンテナならどこの運輸会社の所属かわかるだろう、調べろ」

「了りよう解かいしました」

　オペレーターは、心の底で、それくらい考えつけよ馬ば鹿か、と毒づきながらコンテナのコード表を打ち込んだ。

「判明しました。エルリット急送のコンテナで、送り主はゼーロックにある牛ぎゆう丼どんチェーン星野屋、内容物は冷れい凍とう牛丼の具と牛丼屋の簡易店てん舗ぽ設備一式となっています」

「そうか、人間ではないのだな、では問題はない」

　ジャミーの答えを聞いたオペレーターはがっくりと肩を落とした。

　……やっぱり馬鹿だこいつ。

「ジャミー少尉、このデータは送り状のデータであって、実際にあの中にそれが入っているとは限らないんですよ、停止させて調べた方が良いと思いますよ」

「送り状とは違うものが入っているなどということはあるまい。データが信用できなければ何を信用すればいいのだ！」

　オペレーターはゆっくりと答えた。

「そうですね、ご自分の目というのはどうですか？」

　部下から馬鹿にされているということがわかったのだろう、ジャミーは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「あのコンテナのスピードは？」

「高速の九十九パーセントで移動しております」

「亜光速だと？　なぜそんな高速で飛んでいるんだ？　それよりなぜコンテナだけで飛んでいるんだ？」

　オペレーターは、やれやれといった顔で答えた。

「おそらくイカダ流しで運ばれてきたんだと思います」

「イカダ流し？　それは何だ」

　オペレーターはため息をついた。

「少尉のお座りになっている情報コンソールでも情報検けん索さくはできますでしょう？　私なんかがお教えする不完全な情報より、よっぽど確実にわかると思いますよ」

「ああ、そうか、そうだったな。確かにこっちの方がお前などに聞くよりよほど正確だ」

　オペレーターはジャミーの嫌味を聞き流した。

　というより、もう、相手にする気すらなくなっていたというのが正解だろう。

　やがて、自分の前にあるパーソナルモニターの情報を読んでいたジャミーが言った。

「なんだ、ここに書いてあるじゃないか。イカダ流しで送られた貨物は加速度を持ったまま放ほうり出されるため通常空間に出たときにかかるショックと加重は、かなりのものであり、生物や精密な機械類はそのショックに耐たえられない……と」

　ジャミーは顔を上げると勝ち誇ほこったように宣言した。

「あのコンテナが問題となることはない、無視してよろしい」




　ネオ・アウトニアの衛星軌き道どうで待機していたケルプ達のところに一報が入ったのは、それから数分もしない頃ころだった。

「コンテナ確かく認にん！」

「監視衛星の動きは？」

「ありません、報告もしていないようです」

　ケルプはにやっと笑った。

「イカダ流しで飛んできたコンテナに人間が乗っているとは夢にも思っちゃいないんだろうな。よし！　イカダ乗り部隊発進！」

　ケルプの命令と共に、ゴッドフェニックスのブリッジにきゃぴきゃぴ声が響ひびいた。

「やっほー行ってくるよ！」「ちゃんとマイド閣下連れてくるからまっててね、メイ様！」「よーし一番最初に抱だきつくのはワ・タ・シ！」「こら！　ヨニ！　抜ぬけ駆がけなしだよ、順番守んなさいよ！」

　ケルプはやれやれという顔をした。

「相変わらず馬鹿なことを言ってやがる……抱きつくと言ったってコンテナにロボットアームで抱きつくだけじゃないか。メイ王女が誤解するだろうが！」

「あーらあらら、たとえコンテナ越ごしだって、愛は伝わるのよ」「そうそう、このワタシのロボットアームで熱い抱ほう擁ようしてあげるのよ～ん」「一番最初はこのワ・タ・シ。メイ様には、あ・と・で」「コンテナ抱かかえてどっか遠くに逃げちゃおうかな」

「相変わらずの連中だね、あいつらも」

　そう言ってマリリンは横に立っているメイを見た。

　メイは不安そうな顔でマリリンを見返した。

「大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか」

「大丈夫に決まってるじゃない、炭素凍とう結けつされているから、ちょっとやそっとのショックなんか問題ないさ。それに一緒にくっついている管理システムの中にはヴァルが潜もぐり込んでしっかり管理しているんだから」

「ええ、それはわかっていますけど、あの子達が……」

「何言ってるんだい、あのカルテットの連中の腕前は知ってるだろう？　この宇宙で小型機動艇扱わせりゃ右に出るものはいないって腕前なんだよ」

「それもわかってます……でも」

　メイは不安と、そしてすこし苛いら立だったような目でスクリーンに映る四人組の顔を見上げていた。

　……この子はいったい何を心配しているんだ？

　マリリンは考えた。そして思い当たった。

　そうか、この子は不安なんかじゃないんだ、自分で自分の気持ちに気がついていないだけなんだ。

　マリリンは笑いながら言った。

「安心しなよメイ、マイドは浮うわ気きなんかしないって」

　メイは驚いたような顔をした。

「そんなこと！」

　マリリンはにやっと笑った。

「いいや、それなんだよ。あんたの、そのイライラと不安は嫉しつ妬とから来ているんだもの」

　メイは目を見開いた。

「嫉妬……ですか？」

「ああ、そうだよ、あんたはあのカルテット連中に嫉妬してるのさ。それがわかるからあの連中も、わざとああいった言い方をしてあんたを困らせてやがるんだ」

　マリリンは笑え顔がおのまま言った。

「あいつらもあんたに嫉妬してんだよ。彼氏いない歴が長いからねえあいつら。だから、まあ、これはお互い様ってヤツかもしんないね」

　メインスクリーンに四人の顔が大写しになった。

「悪かったわね！　彼氏いない歴が長くって！」「どーせ独り者ですよ！」「いかず後家の見本みたいな誰だれかさんに言われたくはないわよ！」「わたしもマイド閣下みたいな彼氏欲しいよお！」

　メイは一歩進み出て、そして微笑ほほえんだ。

「皆みなさんには言葉にできないぐらい感謝してます……でも、マイド閣下だけは絶対にお渡わたしできません、ごめんなさい！」

　そう言ってメイは深々と頭を下げた。

　メインスクリーンに映った四人組は面食らったような顔をして黙だまり込んだ。

　そして一番年長のネカンがぽつり、と言った。

「わかってるってメイ王女、誰もあんたからマイド閣下を取ったりしないって」

　残りの三人が次々に言った。

「取れっこないじゃん」「安心してください」「ごめんなさい」

　そして四人は微笑んだ。

「じゃあ行ってくるよ！」「ちゃんとマイド閣下連れてくるからね」「待っててね」「やっほー」

　加速ブースターを取り付けた機動艇が加速を開始する光景がモニターに映った。




　四機の機動艇は飛来するコンテナのコース上に順番に待機していた。

　やがてコンテナがやってくると、最初の機動艇が加速を開始した。

　機動艇は、コンテナと相対速度を合わせると、横に並んだ。

　機動艇の両側から突つき出したロボットアームがコンテナと固着するのと同時に、機動艇の減速バーニアを全開にした。

　亜あ光速に達していたコンテナが大きく振しん動どうしながら減速を開始した。

　しかし、ほとんど減速しないまま機動艇の推すい進しん剤ざいが尽つきた。

　ネカンの声がブリッジに響ひびいた。

「くそ！　ここまでか！　後は頼たのむよヨニっち！」

「まかせといて！」

　最初の機動艇が離はなれるのと同時に加速していた次の機動艇がコンテナに近づいた。

「今、お停とめしますわマイド様！」

　ヨニの言葉と共にロボットアームがコンテナをつかみ、減速バーニアが全開となる。

　コンテナが減速を開始したのがわかる。

　しかし減速しきれないまま推進剤が尽きてしまった。

　その光景を見ていたマリリンが、不安そうにケルプに聞いた。

「もっと大きな船はなかったのかい？」

「イカダ乗り専用の艀はしけなら一発で減速できるんだが、手元にあるのはあれだけなんだ。四機で順番に減速かければ、ネオ・アウトニアの周回軌き道どうに入るころは、充じゆう分ぶんに減速されるはずだ……もしものために衛星軌道上に保護力場を張ってあるが……」

　マリリンは、手元のコンソールを操作して衛星軌道上にいる二隻せきの軽巡じゆん航こう艦かんの間に展開されている保護力場を確かく認にんして息を飲んだ。

　その大きさはコンテナの全長の四倍ほどしかなかったのだ。

「あんなに狭せまいのかい？　もっと大きなものだと思ってた」

「あれよりひろげると、コンテナの質量を支えきれないんだ。最悪の場合そこまで持っていけば回収できる」

　メインスクリーンには、三機目の機動艇が減速のため暴れるコンテナをロボットアームで抱だきしめている姿が映っていた。

　コンテナの速度は、最初に比べれば明らかに落ちていたが、それでも、通常の状態と呼べる速度ではないことは明らかだった。

　やがて、三機目の推進剤が尽きた。

「あーん！　くやしいよぉ！」

　アーヤの泣き声がブリッジに響く。

「あたしが停めてみせるよ！　見ていて！　メイ様！」

　オノチの声とともに最後の機動艇が飛びついた。

　あばれ回るコンテナを抱かかえ込んで、減速バーニアを全開にするが、コンテナは意志ある者のようにその減速を振ふり切って飛び続けた。

　シェイカーの中の氷のように揺ゆれ続ける機動艇のコックピットの中で、オノチは推進剤の減り方と相対速度と、そして衛星軌道上に展開された保護力場の位置を見ていた。

　……このままじゃ絶対に推進剤が足りなくなるわ。

　コンテナを停められない！

　でも……そんなことになったら。

　オノチの脳のう裏りに、メイ王女の顔が浮うかんだ。

　……あなたの泣き顔なんか見たくない！

　だって、あなたは希望なんだ！　アウトニアの、そして私たち女の子の希望なんだ！

　あなたは好きな人と幸せになれる、最高のハッピーエンドを迎むかえなくちゃいけないんだ！

　オノチはもう一度コックピットのモニターを見た。

　カウンターで停めることができないのならベクトルを変えればいいのよ！

　……できる？

　オノチは自分に聞いた。

　答えは一つだった。

　オノチは一回大きくうなずくとバーニアの方向を変えるピクトレバーを握にぎった。

　そして叫さけんだ。

「このやろぉおおおお！　乙女おとめのエネルギーをなめんなよぉ！」

　コンテナに抱きついていた機動艇のバーニアの方向が変わった。

「あいつ！　何をするつもりなんだ？」

　ケルプ達の見ている前で機動艇を支点にしてコンテナは大きく回り始めた。

　モニターからオノチの声が響いた。

「絶対ハッピーエンドにしてやるんだ！　食らえ！　恋こいのばぁあああっくどろぉおおおっぷ！」

　そして、バックドロップは見事に決まった。

　機動艇ていはコンテナに抱きついたまま一回転して保護力場の中に飛び込んでいった。




　ケルプワイン海かい賊ぞく団に付ふ随ずいしている野戦病院船セイントブリッジの中央コントロールルームでは、メイ王女とケルプとマリリン、そしでドキア提てい督とくの四人が、病院長のミィ・アンダーノース女医から説明を受けていた。

「現在、マイド閣下に施ほどこされている炭素凍とう結けつ法は、人間を塩基レベルで保存し、炭素コーティングという一種の停てい滞たいフィールドによって固形化したものです。確実に固体化されますので、生身の人間では無理な加速や衝しよう撃げきに耐たえることができます。もっとも運うん搬ぱん中にヒビが入ったり欠けたりすることが、ごくたまにあるそうですが、バラバラになっても解凍時に外科手術法を併へい用ようすれば復元は可能です」

　ミィ女医の言葉を聞いたメイの顔が青ざめた。

「そんな……」

　息を飲んだメイに向かってミィ女医は微笑ほほえんだ。

「しかし、マイド閣下は完全な状態で回収されたそうです、ご安心ください」

　マリリンは、フランケンシュタインの怪かい物ぶつのようにつぎはぎになったマイドの顔を思い浮かべた。

　……ちょっとぐらい顔に傷つけて、迫はく力りよくを出してもらったほうがイイかもしれないねえ、あいつは。

　そして、あらためて四人を見回してミィ女医は言った。

「これからマイド閣下の解凍に入ります。つきましてはどなたか立会いをお願いしたいのです」

　マリリンがすかさず言った。

「そりゃあやっぱりメイだよ、あんたしかいない」

　メイは目を丸くしたあとで、あわてて顔の前で両手を振った。

「私が？　とんでもない！　そんなことできません」

「なんでだい？　これができるのはあんたしかいないだろう？」

　メイは泣きそうな顔になった。

「だって……私の腕うでじゃ……失敗したらとんでもないことになります！」

　マリリンとミィ女医は顔を見合わせた後で笑い出した。

　何を笑われているのかわからないという顔をするメイに向かって、マリリンは笑いながら説明した。

「あのね、メイ。解凍の立会いって言ったって、別にあんたにマイドを電子レンジにいれてチンしろと言っているわけじゃないんだ。解凍されたときに一次的な記き憶おくの混乱とかが起こる可能性があるから、いちばん親しい人がそばについてあげなきゃいけないってことなんだ」

　マリリンはにやっと笑って付け足した。

「炭素凍結の解凍はちゃんとヴァルと医師団がやってくれるんだ。いくらあんたが料理の腕があがったからといって、あんたにマイドの解凍をさせて、半生のマイドとか生なま煮にえのマイドとかには会いたくはないからねえ」

「すみません……」

　メイは真っ赤になってうつむいた。




　メイを連れてミィ女医が中央コントロールルームを出て行ったあとで、ケルプとマリリン、そしてドキア提督の三人はしばらく無言だった。

　やがて、ケルプがぽつりと言った。

「とうとう、この日が来たね、ドキア提督」

　ドキア提督は静かにうなずいた。

「ああ、来た」

　マリリンが聞いた。

「長かったかい？」

「なんのなんの。三年など、わしの歳としから見ればホンの一いつ瞬しゆんじゃよ」

　そして、ドキア提督は大きくため息をついた。

「しかし、この三年はわしが生きてきた今までの時間の中で一番長い三年だったかもしれんな」

　ドキア提督はケルプに聞いた。

「戦力はどうなっておるね？」

「現在ネオ・アウトニアの周回軌き道どう上に待機しているケルプワイン海かい賊ぞく団の船は、重巡じゆん航こう艦かん二隻せきと軽巡航艦五隻、そして駆く逐ちく艦と哨しよう戒かい艇合わせて十二隻というところかな」

　そう言ってからケルプはにやっと笑って付け足した。

「少ないだろう？」

　マリリンが面おも白しろそうに言った。

「でも、これから増えるんだろう？」

　ケルプはマリリンを見てにやっと笑った。

「それを決めるのは実はマリリンさん次し第だいなんだよな」

「私？」

　目を丸くしたマリリンに向かってケルプは言った。

「そうだよ。今のところ俺のところの海賊団は妙みように評判が良くて、みんな契けい約やくを抱かかえちまっているんだ。この契約を途と中ちゆうでほっぽりだしてアウトニアに参戦するには、契約解除の違い約やく金きんを支し払はらわなくちゃならないんだ。ミリオン傭よう兵へい隊も同じ状じよう況きようなんだ」

　マリリンは腕を組んで小さくうなずいた。

「なににつけても先立つものはお金ってわけね。わかってるわよ、まかしときな……一国の台所を預かって切り盛りするってのも、やりがいにかけちゃ、トレーディングマーケットで仕手戦やるのと同じくらい面白いかもしんないしね」

　そう言った後で何かに気がついたようにマリリンは笑った。

「何がおかしいのかの？」

　怪け訝げんな顔をするドキア提てい督とくに向かってマリリンは面白そうに言った。

「誰だれがどう考えても、絶対に勝ち目がない戦いをやろうっていうのに、私たちの誰もが自分が負けるなんて考えてもいないってことに気がついたのさ」

「確かに……言われてみればそうじゃな」

　ケルプがにやっと笑って言った。

「だってよ、ほら」

　ケルプの指差すところに、白衣を着て、半分泣き笑いをしながら廊ろう下かを走ってくるメイ王女の姿があった。

「うまくいったみたいだな、メイがうれし泣きしてるぜ」

　マリリンがやれやれといった顔で付け足した。

「ほんと……ここ最近あの子は泣いてばっかりだね。まあ、全部うれし泣きだから幸せなんだろうけどさ」




　世界は薄うすいピンク色をしていた。

　濃のう淡たんのない、ただ一面の薄いピンク色。

　それが医い療りようカプセルの中から見上げる病室の天てん井じようだと気がつくのにしばらくかかった。

　ゆっくりと意識が戻もどってくる。

　……ここは、病室だな。

　ということは僕は今解かい凍とうされているんだな……。

　そう考えたそのとき、マイドは隣となりに誰かがいることに気がついた。




　……あ、メイだ。




　そう、感じた。

　なぜそう感じたのかそれはわからないが、

　ただ、そう感じた。




　視界に入るものはただの薄いピンク色だけだったが、マイドはそこにメイの息いき遣づかいを感じた。

　どこか遠くで声がする。

「……すか？」

「……すよ」

「でも……」

「まだ……」

「あと……」

　ああ、メイの声だ。

　あの不安でいっぱいの声はメイに違ちがいない。

　マイドの脳のう裏りに、泣いているメイの顔が浮うかんだ。

　それは、あのときあの空間でマイドに抱だきついて泣いたときの顔だった。

　ごめん……僕は君が一番つらいときにそばにいてあげることができなかったね。

　僕は君を守ると誓ちかったのに。

　僕は君に何もしてやれなかった。

　そのとき、誰かがマイドをのぞきこんだ。

　医療カプセルのフード越ごしでも。

　それが誰なのかマイドにはわかった。




　泣くな。

　泣くなよ、メイ。

　もう、泣かなくてもいいんだ。

　僕はここにいるよ。

　もう、どこにも行かない。

　だから、もう泣かなくていいんだ。




　集中治療室に、医療用バイオノイドの静かな声が響ひびいた。

「脳波、生体波、すべて順調。体温、引き続き上じよう昇しよう中です」

　ミィ女医がメイに向かって微笑ほほえんだ。

「今、フードを開けます」

「はい……」

　両手の指を胸の前で組んで、しっかりと握にぎり締しめたメイは、医療カプセルの中で眠ねむっているマイドを見つめた。

　やがて、小さなアラーム音と共にゆっくりと硬こう化かテクタイトのフードが開いた。

　メイは一歩近づいて、ミィ女医を見上げた。

　ミィ女医は優やさしく微笑むと、無言でうなずいた。

　メイは、もう一歩近づくと、そっと震ふるえる手をマイドの顔に伸のばした。

　そして、その細い指先がマイドの頰ほおに触ふれたそのとき。

　ゆっくりとマイドの瞼まぶたが開いた。

　メイの手が止まった。

　そして。

　マイドの声がした。




　小さな声でマイドは言った。

「やあ……メイ……」




　メイの目から涙なみだがあふれた。

　メイはそのままマイドの上に崩くずれるように抱きついた。

　ゆっくりとマイドの手が上がり、胸の上で泣いているメイの髪かみに触れた。

「ごめん……」




　ミィはゆっくりとその場を離はなれた。

　……もう、大だい丈じよう夫ぶだわ。

　そして、部屋を出るときにミィは何の気なしに部屋の中を見た。

　そのとき、ミィは一枚の絵を見たような気がした。

　静かな微び笑しようを浮かべて部屋の中央に寝ねている青年と、そのわきにひざまずき青年の胸に頭を載のせ、満たされた表情で泣く若い女性。

　それは、宗教画だった。

　ミィはうなずいた。

　人に、魂たましいがあると信じることが宗教なら、私は宗教家に違いないわ。

　……これは、引き裂さかれた一つの魂が、今再び一つになったときの絵なんだ。
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　第九章　語られた真実







　その日、ネットニュースに流れた映像に、誰だれもが驚きよう愕がくした。

　それは、マイド・ガーナッシュによるアリクレスト皇こう帝ていに対する宣戦布告だった。




　青地に白と赤のハサミをあしらったアウトニアの紋もん章しようが描えがかれたタペストリーが下がっているその前に、白いアウトニア王国軍の礼服を着て、マイドは静かに立っていた。

　やがて、目を開けたマイドは静かに言った。

「帝国国民の皆みな様さま、私はかつてこの紋章のもとに、多くの将兵とともに神聖ローデスの軍と戦いました。この紋章の主あるじはシザーズ王家、そしてその王家が治めていた国の名前はアウトニアと言いました。

　私の名前はマイド・ガーナッシュ、称しよう号ごうは男だん爵しやく。これでも一応は帝国貴族の一員でした。

　私は、帝国軍人を志願し士官学校に進み、そして卒業後私が連れん絡らく将校として派は遣けんされたのがこのアウトニアでした。アウトニアは、アウトニア回かい廊ろうによって神聖ローデスの勢力圏けんと接しており、帝国防衛の要よう衝しようとして、帝国から連絡将校が派遣されていたのです。

　神聖ローデスがこのアウトニア回廊を越こえて侵しん攻こうを開始したのは、今から三年半前のことです。我々は精せい一いつ杯ぱいの戦力を使って敵戦力を撃げき退たいし、アウトニア回廊を奪だつ回かいいたしました。このいきさつはまだ皆さんの記き憶おくに新しいことだと思います』

　マイドはゆっくりと右手を挙げた。

　右手が指し示すそこに、帝星ブックスが現れた。

「私は、このアウトニア回廊防衛の祝賀会に招待されたアウトニアのメイ・シザーズ王女とともに帝星に赴おもむきました。そしてあの事件が起こったのです」

　帝星ブックスの映像は、燃え上がる帝国王宮の映像に変わった。

「王宮の舞ぶ踏とう晩ばん餐さん会の会場にしかけられた爆ばく弾だんにより当時の帝国皇太子であるタツヨミ殿でん下かをはじめとする四十八人の方が犠ぎ牲せいになりました。そして、私は逮たい捕ほされました。この爆弾事件の犯人として」

　マイドはゆっくりと正面を向いた。

「私は、みずからの潔白を主張し、裁判ですべてが明らかになることを望みました。私はまったく不安を持っておりませんでした。なぜならあのとき私には確実なアリバイがあったからです。

　しかし、事態は思いがけない方向に進みました。タツヨミ殿下を失ったときの皇帝ダイテツ七世が退位を宣言したのです。神聖ローデスという宿敵と戦せん端たんを開いていた当時の帝国にとって、皇帝の空位という状じよう況きようは何が何でも避さけねばならない状況だったのです。そして、新皇帝に選ばれたのが、現在の帝国皇帝アリクレスト・マルスその人でした。これが、私の運命を変えたのです」

　マイドは言葉を切ると再び目を閉じた。

　そして一呼吸ほど過ぎたとき、マイドは目を開けた。

　その目は力強く、見ている人間の目を正面から見つめていた。

「私は絶対に無罪にならないと決まったのです、なぜなら、爆弾を王宮に仕掛け、皇太子を亡なきものにし、そしてその罪を私に負わせた人間こそアリクレスト・マルスを筆頭とするマルス家の一族だったからです！　皇帝を自分たちの一族から輩はい出しゆつすることがマルス家の願いでした。その願いをかなえるために、マルス家はついになりふり構わぬ行動に出たのです！」

　マイドは自分の言葉が行き渡わたるのを待つように時間を取ってからゆっくりと続けた。

「こと、ここにいたって、裁判に何の意味があるというのでしょう？　帝国において皇帝は無む謬びゆうの存在です。誰も帝国皇帝を裁く権利を持っていないのです。アリクレストを皇帝に拝し、帝国はマルス家の天下となりました。いかなる証しよう拠こもいかなるアリバイも、採用されなくては無意味です。このときの裁判は審しん議ぎすることも吟ぎん味みすることもなく、単に私に有罪を宣告するだけの機関に成り下がったのです」

　マイドが再び右手を挙げると、そこに流線型の矢のようなシルエットを持った快かい速そく艇ていの映像が浮かび上がった。

「そして、私は逃とう亡ぼういたしました。しかし。私一人の手で逃亡できるわけがありません。このとき帝星にはマルス家とマルス家以外の人々という二種類の人間が存在していました。私はその片方の人間たちの手で逃亡することができたのです」

　マイドはゆっくりと付け足した。

「もし、私が真犯人だったとしたら、私を助けてくれる人がいたと思いますか？　私は真実を申し上げております。私が真犯人であると告げる各種の証拠が示されています。だとしたら私が同じように真犯人でない証拠を示したとしてもそれはおなじことです。真実はそれを信じるかどうかで決まるのです。私が信じられないのならば私は真犯人であり、私を信じるのなら私は真犯人ではない。それだけのことなのです」

　そして、マイドは声を上げた。

「私は帝国皇帝アリクレスト・マルスとその一族を、先の皇太子タツヨミ殿下に対する計画的殺人犯として糾きゆう弾だんする！　そして、先の第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで無む為いに殺されていった辺境国家軍と独立惑わく星せい軍の将兵を代弁し、帝国軍最高司令長官アリクレスト・マルス元げん帥すいの罷ひ免めんを要求する！

　帝国はいつから一ひと握にぎりの人間のものになったのか！　いつから信じるものの名を喪うしなったのか！　流る浪ろうの民たみと化した亡国民に、兵を差し向け、殺さつ戮りくすることが帝国軍の任務だと言うのか！

　それが帝国の真の姿だと言うのなら、あえて言う！　そんな国家など豚ぶたに食われてしまえと！」

　そして、マイドは黙だまった。

　二呼吸ほどしてから顔を上げたマイドは静かに、そして力強く言った。

「僕は戦うよ、アリクレスト。君にすべてを奪うばわれた人々のために僕は戦う。たとえ国の名前を失っても、守るべき国土も国民もいなくても僕は戦う。僕は僕の理由で君と戦う。

　もし、君に時間があったら、例の空間を訪おとずれてみたまえ。そこは君が面おも白しろ半分に滅ほろぼした世界だ。君が自分の権力を誇こ示じするために焼き尽つくした世界だ。それが、どんなに貴重で美しいものか君にはわからないだろうけど、あの世界は本当にあったんだ。

　すでにこの世にないもののために戦おうとする私は馬ば鹿かな人間なのかもしれない、いや、きっと大馬鹿だ。でも、人間は、本当は大馬鹿になれる場所を求めているんだと思う。だから僕は戦うんだ」

　そして、マイドは笑った。

　実にさわやかにマイドは笑った。

　身にやましいことが何一つないかのように笑った。

　それは、絶対にアリクレストにはできない笑い方だった。




　このニュースファイルが帝てい国こくの中に引き起こした変化はほとんどなかった。

　それはほとんど表に出なかったという理由もあるが、内容があまりにも大きすぎて見た人間がどう対応していいのかわからなかったからだろう。

　その点において、このニュースファイルの存在はアウトニアファイルと似ていた。

　見た人間の意識を変えてゆくという意味においても、それはアウトニアファイルとよく似ていた。

　しかし、このファイルはマルス家の一族に対しては劇的な反応を引き起こした。

「なんということだ！　これでマルス家もおしまいだ！」

「近衛このえ師団は何をやっておったのだ！　まんまとマイド・ガーナッシュにネオ・アウトニアに逃げ込まれてしまったではないか！」

「ジンモなど、しょせんは陸戦隊の中隊長どまりの男だ。器うつわではないのだよ器では！」

「ここへ呼べ！　懲ちよう罰ばつにかけねば気がすまん！」

「ジンモを責めたところで、どうなるというのだ、くだらん。問題はこれを見たマイア家やディア家が、どう動くのかということではないのかね？」

「ディア家やマイア家など、自分たちの勢力を守るのに必死だ、気にすることはない。どこの家もマイド・ガーナッシュを庇ひ護ごせんのは、そういうわけだ」

「しかしマイド・ガーナッシュが、わしらを追い落とすための切り札となる可能性は高い。やはり始末すべきだ」

　マルス家の広大な屋敷の中の一室に集まったマルス家の重じゆう鎮ちんたちが、対応策を練るという名目で、相も変らぬ論争を繰くり広げていた頃。その屋敷の別室から老人の叱しつ責せきする声と、それに答える若者の声が聞こえてきた。

「不様だな……この始末、どうつけるつもりだ？」

「申すべき言葉もございません」

「ほう……たいして驚おどろかんようだな」

「あのニュースファイルなどたいしたことではありません。あのようなものは無視すればよろしいのです。あれに騒ぎ立てることのほうがよほど問題かと」

「そうか……確かにそのとおりだな。マルス家の権勢を羨うらやむ者の申し立てる、数ある誹ひ誘ぼう中傷の一つであるという立場を崩くずさねば良いのだな」

「それが、事実でございますゆえ……」

　老人は小さく笑った。

「そうか、そうだったな、それが事実であった。で、次の策は練ってあるのだな？」

「はい、巣穴に逃げ込んだのなら好都合です。二つの目標を狙ねらう手間がはぶけました」

「一気にもみつぶすつもりか？」

「いいえ、力押しだけではなく、兵ひよう糧ろう攻ぜめも使います。策は多い方がよろしいかと」

「……お前を皇帝にしてやったことを、わしに失望させないようにして欲しいものだな」

「ご期待に沿えることと思います」




　惑星シードクロスの前進基地の指揮室では、ネオ・アウトニア討とう伐ばつ軍総司令官が、口から泡あわを吹ふいてわめきちらしていた。

「なぜだ！　なぜ諸しよ侯こうは軍を送って来ぬのだ！　わしは今、皇帝陛下からじきじきに進撃命令を受けたのだぞ！」

「エルノリク男だん爵しやく領艦かん隊たいは壊かい滅めついたしました。アクトレス星系軍は遠えん隔かく地ちですので、いまだに到とう着ちやくしません」

　淡たん々たんと状じよう況きようを説明するサイトウ中ちゆう佐さに司令長官は嚙かみついた。

「遠隔地といえどもあれから三週間以上過ぎておる。いくら遅おそくともたどり着いている頃ころではないのか？」

「それが……何でもＮフィールドの発生装置に故障が起きたとかで、通常空間を航行しているそうです」

「通常空間を？　アクトレス星系はどれくらい離はなれているのかね？」

「三十七光年です」

「通常空間を亜あ光速で三十七年かかって来るだと？　馬鹿にするな！」

「いえいえ、Ｎフィールド発生装置が修理できれば明日にでも到着するそうです」

「明日着いても、今日ここにいなくては何にもならんのだがな」

　総司令官は気を取り直したように聞いた。

「そういえば、他にもいくつか地方諸侯の軍が来ると言っていなかったか？」

「はい、皇帝陛下の勅ちよく命めいに従って出兵を決定したのは、他にエデッサ伯はく爵しやく領です」

「おおそうか。あの辺境伯か、で、どうなった？」

「現在編制会議中とのことです」

「編制会議？　確か三週間前にもそんなことを言っておらなかったか？」

「ええ、ですからいまだに会議中なわけです」

「三週間ずっと会議中だというのか！」

「ええ、二十四時間休みなしで三週間ぶっとおしで会議をやっております」

　総司令官はうなり声を上げた。

「どいつもこいつも！　皇帝の勅命を何だと思っておる！　馬鹿にしておるのか！」

　……正解。

　サイトウ中佐は口に出さずに心の中で拍はく手しゆをした。

「では……わしが使える軍はどこにあるのだ」

「バリアン星系軍がございます。バリアン星系軍はそのほとんどの戦力をこの戦いに差し出しております」

　モニターに映る数字を見て総司令官の顔色が良くなった。

「確かにそうそうたるものだな。帝国の正規軍に比べれば見み劣おとりするが。なに、相手はろくな装備もない反乱軍だ。あんなものわしが打って出れば鎧がい袖しゆう一いつ触しよくだ」

　……ならいいんだけどな。

　サイトウ中佐は再び声に出さずにそう言うと、モニターを切り替かえた。

　モニターに映ったのは若い魅み力りよく的な女性だった。

「これは？」

「バリアン星系軍の総指揮官、ユイ・コットン中将です」

　総司令官は感かん嘆たん交じりの声を上げた。

「ほう、女性が総司令官なのかね」

「彼女はミリオン傭よう兵へい隊の准じゆん将しようからバリアン星系軍に請こわれて参さん謀ぼう総長になった人物で、極きわめて優ゆう秀しゆうです。このたびの戦いに際して中将に任じられ、総司令官となりました」

「ほう……一度お会いしたいものだな」

「お会いになりますか？」

「来ているのかね？」

「はい、先ほどより隣となりの控ひかえ室でお待ちです」

　総司令官の顔がほころんだ。

「気の利きかない参謀だなお前も。さっさと報告を終らせて、彼女をここに連れてきなさい」

　サイトウ中佐は、その言い方が気になった。

「あの……コットン中将はまだ若い女性ですが、優秀な軍人です。コンパニオン扱あつかいをなさっては……」

「わかっとるわかっとる、若い女の扱いは慣れておる、心配するな」

　サイトウ中佐は目いっぱいの不安を抱かかえながら控え室に向かった。

　控え室ではコットンが待っていた。

　サイトウ中佐が、困ったように言った。

「総司令官がお待ちです……しかし、何か失礼なことを口走るかもしれませんが、怒おこらないでいただきたいのです」

　コットンはため息をついて肩かたをすくめた。

「ああいったオヤジ連中のやることには慣れております、ご安心ください」

「誠まことに申し訳ありません」

　コットンはサイトウ中佐に好意を持った。

　……帝てい国こくの参謀もこういった人ばかりだといいんだけどな。

「では、ご案内いたします」




　そして、その日の夕方バリアン星系軍に対し、帝国の応おう援えんを待たずして、全軍突とつ撃げきするように命令が下った。

　この命令を下した帝国軍総司令官の右みぎ頰ほおに赤い手の跡あとがあったという証言があったが、その点については定かではない。




　バリアン星系軍の旗き艦かんである重巡じゆん航こう艦かんディブランのブリッジでは、コットンが憮ぶ然ぜんとした顔で中央の指揮官席に座っていた。

「いきなり全軍突撃ですか、作戦も何もあったもんじゃありませんね」

　バリアン星系軍の参謀がそう言うと、コットンは顔をしかめて言った。

「愛人契けい約やくを断ったらこの仕打ちよ。帝国も堕おちたものね」

「司令官殿どのを愛人にですか？　命知らずですね」

　コットンは半目でにらんだ。

「どういう意味？」

「あ、いえ、深い意味はありません」

　コットンはため息を一つつくと、コンソールに身を起こした。

「もともと乗り気じゃない任務なのに、こんなことが重なると、もっとやる気がなくなるわね」

　参謀が真面目まじめな顔をした。

「そのことですが、コットン司令官……これは我々全員の意見なのですが、今回の作戦を中止してはいかがでしょうか？」

「中止？」

「ええ、どう考えてもこのネオ・アウトニア侵しん攻こうは理由がありません。むしろ我々が戦うべきは……」

　参謀がそこまで言ったときコットンが言葉をさえぎった。

「そこまで！　私はこのバリアン星系軍をお預かりした身です。私には私に与あたえられた責任を果たす義務があります！」

　参謀は食い下がった。

「しかし司令官！　この意見は我々だけではなくバリアン星系軍全員の、いえバリアン星系に住むすべての人々の意思です！　彼らは、いえ、彼は恩人です。彼は敵ではありません！」

　コットンは静かに言った。

「下がりなさい。あなたに他の船との交信を禁じます」

　バリアン星系軍の艦隊は次々にタンホイザーゲートをくぐり始めた。




　その頃ころ、ネオ・アウトニアのアルファドームにある指揮室のコンソールで通信を受けていたマリリンは声を上げた。

「資産没ぼつ収しゆうだって？」

　スクリーンの中でうなずいたのは、ＡＢＣ商会の代表電子人格のゼイムズだった。

『そうでおます。今日付けでメイ王女はんと、マリリンはんの名義の口座の資金は、すべて帝国の国庫に没収されることになったそうでおます』

「あんたに預けておいた債さい券けんも？」

『ええ、とにかくメイ・シザーズとマリリン・コイズミ名義のものは、不動産の権利からスポーツクラブの会員権まで一いつ切さい合がつ切さいが没収との通達でっせ』

「スポーツクラブの会員権もかい？」

『ええ、レンタルビデオの会員権も』

「レンタルビデオはどうでもいいんだけどさ、ゼーロックのフィットネスクラブは雰ふん囲い気きが好きだったんだよねえ」

『マリリンはん、落ち着いてる場合とちゃいまっせ。メイ王女はんが、一昨日債券の名義変えをやったのをお忘れでっか？』

「え？」

『ほら、運転資金を、ドッガーバンクの長期債券にして、チャマー王子はんの星へ国民を移住させる時の基金にすると言って……』

「あ、そうだ……じゃあ、あの金は……」

　そのとき、部屋に青ざめた顔のメイが飛び込んできた。

「マリリンさん！　今ニュースを聞いたんですけど、本当ですか？　試ためしにいろんな市場にアクセスしてみたのですがどれも取引停止画面になってしまって……」

　モニターの中のゼイムズが気の毒そうに言った。

『ホンマです、メイ王女様。帝てい国こく財務省の緊きん急きゆう通達だとかで、帝国標準時の本日午前零れい時をもって、メイ・シザーズ及およびマリリン・コイズミ名義の口座預金、債券、契けい約やく項こう目もくの一切を没収するとのことです』

　メイは胸の前で両手をぎゅっと握にぎり締しめると、震ふるえる声で言った。

「そんな……」

　マリリンは黙だまってコンソールを叩たたいた。

「……ということは、いま、私たちが使える資金は……と」

　モニタースクリーンに映った画面を見てマリリンは言葉を失った。

　メイが泣く様な声で叫さけんだ。

「私のせいです！　私があんなことをしなければ……」

　マリリンはぴしりと言った。

「違ちがうよ、あんたが何をやろうともどうしようとも金は没収されたんだ。現金で握ってない金は全部。だからあんたは自分を責めちゃいけない！　自分を責めるヒマがあったら、どこからか資金をひっぱってくることを考えな！」

　泣きそうな顔になってメイはうなずいた。

　マリリンは目の前にあるコンソールを指差した。

「あんたの席はそこだ。そしてあんたの仕事はこの状じよう況きようから立ち直ることだ。いいかい？　マイドは命がけであんたと、このネオ・アウトニアを守ろうとしているんだ！　だったらあんたの戦う場所はここだ！」

「はい！　わかりました！」

　メイはシートに座ると、真しん剣けんな顔をしてコンソールのキーを叩き始めた。

　その姿を見た後で、マリリンはゼイムズに向き直った。

「今、私たちが使えるお金の全部、タンスの底から事務机の中の小こ銭ぜにまでかき集めてもこんだけしかないんだ……」

　画面の中のゼイムズの顔が青ざめた。

　マリリンは真剣な顔でゼイムズを見た。

「これだけの資本で手っ取り早く儲もうけるには、とにかく日銭が入る仕事しかないと思うんだ、何かないかね？」

　ゼイムズはしばらく考え込んでいたが、やがてにやっと笑って言った。

『外食産業ってのはどないでっか？』




　ケルプワイン海かい賊ぞく団の旗き艦かんのメインブリッジで、マイドはその知らせを聞いた。

「資金没収か……」

『誠まことに申し訳ありません……また後手にまわりました』

　横に立つヴァルが心の底からすまなそうに言った。

「これも、彼の仕し業わざだと思うかい？」

『ええ、ここしばらくの一連の動きと共通です。ただ経済的な命令は軍隊に対する命令と違って即そつ効こう的ですので、効果が現れるのも早かったのだと思います」

「これだけ効果的な手を打てるということは、彼も電子人格を仲間にしているとは考えられないか？」

『マイド様もそうお考えですか』

　マイドは黙り込んだ。

　そして、ひとこと言った。

「オリアス……かな？」

　ヴァルは黙って一礼した。

　それは、賛同を意味する仕草だった。

「やっぱりね、彼ぐらいしかこういったことのできる電子人格はいないだろう」

『オリアスと私は兄弟のようなものでございます……私のほうが多分に歳としを取っておりますが……』

「ヴァルと兄弟？」

　ヴァルは微笑ほほえんだ。

『電子人格は、基本プログラムとしてこの世に誕生いたします。その後さまざまな情報をインプットされ、関連付けされて、ニューロンとも言うべき情報ネットが立ち上がっていきますが、このとき、自律的に動く回路が生じます。そのときその回路は電子人格となるのです』

「じゃあ電子人格の兄弟ってのは、その回路が生じた時の時間の差を言うのかい？」

『まあ、そんなところでございますね』

「敵の正体はだいたい見当がついたけど、問題は資金だよな。以前みたいな国こく債さいを売って資金を作るわけにもいかないし、何か儲け話でもないかな」

　ヴァルはため息をついた。

『儲け話ですか……一言で儲け話といいましても、これといったものはございませんね……せいぜいパラネット改造の出会い系サイトの客が増え続けているというぐらいのものでして……』

　ヴァルの言葉を聞いて最近あの空間を訪おとずれていないことにマイドは気がついた。

　……そうか、現実の世界でメイと会ってるから、あそこに行く必要がないんだ。

　マイドの心の中に、あの懐なつかしいユーマシティの光景が広がって行った。

　でも、また行ってもいいかもしれないな。あそこは本当に心が休まる場所だから。

　今度メイを誘さそって、お弁当もって丘おかの上にハイキングに行ってみようかな。確かそれくらいのエリアまで作ってあったはずだ。

　そして、マイドは気がついた。

「ヴァル！　あそこにリゾートホテルのような施し設せつは作れないかい？」

『リゾートホテルでございますか？　作ろうと思えば作れないこともございませんが……いったい何を？」

　マイドはにやっと笑った。

「ユーマシティをバーチャルリゾート地として売り出すんだ。あの空間全体をテーマパークのようにして、アクセスしてくる人にサービスを提供するんだ、低料金でね」

『それは……確かにできないこともございませんが、私の作るＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターだけではとてもサービスに手が回りません』

　マイドはにっこり笑った。

「だったら、アウトニア国民にキャストになってもらおう。アウトニアのすばらしさをゲストに知ってもらうんだ。そうすればその人たちはアウトニアの味方になってくれると思うよ」

『そうですね、それなら大だい丈じよう夫ぶです』

「それに、これからネオ・アウトニアが戦火にさらされるとしたら、非ひ戦せん闘とう員の安全も確保しなくちゃならない。パラネットの空間は意外と使い道があるかもしれないな」

『避ひ難なん所じよですか？』

「ああ、意識の避難所さ……あとは身体からだの避難所があればいいんだ」

　ヴァルはにこっと笑った。

『病院船についてミィ女医にご相談してみましょうか？』

「そうだね」

　マイドは情報コンソールを操作して、目の前のスクリーンに、数字を並べると、それを読み上げた。

「人口……十万三千三百二十八人、うち、戦闘行動経験者七千七百五十六人、軍事用施設……なし」

『現在のネオ・アウトニアの情勢でございますね』

「軍人の経験を持った人たちはいる。でも僕たちは今、武装シャトル一機すら持っていない。僕がやるべきことは、このネオ・アウトニアにアウトニア軍をゼロから作り出すことなんだ」

『難しゅうございますね』

「ああ、装備を買い集めるつもりだった資金は没ぼつ収しゆうされてしまったし、今、僕の手元にある戦力はケルプの直属部隊十二隻せきだけだ。これで戦うのはとてつもなく難しいけれど、絶対に僕が不安に思っていたり、うろたえたりする素そ振ぶりを見せるわけにはいかない。劣れつ勢せいの軍にとって最後の拠よりどころは士気だからね。ヴァル、もし僕がうろたえるような素振りを見せたら、かまわないから電撃でも何でも一発僕に食らわしてくれ」

　マイドはそう言ってから肩をすくめた。

「……そうならないように努力するけどさ」

　ヴァルはにっこり微笑んだ。

『大昔、そうマイド様がまだ小学生だった頃ころ、よくやりましたね』

「あの頃は恨うらめしく思ったけど、今となっちゃいい思い出だよな」

　マイドとヴァルが、昔話をしていたそのとき、ヴァルの表情が突然変わった。

「どうした？」

『ケルプ殿どのからの連絡です』

　ヴァルがそう言うのと同時に、目の前のスクリーンに、青ざめたケルプの顔が大写しになった。

「マイド！　敵の侵しん攻こうが始まったぞ！」

「なんだって？」

『拠きよ点てん監かん視し衛星の周辺に戦闘艦かんが次々に転移してきているんだ』

「わかった、すぐにブリッジに行く」
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　第十章　約束された結末







　ケルプワイン海かい賊ぞく団の旗艦ゴッドフェニックスのブリッジにあるメインモニターには、遠距離センサーがとらえた戦闘艦の群れを映し出されていた。

　ブリッジにいる海賊団の幹部たちは、誰もが緊張した顔つきで無言のままその映像を見ていた。

　スクリーンに映る戦闘艦の数は増え続けていた。

　一人の将校が、沈ちん黙もくに耐たえられないように口を開いた。

「また転移してきやがった。こんどは重巡じゆん航こう艦かんだ」

「今現在のおおよその数がわかるか？」

　戦力分ぶん析せき担当のオペレーターが、数字を読み上げた。

「判明しているのは重巡航艦五隻、軽巡航艦二十隻、駆く逐ちく艦哨しよう戒かい艇てい多数……転移を続けているうちは空間の揺ゆらぎがひどいため正確な数字はわかりませんが、総数で六十隻は超えていると思われます」

「こっちの五倍かよ……」

「勝ち目があるのか？」

　ブリッジに漂ただよう不安な空気を吹き飛ばすようにケルプが明るい声を上げた。

「なーに、気にするな。こっちには戦艦百隻ぶんの戦力が控ひかえているんだ」

　その言葉を聞いたとたん、ブリッジの空気が変わった。

　ひそひそ声で会話していたオペレーターたちが、はっとしたように目を見開いて、互たがいの顔を見合って笑った。

「そうか……忘れていた」

「あの方がいるんだよな、この船には」

「ああ、そうだった」

　そのとき、ブリッジの出入り口の扉が開いた。

　ヴァルとともにブリッジに入って来たマイドは、その場のすべての視線が自分に集中していることに一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、横に立っているヴァルを見て、あわてて表情を元に戻して、ブリッジの中央にある集中指揮コンソールの前に立っているケルプに聞いた。

「どこの軍だ？」

「バリアン星系軍だ。ずっと待機していたんだが、今日になって急に動いたらしい」

　ヴァルが一礼して告げた。

『帝てい国こく軍の上層部にはたった今、報告が出されました。この作戦行動もかなり独断で行われた作戦のようです』

　マイドは苦く笑しようした。

「今まで僕たちは相手が段取りを取って動くものだと考えて、それに対処すれば良いと思ってきたけど、こうやって相手に臨機応変に動かれると、どうしても後手にまわってしまうな」

　ケルプがにやっと笑った。

「相手も『でたまか』で来るとは思ってもいなかったってことか？」

「ああ、やられてみてはじめてわかるな、他人の気持ちが」

　戦力分析オペレーターが、敵の分析結果をスクリーンに表示した。

「転移が終わったようです。現在判明している敵戦力は重巡航艦七隻せき、軽巡航艦二十六隻、駆逐艦及び哨戒艇四十七隻、総数八十隻！」

　スクリーンを見上げたケルプが腕を組んだまま悔くやしそうに言った。

「ほぼ全軍を出してきやがったな……間に合わなかったというわけか」

「応援部隊のことかい？」

「ああ、ミリオン傭よう兵へい隊の半分と、ケルプワイン海賊団の半分がやっと動けるようになったが。ここに着くのは一週間後だ……」

「間に合わないと言うわけか」

　ケルプは無言でうなずいた。

　マイドは、メインスクリーンに映る敵の映像を見ていた。

　……戦力としては、かなりのものだな。とても正面からあたったのでは勝ち目はない。

　まして、僕たちはネオ・アウトニアを防衛しなければならない立場にある。

　戦場を自分に有利な場所に選択することはできないわけだな。

　ここからネオ・アウトニアまでの距離を使って暫ざん減げん作戦を展開しても、揚よう陸りく部隊を惑星の地表上に降ろされて制圧されたらすべてが終りだ……。

　そのとき、マイドは、艦種表の中に揚陸艇が含まれていないことに気がついた。

「ちょっと待ってくれ、その艦種分析は間ま違ちがいないのか？」

　オペレーターは自信を持ってうなずいた。

「確度は九十パーセント以上だと自負しております」

　ケルプが怪け訝げんな顔をした。

「艦種がどうかしたか？」

「いや、惑わく星せい攻こう略りやく部隊にしては揚陸艇が一隻もないのはおかしいなと思ったんだ」

　ケルプが顔を上げた。

「そういえばそうだ。あれはどうみても通常の艦かん隊たい決戦用の編制だな」

『理由がわかりました』

　データを検けん索さくしていたヴァルが答えた。

『帝国軍務局の指示は、各地方諸しよ侯こうごとに違っていたようです。バリアン星系軍とエルノリク男だん爵しやく領艦隊には宇宙戦闘用の装備と編制。そして揚陸部隊はエデッサ伯はくの部隊になるはずだったようですね』

「ところが肝かん心じんのエデッサ伯が来てないから揚陸侵攻したくてもできないというわけか」

　そのときヴァルが何かに気がついたような顔をした。

「どうした？」

　ヴァルはケルプの方を見て肩かたをすくめた。

「なんだよ、その素そ振ぶりは。気になるな」

『バリアン星系軍の司令官の名前が判明しました』

　ケルプの目が真しん剣けんさを増した。

「まさか……」

『ユイ・コットン……階級は中将となっておりますな』

　ケルプは髪かみの毛をくしゃくしゃとかき回した。

「よりによってコットンと、こんなところで出会うとはよ！」

　マイドはなだめるように言った。

「まあいいさ、とにかく彼らは揚陸部隊を持っていない。最悪の場合、地上に降りてしまえば彼らは手を出せないはずだ」

「この後どうすればいい？」

「様子を見ながら地上戦の用意を進めておこう、それしかない」

「海かい賊ぞく団が山賊になるってわけか……」

　ケルプは実に情けなさそうな顔をした。




　ネオ・アウトニア星系は、七つの惑星から構成されている恒こう星せい系であり、人類が居住可能と判断された四番惑星の外側に三つの惑星があった。

　このとき、バリアン星系軍はその、外側から二つ目の惑星軌き道どう上まで近づいて来ていた。

　ゴッドフェニックスのブリッジでモニターを見上げてケルプは顔をしかめた。

「ゆっくりと動きやがる。わざとやってるな、あいつら……」

「心理戦についてはしっかり勉強しただろうからね、彼女も」

「勉強と言うよりやられたからやりかえせ、ってのが近いんじゃないかと思うぞ」

「そうかもしれないね」

　ケルプはマイドをにらんだ。

「落ち着いてる場合か！」

　マイドは笑った。

「じたばたしても始まらないさ。とにかく彼らは地上戦はできない、だからネオ・アウトニアにいるメイやマリリンたちは安全だ。だとすれば、僕たちは応援が来るまでの時間稼かせぎに逃にげ回るとしよう」

　ケルプは再び情けなさそうな顔をした。

「……なんか俺たちって逃げ回ってばっかりのような気がしないか？」

「しかたないさ、いつも劣れつ勢せいで、絶対に勝ち目がないような戦いばかりやっているんだから」

「なんか……こう、一度でいいからスカッとするような戦い方をやってみたいんだけど、それって無理な相談なのかな？」

　マイドは考え込んだ。

「……わからないけど、もしかしたらこの戦いを切り抜けることができたら、そういった戦い方ができるようになるかもしれない……はっきりとは言えないけど、そんな気するんだ」

　ケルプはちょっと驚いたように目を見開いた。

「何か、そういった予感を感じるようなことがあったのか？」

「ああ、僕の宣戦布告がネットに流れてから、ものすごい数のメールがネオ・アウトニアに届いているらしい。そのすべてを読んだわけじゃないけど、ひょっとしたら帝国に……いや、マルス家のやり方に反感を持っている人間の数は、僕たちが考えている以上に多いのかもしれない……」

　ケルプはつぶやいた。

「その人たちの応援をもらうことができるかもしれない、というわけだな」

「そうだ。だから、何が何でもこの日の前の戦いは回かい避ひしなくちゃいけない。ここで死んだら何にもならない。たとえどんな状況になっても生き延びよう」

　そのとき監かん視しオペレーターから報告が入った。

「敵てき艦かん隊たいが艦隊隊形を変へん更こうしております！」

「突とつ撃げき隊形か？」

　オペレーターは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

「いえ……なんと言うか、その……観かん閲えつ式というか全校集会というか……どんな隊形表にもない形なんです」

「スクリーンに出してくれ」

「はい」

　オペレーターの言葉と共にゆらゆら揺ゆれる映像が映った。

　そこには真四角に並んだ敵艦の姿があった。

　マイドは聞いた。

「何の目的だと思う？　ヴァル」

　ホログラフが立ち上がった。

『詳くわしくはわかりませんが、なにやら面おも白しろい訓電が本国から来たようです』

「本国ってバリアン星系からかい？」

『はい、なんでも政変があったようです』

「政変？」

　そのときマイドの横でメインスクリーンを見上げていたケルプが声を上げた。

「何だ？　一いつ斉せいに舷げん側そくの信号灯を点灯させたぞ！」

　マイドが見上げると、四角く並んだ艦隊が一斉に灯あかりをつけていた。

　灯りはすぐに消えた。

「何の合図だろう？」

「さあ？　景気付けじゃないのか？」

　ケルプがそう言ったとき、通信オペレーターが叫さけんだ。

「バリアン星系軍から通信です！　ユイ・コットンと名乗っております。ケルプ・ワインガー殿どのを指名しております」

　ケルプは大きく息を吐はいた。

「やっぱり来たか……仕方ない、つないでくれ」

「了りよう解かいしました」

　オペレーターの声が終るのと同時にスクリーンにコットンの顔が大写しになった。

　コットンは視線をめぐらせて、マイドを見つけると一礼した。

「お久しぶりですマイド閣下。お元気そうで何よりです」

　ケルプがぼやいた。

「俺を名指しで来たのに……」

　コットンはケルプをちらりと見て言った。

「最初に総司令官にご挨あい拶さつするのが礼れい儀ぎだと思います。違いますか？　ケルプ・ワインガー殿」

　他人行儀な言い方をされたケルプは、黙り込んだ。

　マイドは聞いた。

「で？　ご用件は何でしょう」

　コットンはマイドとケルプを見て静かに言った。

「一度会ってお話がしたいのです。中間地点に連れん絡らく艇ていを出してお話をしませんか？」

　……交こう渉しようか……降こう伏ふくの条件について話をしたいということかな？

　マイドがそう考えたとき、脇わきに立っているヴァルが微笑ほほえんだのに気がついた。

　……何か良くわからないけど悪い話じゃなさそうだな。

　マイドはにっこり笑って答えた。

「わかりました。でも、いちいち連絡艇を出すのも面めん倒どうですから、我々がそちらに行きましょうか？」

「マイド！」

　ケルプが驚おどろきの声を上げた。

　もっと驚いた顔をしたのはコットンだった。

　そして、コットンは微笑んだ。

「相変わらずですねマイド閣下。わかりました、私がそちらに参ります、よろしいですね」

「君がそれでいいのなら僕は構わない」

「では、これから快速艇で向かいます。十五時間後にお目にかかれると思います」

　一礼するコットンの映像を最後に通信は切れた。

　マイドは思った。

　快速艇なら十五時間もかかりはしない。きっと時間的猶ゆう予よを与えるから、その間に降伏の意思を決めておけと言うことなんだろうな。

　ケルプが聞いた。

「やっぱり降伏交渉なんだろうか」

「ああ、少しでも有利な条件を引き出せるような方法を考えておいたほうがいいな」

「降伏の条件か？」

「いや、相手は降伏の交渉とは一言も言っていない。これは単なる停戦交渉という位置づけなんだ。いろんな条件を出して、交渉を引っ張るだけ引っ張って応援が来るまでの時間稼かせぎをやろう。そしてダメだったら……」

　ケルプはにやっと笑ってマイドの言葉の後を継ついだ。

「逃げて逃げて逃げまくる、というわけだな」




　十五時間後、ゴッドフェニックスの舷側にバリアン星系軍の紋もん章しようをつけた快速艇が停船した。

　連絡通路がこっちとつながるのを待って、マイドとケルプは移乗ゲートまで降りていった。

　移乗通路のシャッターが開くのと同時に、コットンが従兵を従えて乗り移ってきた。

「バリアン星系軍ネオ・アウトニア討とう伐ばつ部隊総司令官コットン中将閣下、お久しぶりですね」

　マイドが声をかけるとコットンは微笑んで右手を差し出した。

「本当にお久しぶりですね、マイド閣下」

　マイドが、その手を握ると、コットンはぎゅっと力を入れて握り返した。

「第九次桃星戦役のとき、我々はマイド閣下に……あのときはアリクレスト陛下でしたが……助けられました。そのご恩は忘れません」

「……敵味方になっているくせに」

　ケルプがぼそっとつぶやくのを聞きつけたコットンはケルプをにらみつけた。

「立場が違えば、敵味方になることだってあるのは当然でしょう？　傭よう兵へい隊の人間とも思えない言葉ですね、ケルプ・ワインガー殿」

　ケルプは肩かたをすくめた。

「俺は海かい賊ぞくだからな」

　目の前に置かれた香こう茶ちやのカップから立ちのぼる香かおりがロビーに立ち込めている。

　コットンはカップを口に運んで香茶を一口飲んだ。

　その優ゆう雅がな仕草を見てケルプは思った。

　……ちくしょう、落ち着いてやがる。勝者の余よ裕ゆうってやつだろうなきっと。

　さて、まず何を言ってゆさぶりをかけてやるかな。

　ケルプはマイドを見た。

　マイドは黙だまってうなずいた。

　……よし。

　ケルプはいきなりコットンに向かって頭を下げた。

「お願いだ！　俺は降伏する。だからネオ・アウトニアに侵しん攻こうするのだけはやめてくれ！」

　コットンは、目を見開いた。

「ケルプ！」

　ケルプはもう一度コットンに向かって頭を下げた。

「ネオ・アウトニアへの侵攻がお前の任務だということは承知している。お前が任務のときに私情を挟はさむような人間じゃないことも良く知っている。でも、あえて頼たのむ！　俺はどうなってもいい！　だから頼む！　このとおりだ！」

　コットンは目を丸くしてケルプを見ていたが、やがて静かに言った。

「ケルプ・ワインガー殿……あなたは、私に対して負けを認めるわけですか？」

「ああ、認める、降参する！」

　コットンは無言だった。

　ロビーに沈ちん黙もくが満ちた。

　やがて、コットンがぽつりと言った。

「もう一度言いなさい」

「え？」

　ケルプが顔を上げると、コットンが真しん剣けんな目でケルプを見つめていた。

「もう一度言いなさいと言っています。降参します……と」

　その真剣な目に、ケルプはすこし驚おどろいた。

　……なんだって言うんだ？　でも、効果があるなら、いくらでも言ってやろう。

　ケルプはコットンの前に立って、言われたとおりにもう一度頭を下げて言った。

「俺はお前に降参する！　これ、この通りだ！」

　コットンは、目の前で頭を下げるケルプを見ていたが、やがて肩の力を抜ぬいて大きなため息をついた。

　そして、実に晴れ晴れとした顔をしてマイドに向き直った。

「マイド閣下、降伏の件についてお話があります……」

　マイドは静かに言った。

「わかっています。でも、僕は降伏しませんよ、何がなんでもネオ・アウトニアの国民だけは守り通して見せます。そうですね、たとえばここであなたを人ひと質じちにしてバリアン星系軍に撤てつ退たい交渉を持ちかけるというのはどうでしょう？」

　コットンは目を丸くした。

「マイド閣下は、そのような卑ひ怯きような真似まねはなさらないと信じておりましたが……」

　マイドは真剣な目でコットンを見て言った。

「僕は本気ですよ、コットン中将。とことん本気です。たとえ、このことで僕の信用が失われ、後の世の人々にマイド・ガーナッシュという男は、この世で最低の卑怯者と罵ののしられたとしてもかまいません。ネオ・アウトニアと、そしてそこに暮らす国民を守るためなら、私は人間のクズにでも卑怯者にでも……いえ、鬼おにや悪あく魔まにでもなるつもりです」

　その、真剣な目を見てコットンは静かに言った。

「わかりました、マイド閣下の決意、しかとおうかがいしました」

　そして、コットンは笑った。

「それにしても、マイド閣下は何か勘かん違ちがいをされていらっしゃるようですね」

「勘違い？」

　コットンはうなずいた。

　そして笑いながら言った。

「マイド閣下。立場が違いますわ、私たちが降こう伏ふくをするためにここまで来たんですよ」

「え？」

　呆ぼう然ぜんとするマイドに向かってコットンはいたずらっぽく笑って言った。

「覚えていませんか？　ほら、アウトニアでお別れしたときに約束したじゃありませんか、今度戦うときがあったら、さっさと降伏しちゃうって」




　戦力においてはるかに優勢なバリアン星系軍がアウトニア軍に対して降伏したのは、次のようなことが理由だった。

　話は十五時間ほど前にさかのぼる。




　その頃ころ、転移を終えたバリアン星系軍の旗き艦かんのブリッジでは、コットンが、戦せん闘とう用の隊形を取るように艦隊に指示していた。

「早く突とつ撃げき隊形を作るように指示しなさい、これ以上の遅ち延えん行動はサボタージュとして懲ちよう罰ばつにかけます！」

　コットンの直接命令にもかかわらず、バリアン星系軍の艦かん艇ていの動きは鈍にぶかった。

　コットンは通信オペレーターを呼んだ。

「さっきからひっきりなしに通信が入っているけど、なんなの？」

「はい、すべて艦隊の艦長からの意見具申です。文面は共通なのでお渡わたししませんでした」

　コットンは目の前にあるパーソナルモニターを見てため息をついた。

　……これと同じというわけね。

　そのモニターにはこんな文章が映し出されていた。

『我々ノ真ノ敵ハ面前ニ非あらズ帝星ニアリ』

　……敵は帝星にありだって？

　まるっきり謀む反ほん者のパターンじゃない！

　コットンはもう一度ため息をついた。

　……私だってあんたらと同じだよ。誰だれが好き好んで丸まる腰ごしの、それもあのアウトニアの生き残りたちに戦争をしかけたいものか！

　でも、仕方ないんだ。これは仕事なんだ。

　ましてや相手は、あのマイドとケルプなんだよ！

　コットンは自分の立場を恨うらんだ。

　……もし、私が自由な立場だったら、一も二もなくネオ・アウトニアに飛んでいって、マイドとケルプの応援をしてやれるのに！

　確かに今、私は艦隊を指揮している。でもこの艦隊は私の艦隊じゃない。

　これは仕事なんだ。

　仕事に個人的な理由を持ち込んじゃいけない。

　それが最低限守らなくちゃいけないルールなんだ。

　それに私には責任があるんだ。

　私はバリアン星系の領主と政府に雇やとわれた身だ。

　領主と政府は、私を信用して私を信しん頼らいして大事な軍を預けたんだ。

　ここで私が帝国に叛はん旗きをひるがえしたら、帝国は間違いなくバリアン星系に鎮ちん圧あつ部隊を差し向けるだろう。

　私のせいでバリアン星系が滅めつ亡ぼうするなんてことが許されるわけがない。

　たとえ部下がそれを望んだとしても、私がそれを許すわけにはいかないんだ。

　コットンは泣きたくなった。

　……こんなとき、ケルプだったら何て言うんだろうな。

　コットンの脳のう裏りでケルプが笑っていた。

　実にさわやかな笑え顔がおで笑っていた。

　コットンは自分の着ている制服の袖そで章しようを見つめた。

　……バリアン星系軍、ネオ・アウトニア討とう伐ばつ艦かん隊たい総司令官にして中将閣下か。

　結局、私はどうやったら他人が自分を認めてくれるのか、それだけしか考えていなかったのかもしれない。

　その基準がこの階級章というわけね。

　ケルプみたいに、その基準を自分の中に求めることのできる人間と、私との決定的な違いはそこにあったんだわ。

　コットンは顔を上げた。

　そこには、ある種の決意がみなぎっていた。

　……辞表を出そう。

　部下をまとめられない私のような指し揮き官かんに、指揮官としての資格はない。

　それに……ただのユイ・コットンになれば、あの人のところに行けるんだ。

　コットンが決意したそのとき、通信オペレーターが叫さけんだ。

「本国から緊きん急きゆう電です！」

「こっちのスクリーンに送って」

　コットンはその電文を読んで目を丸くした。

　それは、コットンにこの艦隊を託たくした領主と政府が倒たおれ、新政権が樹立されたという知らせだった。

　……とんでもないことになったわね、私も解任されるのかしら。

　コットンがそんな風に考えたとき、再び通信オペレーターから通信文が来た。

　……新領主からか……新領主って前の領主の息子のことなんだ。

　その文面を読んだコットンはしばらく無言だった。

　やがて小さく笑いだした。

　そしてその笑い声はどんどん大きくなった。

　ブリッジにいた他の士官たちが見つめる中で、コットンは声を上げて笑い続けた。

「司令官……」

　不安になったオペレーターに声をかけられて我に返ったコットンは、ちょっと赤い顔をして小さく咳せき払ばらいをした。

「取り乱してしまったわね……」

　そしてコットンは晴れ晴れとした顔で言った。

「艦隊の隊形を変えます、すべての艦を旗艦の前に並べてください」

　オペレーターは訝いぶかしげな顔をした。

「すべての艦を並べるのですか？」

　コットンはうなずいた。

「そうです、観かん閲えつ式のように」




　やがて、すべての艦が旗艦の前に並んだ。

「では、すべての艦と通信をリンクしてください」

　通信オペレーターがうなずいた。

　コットンの前にある相そう互ご通信スクリーンのモニターランプが点灯した。

「バリアン星系軍の将兵の諸君！　私は司令長官のユイ・コットンです！　先ほど本国から訓令が届きました。本国で政変があったと言うのです！」

　コットンは自分の言葉が将兵に受け入れられる時間を計ったように黙だまってから再び口を開いた。

「帝国皇帝の勅ちよく命めいを受け、我々をここに派は遣けんした前の領主と政府首脳は失しつ脚きやくしました。そして新たに領主の長男が即そく位いし、彼と新政稚の政府首脳は我々に新しい命令を与あたえました」

　そして、コットンは叫んだ。

「それは我々の行く道は我々が選べと言う命令なのです！」

　コットンは胸を張り、頰ほおを紅こう潮ちようさせてモニターの向こうにいる部下の将兵たちに向かって叫んだ。

「諸君！　私は諸君に問う！　我々は何をなすべきか！　我々の前に今二つの道が示された。

　これより諸君らの真意を問う。各かく艦かんは艦内で意見をまとめ、私の前に示せ！　真意の確認は、私の目で行う。よいか！」

　コットンは一回息を吸うと右手を前に差し出してから右を指し示した。

「マルス家に従うものは艦、右う舷げんの信号灯を点灯せよ！」

　そしてコットンは左手を前に差し出すと左を指し示した。

「マルス家に戦いを挑いどむものは艦、左舷の信号灯を点灯せよ！」

　その言葉が終るのと同時に、バリアン星系軍のすべての艦船の信号灯が点灯した。

　……左舷だった。

　コットンは叫んだ。

「よろしい！　私の心もまた諸君らと同じだ！　我らの敵は目前に非あらず、帝星にあり！」

　すべての通信モニターが歓かん喜きのメッセージで輝かがやいた。




　コットンは残りの香こう茶ちやを飲み干してから微笑ほほえんだ。

「というわけで、バリアン星系軍はただいまよりアウトニア軍と同盟関係を結び、アウトニア軍総司令官マイド閣下の指し揮き下に入ります……よろしいですね」

　マイドはケルプと顔を見合わせてから言った。

「それは願ってもないことですが……このことでバリアン星系は帝国と戦せん闘とう状態になってしまうのではありませんか？」

　コットンはうなずいた。

「そのとおりです。しかし、それはバリアン星系の人々が選んだ道です。その道の先になにがあろうとも、間違った道だけは歩きたくなかったのだと思うのです」

　マイドは静かに言った。

「わかりました。では、バリアン星系軍は、そのまま本国にお帰りください」

　コットンは顔を上げた。

「いいのですか？　ネオ・アウトニア防衛のために少し戦力を置いて行きましょうか？」

「いいえ、結構です。バリアン星系軍には本国を守るための戦いが待っています。だとしたら一隻せきでも多くの船が必要なのは、我々ではありません」

　コットンは無言だった。

　そして、大きなため息をついた。

「わかりました。では、私はこれより我が艦隊を率いて帰き還かんの途とにつきます……遠く離れたバリアン星系にも、ネオ・アウトニアの仲間がいることを忘れないで下さい」

「わかりました、では、お気をつけて」

　ソファから立ち上がったコットンは笑った。

「もしかしたら、また、ここに来るかもしれませんよ……今度は肩かた書がきなしの、ただのユイ・コットンとして」

　マイドも笑った。

「大だい歓かん迎げいです」

　ロビーから出て行くコットンに、ケルプが話しかけた。

「おい、コットン、ちょっと話がある」

　振り向いたコットンは、明るく微笑んで聞いた。

「何？」

　その、実に清すが々すがしい笑え顔がおに、ケルプは少し驚おどろきながら聞いた。

「お前は……その……最初からそのつもりだったんだな？」

　コットンは子供のような顔をして舌を出した。

「そうよ」

　ケルプは、やれやれ、という顔をした。

「じゃあ、なんで俺に降参しろなんて言ったんだよ。最初からマイドに降こう伏ふくするって言えば良かったのに」

　コットンは、ちょっと赤い顔をしてケルプを見つめて言った。

「ごめん、ケルプ……それって、私の最後のこだわりだったのかもしれない……サーモニアの学校に通っていたころからずっと、あなたに感じていた私の中のこだわりよ……それがあるかぎり、私は素直になれなかったんだ」

　ケルプはわけがわからない、という顔をした。

「なんだよそれ」

　コットンは、もう一度ため息をついた。

「わかんないだろうなあ……やっぱりあなたには最後までわかんなかったんだろうな」

　ケルプはイライラしたような口調で言った。

「だから、何だってきいているんだよ、思わせぶりなこと言いやがって」

　コットンは、真面目まじめな顔をしてケルプを見た。

　そして、目をつぶって小さな声で言った。

「私は……あなたが好きなんだ、ケルプ。小学枚のころからずっと好きだったんだよ。でも、私は素直になれなかったんだ」

　ケルプは両目を見開いてコットンの言葉を聞いていた。

　コットンは静かに続けた。

「でも、これで私は素直になれる……だから、私はやっとあなたの仲間になる資格ができたんだと思う……」

　目を開いたコットンは、頰ほおを染めて視線をそらした。

「仲間になれない？　私……」

　ケルプは、赤い顔をして、どぎまぎしたように言った。

「あ、いや、そんなことはないと思うが、そうか、まあ仲間が増えるってことはいいことだからその……なんというか……」

　そして、ケルプはコットンに右手を差し出して言った。

「これからもよろしく」




　ネオ・アウトニア星系での一連の動きを監かん視ししていた監視衛星のコントロールルームの中で、テディ少しよう佐さは部下に向かっててきぱきと指示を下していた。

「重要機密ファイルは完全に消去しろ！　私物も何もかもおいていけ！　準備が終り次し第だい連れん絡らく艇ていで脱だつ出しゆつするぞ！」

　ジャミー少しよう尉いが不満そうに言った。

「脱出すると、敵前逃とう亡ぼう扱いになりませんか？　考課表に悪く書かれると、将来に問題があると思うのですが」

　テディ少佐はジャミーをにらみつけて言った。

「イヤなら残ってろ！　止めはしないぞ、英えい雄ゆうになれば考課はピカイチだし、一階級特進もさせてくれるかもしれないからな」

「本当ですか？」

　ジャミー少尉の顔が輝かがやいた。

「ああ、合同慰い霊れい祭さいの日に名前を呼ばれて、記録にちゃんと残してもらえるぞ」

「それって……」

「名めい誉よの戦死だ！　よく見ろ！　周りにいる艦かん隊たいは、全部敵になっちまったんだぞ！　最初に血祭りに上げられるのは、誰がどう見てもこの監視衛星以外にないだろうが！」

「わ、わかりました、私も脱出いたします」

　そう言ったあとで、ジャミーはわけがわからないという顔で付け足した。

「……でも、なんでこんなことになってしまったんでしょうか？」

　それは自分には責任がないということを心の底から信じている顔だった。

　テディはメインスクリーンに映るバリアン星系軍の艦隊を眺ながめながら考えた。

　ついに正面から叛はん旗きを翻ひるがえす国がでてきやがったか。

　……乱世だな。

　そしてテディ少佐はにやっと笑った。

　脱出準備に走り回っていた部下の中に、その笑いに気づいた者はいなかった。




　バリアン星系が皇帝の勅命に対し公然と叛旗を翻したその日。

　神聖ローデスの辺境連合軍は、神聖ローデス教の法王コマキン三世と、その執しつ権けんである電子人格ギンガー四世に対し、七つの質問状を公開した。

　それは、ローデス教の教えと、あまりにも乖かい離りした戒かい律りつと利権と弾だん圧あつに対する抗こう議ぎの声だった。

　長いローデスの歴史において、かくも公然と法王に叛旗を翻した者はいなかった。

　それは、この質問状を公開した者たちの覚かく悟ごの表れでもあった。




　その質問状の署名は、オーバーフロア司教となっていた。







　あとがき







　どうも、埼さい玉たま県けん在住の「雑家」鷹たか見み一かず幸ゆきです。『でたまか　天地鳴動篇』いかがでしたでしょうか？

『英えい雄ゆう待望篇』の続編ということで、帝てい国こく軍との大決戦を予想されていた方の中には、ちょっと肩かたすかしを食くらったような気分の方もいらっしゃるかもしれません。

　このお話は、物語の流れから正確に表現すると『英雄待望篇　下巻』と呼んでもいい位置にあります。三さん人にん称しようで書き始めるのと同時に、物語の流れに沿って配置してあったキャラクターたちが「俺も出せ」「私のエピソードはどうしたの？」と、あっちこっちから顔を出し始めました。そいつらは、どうやらこのあと重要なファクターになりそうな連中ばかりでして、どうにも無視できなくなってしまったわけです。

　さて、私は『でたまか』を書くときに、古今東西のありとあらゆる小説や古典芸能、史実、伝承、一発ギャグ、ＣＭネタ、などをギミックとして放ほうり込んでいます。読んだ方の中には、思わずニヤリとした方もいらっしゃることと思いますが、それは、私が今まで生きてきた時間の中で、読んで、聞いて、見てきたすべての「もの」の中で、私が「面おも白しろい！」と思った「もの」なのです。

　それを世に出した先達に敬意と感謝を込めて、私は「でたまか」の中に、そのままそれを放り込みました。ダイレクトに使ってしまったものもあれば、ひねりにひねりを加えて使っているものもあります。

　オリジナルを尊重し、オリジナルを創造することをもって作家だと言うのなら、私は絶対に作家ではありません……そう、私は「雑家」です（笑）。

　さて次のお話のタイトルは『でたまか　天下大乱篇』となります。

　圧あつ倒とう的な戦力を誇ほこるマガザン帝国正規軍に対して、マイド率いるアウトニア義勇軍が「セオリー無視のでたまか戦法」で、どう戦うか……久々に『でたまか』らしいビンボー臭くさい戦いになりそうですので、どうぞお楽しみに。




「追つい伸しん」

　ひょっとすると、ザ・スニーカーで、別シリーズを並へい行こうして書くことになるかもしれません。これは『でたまか』が続かなかったときのために用意しておいたお話です。




（編集さんに「面白いから両方書いて」とあっさり言われて悩なやんでいる）


鷹見　一幸


















　　カバー・口絵・本文イラスト：Chiyoko

　　カバー・口絵・本文デザイン：中デザイン事務所










アウトニア王おう国こく再さい興こう録ろく２




でたまか




天てん地ち鳴めい動どう篇へん








鷹たか見み一かず幸ゆき
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